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長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
大
鳥
居
信
岩
筆
｢
須
磨｣
岡
本
主
水
筆
｢
明
石｣
｢
澪
標｣
長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
筑
前
宰
府
大
鳥
居
(
２)
信
岩
筆
｢
須
磨｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
明
石｣
｢
澪
標｣
で
あ
る
。
｢
須
磨｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
泥
に
て
水
紋
と
波
に
漂
う
藻
を
描
き
、
そ
の
藻
に
金
で
花
を
付
し
た
下
絵
に
、｢
す
ま｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
四
十
三
丁
、
墨
付
四
十
一
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
三
〜
二
十
八
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
最
終
丁
の
末
に
｢
一
更
了｣
と
記
す
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
明
石｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
草
木
を
描
き
、
女
郎
花
の
花
に
銀
を
施
し
た
下
絵
に
、｢
あ
か
し｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
四
十
九
丁
、
墨
付
四
十
五
丁
、
遊
紙
前
後
各
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
五
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
最
終
丁
の
末
に
｢
一
更
了｣
と
記
す
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
澪
標｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
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あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
海
岸
の
景
を
描
き
、
松
は
朱
、
砂
と
波
は
銀
の
彩
色
を
施
し
、｢
み
を
つ
く
し｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
四
十
丁
、
墨
付
三
十
九
丁
、
遊
紙
は
前
の
み
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
三
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
最
終
丁
の
末
に
｢
一
更
了｣
と
記
す
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
３)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
４)｣
、
玄
的
筆
｢
空
蝉
(
５)｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔
(
６)｣
｢
若
紫
(
７)｣
｢
賢
木
(
８)｣
、
石
井
了
倶
筆
｢
末
摘
花
(
９)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
)｣
、｢
宿
木
(
)｣
、
左
馬
助
筆
｢
花
宴
(
)｣
、
東
寺
観
智
院
筆
｢
葵
(
)｣
、
北
左
平
次
行
生
｢
花
散
里
(
)｣
は
、
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
大
鳥
居
信
岩
の
書
写
｢
須
磨｣
の
書
写
者
大
鳥
居
信
岩
は
、
太
宰
府
天
満
宮
の
別
当
で
あ
る
。
大
鳥
居
氏
に
つ
い
て
は
、
天
満
宮
の
あ
る
筑
前
国
福
岡
藩
の
黒
田
家
に
仕
え
た
儒
学
者
、
博
物
学
者
の
貝
原
益
軒
(
篤
信)
が
記
し
た
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実
(
)』
巻
之
下
に
、
後
堀
川
院
の
御
時
、
菅
公
九
世
の
孫
、
菅
原
善
昇
と
い
ひ
し
人
、
お
ほ
や
け
の
み
こ
と
の
り
に
て
西
府
に
下
り
、
社
職
を
勤
め
、
祭
祀
を
司
れ
り
。
後
に
祝
髪
し
て
信
貞
と
号
す
。
そ
の
嫡
子
を
信
昇
と
云
。
是
よ
り
、
大
鳥
居
、
小
鳥
居
抔
の
家
分
れ
て
、
其
子
孫
相
続
で
、
今
に
至
て
社
務
職
た
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
菅
原
道
真
の
後
裔
で
、
別
当
職
を
世
襲
す
る
家
で
あ
る
。
大
鳥
居
氏
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
(
)』
｢
御
笠
郡
中
天
満
宮｣
に
、
大
鳥
居
の
向
に
宅
あ
る
故
、
其
家
を
大
鳥
居
と
云
。
小
鳥
居
の
方
に
宅
あ
る
故
、
其
家
の
名
を
も
小
鳥
居
と
い
ふ
。
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と
い
う
説
明
が
あ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、｢
大
鳥
居
は
い
に
し
へ
よ
り
別
当
留
守
職
と
し
て
、
今
も
其
巨
擘
た
り
。｣
と
あ
り
、
大
鳥
居
氏
が
｢
其
巨
擘
た
り｣
、
つ
ま
り
神
職
の
長
、
総
括
で
あ
る
と
も
記
す
。
そ
の
大
鳥
居
氏
の
歴
代
別
当
の
伝
記
を
記
し
た
『
司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜
(
)』
に
は
、
信
岩
に
つ
い
て
、
信
岩
元
亀
三
壬
申
歳
生
、
天
正
十
六
子
年
家
督
、
十
七
歳
、
寛
永
五
戊
辰
年
退
身
、
五
十
二
歳
、
水
田
住
ス
、
同
十
五
戊
寅
年
、
息
信
助
依
病
辞
司
務
職
、
此
時
信
助
息
漸
ク
十
歳
、
未
遂
刺
髪
、
依
之
信
岩
再
職
、
在
水
田
兼
勤
太
宰
府
司
務
職
、
寛
永
廿
年
癸
未
、
孫
信
兼
エ
譲
職
、
再
隠
居
、
正
保
四
丁
亥
歳
正
月
晦
日
卒
、
七
十
六
歳
(
信
兼
筆
記
ニ
ハ
七
十
二
ト
ア
リ)
、
法
印
任
叙
、
妻
柳
川
城
主
立
花
飛
弾
守
宗
茂
娘
、
水
田
庄
ニ
住
ス
、
側
室
秋
月
家
老
宮
崎
織
部
娘
、
宰
府
ニ
住
ス
、
天
正
年
中
、
太
閤
秀
吉
公
九
州
御
下
向
之
節
、
肥
後
国
南
之
関
エ
罷
出
、
奉
謁
、
上
京
出
府
等
ノ
事
、
黒
田
如
水
公
・
長
政
公
ヨ
リ
被
仰
聞
諸
事
、
御
直
書
等
数
通
有
之
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
涯
は
、
元
亀
三
年
(
一
五
七
二)
か
ら
正
保
四
年
(
一
六
四
七)
と
わ
か
る
。
太
宰
府
天
満
宮
の
別
当
、
水
田
天
神
の
神
職
と
し
て
豊
臣
秀
吉
か
ら
徳
川
家
光
の
時
代
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
水
田
天
神
は
現
在
筑
後
市
に
あ
り
、
そ
の
水
田
に
大
鳥
居
氏
は
荘
園
を
持
っ
て
い
た
(
)
。
こ
の
『
司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜』
に
も
｢
妻｣
の
部
分
に
｢
水
田
庄
ニ
住
ス｣
と
あ
る
。
棚
町
知
彌
氏
(
)
に
よ
れ
ば
、
信
岩
も
天
正
後
半
か
ら
慶
長
初
期
に
は
、
こ
の
筑
後
水
田
を
生
活
の
本
拠
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
引
用
し
た
『
司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜』
と
、
自
筆
(
)
と
推
定
さ
れ
る
写
本
が
残
る
信
岩
半
生
の
自
叙
伝
『
一
生
年
記
(
)』
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等
を
基
と
し
た
、
棚
町
氏
(
)
の
信
岩
の
伝
記
に
関
す
る
考
証
を
参
考
に
し
て
、
信
岩
の
生
涯
を
年
譜
に
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
後
述
す
る
本
書
の
書
写
状
況
を
考
え
る
た
め
に
、
里
村
家
の
人
々
の
関
連
記
事
等
も
加
え
て
お
い
た
。
年
号
歳
記
事
元
亀
三
年
(
一
五
七
二)
１
出
生
。
天
正
二
年
(
一
五
七
四)
３
昌
琢
出
生
。
十
六
年
(
一
五
八
八)
17
父
よ
り
別
当
職
を
譲
ら
れ
る
。
二
十
年
(
一
五
九
二)
21
朝
鮮
出
兵
の
た
め
名
護
屋
へ
下
向
し
た
豊
臣
秀
吉
と
面
会
す
る
。
紹
巴
へ
付
句
。
文
禄
四
年
(
一
五
九
五)
24
父
信
寛
上
洛
。
紹
巴
へ
付
句
。
慶
長
三
年
(
一
五
九
八)
27
豊
臣
秀
吉
没
。
五
年
(
一
六
〇
〇)
29
父
信
寛
没
(
四
十
八
歳)
。
如
水
か
ら
の
最
初
の
書
状
。
社
領
安
堵
の
た
め
京
都
に
行
く
。
如
水
、
長
政
、
筑
前
に
入
国
。
如
水
は
福
岡
城
落
成
ま
で
天
満
宮
近
く
に
住
み
、
連
歌
等
で
交
流
。
六
年
(
一
六
〇
一)
30
里
村
一
門
と
の
連
歌
会
。
七
年
(
一
六
〇
二)
31
紹
巴
没
。
如
水
、
天
満
宮
の
神
殿
を
再
興
、
社
領
を
献
上
す
る
。
八
年
(
一
六
〇
三)
32
昌
叱
没
。
九
年
(
一
六
〇
四)
33
子
息
信
助
、
出
生
。
如
水
没
。
十
二
年
(
一
六
〇
七)
36
玄
仍
没
。
元
和
七
年
(
一
六
二
一)
50
嗣
子
信
助
の
里
村
家
留
学
に
関
す
る
書
状
。
江
戸
に
行
く
。
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九
年
(
一
六
二
三)
52
長
政
没
。
寛
永
五
年
(
一
六
二
八)
57
子
息
信
助
(
二
十
五
歳)
に
職
を
譲
る
。
石
井
了
倶
没
。
十
五
年
(
一
六
三
八)
67
子
息
信
助
病
に
よ
り
職
に
復
帰
す
る
。
二
十
年
(
一
六
四
三)
72
信
兼
(
信
助
の
養
子)
に
職
を
譲
る
。
正
保
四
年
(
一
六
四
七)
76
信
岩
没
。
こ
の
年
譜
の
中
で
、
信
岩
が
｢
須
磨｣
を
書
写
し
た
基
盤
と
な
る
里
村
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
信
岩
の
息
信
助
の
里
村
家
遊
学
に
関
す
る
次
の
書
状
(
)
か
ら
、
棚
町
氏
(
)
に
｢
紹
巴
・
昌
叱
ら
と
信
岩
と
を
近
く
し
た
如
水
の
介
在
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。｣
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
信
助
老
御
上
洛
ニ
付
尊
書
忝
存
候
如
仰
今
度
始
而
御
在
京
無
御
心
元
思
召
候
事
御
尤
ニ
存
候
昌
琢
ニ
て
儀
万
事
御
気
遣
被
成
間
敷
候
少
も
如
在
ニ
不
在
候
昌
琢
へ
も
内
々
可
然
様
ニ
申
入
候
今
度
長
政
様
大
徳
寺
ニ
て
昌
琢
昌
俔
へ
御
懇
ニ
被
仰
渡
候
両
人
共
ニ
別
義
御
座
有
間
敷
と
の
御
事
ニ
候
も
其
次
斗
ニ
北
野
徳
勝
院
と
之
儀
万
事
昌
琢
御
見
及
次
第
ニ
可
然
儀
と
其
御
才
覚
候
へ
と
の
み
ニ
候
無
存
所
も
御
懇
ニ
被
仰
渡
候
可
御
心
安
候
(
表)
信
岩
儀
は
大
名
ニ
て
は
候
へ
と
す
り
き
り
候
て
御
座
候
万
事
我
等
地
走
斗
ニ
て
在
京
有
之
よ
し
長
政
様
被
仰
候
内
々
ニ
て
昌
琢
拙
者
ニ
御
尋
候
間
能
様
ニ
申
入
候
も
我
等
事
三
月
廿
三
日
ニ
東
福
寺
迄
参
候
昌
琢
も
今
日
は
日
な
み
悪
敷
候
間
廿
四
日
ニ
御
出
候
へ
と
被
仰
候
間
明
日
昌
程
ハ
同
道
可
仕
と
存
候
何
様
重
而
可
申
入
候
恐
惶
謹
言
三
月
廿
三
日
昌
(
花
押)
(
裏)
棚
町
氏
(
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
状
は
、
里
村
南
家
の
連
歌
師
の
昌
林
か
ら
、
信
岩
宛
て
と
い
わ
れ
、
裏
面
の
｢
信
岩
儀
は
大
名
ニ
て
は
候
へ｣
と
い
う
部
分
は
、
信
岩
の
社
会
的
位
置
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
言
葉
で
あ
る
。
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信
岩
は
大
名
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
が
、｢
す
り
き
り
候
て｣
持
合
せ
が
な
く
、
京
都
の
滞
在
費
は
黒
田
家
が
賄
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
じ
筑
前
で
同
時
代
を
生
き
た
島
井
宗
室
な
ど
は
、
豪
商
と
い
う
財
力
に
よ
っ
て
｢
大
名
の
ご
と
く｣
と
称
せ
ら
れ
る
が
、
長
政
が
信
岩
を
｢
大
名
ニ
て
は
候
へ｣
と
言
っ
た
の
は
、
先
に
見
た
益
軒
の
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実』
『
筑
前
国
続
風
土
記』
に
記
さ
れ
て
い
た
、
大
鳥
居
氏
の
伝
統
あ
る
家
系
を
指
す
の
で
あ
る
。
時
代
は
少
し
下
る
が
元
禄
時
代
に
出
版
さ
れ
た
『
人
国
伝
(
)』
｢
筑
前｣
に
、
古
昔
ハ
太
宰
府
と
て
九
国
の
官
領
の
官
府
あ
り
て
是
を
西
都
と
も
い
ひ
し
と
記
す
よ
う
に
、
筑
前
に
お
け
る
太
宰
府
は
特
筆
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
太
宰
府
と
関
連
の
深
い
太
宰
府
天
満
宮
も
、
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
厳
然
た
る
存
在
で
あ
り
、
大
鳥
居
氏
は
、
そ
の
別
当
職
と
し
て
、
武
士
の
世
に
あ
っ
て
、
今
川
、
大
内
、
そ
し
て
小
早
川
か
ら
黒
田
へ
と
移
り
変
わ
る
領
主
と
違
い
、
天
満
宮
と
共
に
脈
脈
と
続
い
て
き
た
氏
と
い
え
る
。
そ
れ
を
領
主
、
黒
田
長
政
も
認
め
｢
大
名｣
と
い
う
言
葉
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
｢
大
名
ニ
て
は
候
へ｣
と
い
う
天
満
宮
別
当
と
し
て
の
信
岩
の
地
位
が
、｢
須
磨｣
の
書
写
を
信
岩
に
依
頼
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。｢
大
名
ニ
て
は
候
へ｣
と
い
う
信
岩
の
書
写
へ
の
参
画
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
価
値
を
高
め
る
か
ら
で
あ
る
。
信
岩
が
別
当
職
に
あ
っ
た
天
満
宮
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
天
神
を
連
歌
の
神
と
す
る
信
仰
が
あ
る
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
、
金
子
金
治
郎
氏
(
)
、
伊
地
知
鐵
男
氏
(
)
の
論
考
を
踏
襲
し
て
、
島
津
忠
夫
氏
(
)
は
、
北
野
の
神
、
菅
原
道
真
は
、(
中
略)
文
学
の
神
で
も
あ
り
、
特
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
で
あ
る
と
い
う
信
仰
の
上
に
、
足
利
家
と
北
野
社
と
の
関
係
な
ど
の
現
実
的
な
要
因
も
重
な
り
あ
っ
て
、
こ
の
『
菟
玖
波
集』
の
成
立
の
時
点
で
、
連
歌
の
神
と
し
て
の
北
野
天
神
が
出
現
す
る
。
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と
説
明
す
る
。｢『
菟
玖
波
集』
の
成
立
の
時
点｣
と
は
、
二
条
良
基
が

し
た
文
和
五
年
(
一
三
五
六)
を
指
し
、
足
利
尊
氏
が
活
躍
し
た
室
町
時
代
の
初
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
太
宰
府
天
満
宮
も
金
子
氏
が
(
)
、
太
宰
府
安
楽
寺
の
菅
公
廟
は
、
北
野
信
仰
の
根
源
で
あ
っ
た
か
ら
、
太
宰
府
天
神
と
連
歌
と
の
結
合
も
、
北
野
に
並
ん
で
行
な
わ
れ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
北
野
同
様
、
連
歌
の
神
と
崇
め
ら
れ
、
救
済
や
周
阿
、
宗
祇
と
い
っ
た
連
歌
師
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
太
宰
府
天
満
宮
に
お
い
て
連
歌
は
、
島
津
氏
(
)
が
｢
連
歌
御
祈
祷
は
、
重
要
な
神
事
の
中
核
に
あ
っ
た
。｣
と
い
う
よ
う
に
、
信
仰
と
一
体
化
し
て
重
き
を
増
し
て
い
た
。
永
禄
二
年
(
一
五
五
九)
の
文
書
(
)
に
あ
る
大
鳥
居
家
の
嫡
子
、
つ
ま
り
天
満
宮
の
別
当
職
の
資
質
の
一
つ
と
し
て
｢
連
歌
専
ス
ヘ
シ｣
と
い
う
記
載
も
、
連
歌
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
家
訓
は
、
長
く
別
当
職
に
あ
っ
た
信
岩
に
も
継
承
さ
れ
、
幾
つ
か
の
連
歌
活
動
が
見
ら
れ
る
。
先
の
年
譜
に
記
し
た
、
二
十
一
歳
の
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
に
、
紹
巴
へ
の
付
句
を
始
め
と
し
て
、
連
歌
会
に
も
一
座
し
て
い
る
。『
連
歌
総
目
録
(
)』
と
『
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
(
)』
に
よ
る
と
、
信
岩
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
連
歌
会
は
十
三
あ
る
。
①
慶
長
六
年
(
一
六
〇
一)
一
月
十
七
日
何
人
百
韻
発
句
草
に
木
に
い
か
に
く
み
せ
ぬ
梅
花
昌
叱
十
二
・
徳
善
院
僧
正
(
前
田
玄
以)
十
・
円
清
九
・
禅
高
八
・
玄
仍
十
・
昌
琢
十
・
長
俊
八
・
玄
朔
七
・
信
岩
七
・
乙
重
六
・
宗
色
六
・
宗
勺
六
・
実
右
一
②
慶
長
六
年
(
一
六
〇
一)
一
月
二
十
六
日
何
船
百
韻
発
句
子
日
し
て
年
や
ふ
る
木
の
野
へ
の
松
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紹
巴
十
二
・
正
実
一
・
昌
叱
十
二
・
生
(
日
野
光
慶

卿)
十
・
玄
仍
十
・
昌
琢
九
・
玄
朔
九
・
信
岩
七
・
友
益
九
・
正
琳
七
・
玄
仲
六
・
実
右
七
・
能
円
一
③
慶
長
七
年
(
一
六
〇
二)
一
月
十
六
日
如
水
公
御
夢
想
之
連
歌
百
韻
発
句
松
む
め
や
末
な
か
か
れ
と
み
と
り
た
つ
御
二
・
円
清
十
一
・
幸
円
一
・
長
政
一
・
御
上
一
・
松
寿
丸
一
・
御
菊
丸
一
・
紹
印
七
・
信
岩
八
・
古
庵
八
・
江
青
八
・
真
斎
九
・
実
右
八
・
正
重
八
・
良
乗
九
・
清
重
八
・
空
与
八
・
信
生
一
④
寛
永
七
年
(
一
六
三
〇)
十
一
月
第
一
百
韻
何
船
発
句
久
か
た
の
春
し
る
梅
の
に
ほ
ひ
哉
忠
之
朝
臣
一
・
大
涼
院
一
・
孝
政
一
・
高
政
一
・
御
亀
一
・
家
中
一
・
信
岩
十
一
・
良
乗
十
・
信
禎
十
・
信
助
十
・
信
朔
八
・
秀
賀
七
・
良
円
五
・
快
珠
七
・
快
欽
八
・
好
重
七
・
快
典
五
・
実
運
二
・
氏
吉
三
・
氏
重
一
⑤
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
九
月
吉
日
何
人
百
韻
発
句
箱
崎
や
松
原
あ
け
ぬ
今
朝
の
月
玄
仲
十
一
・
忠
之
朝
臣
九
・
紹
尚
九
・
永
遍
七
・
快
周
七
・
信
岩
八
・
良
眼
六
・
正
範
七
・
信
助
八
・
利
玄
九
・
信
禎
六
・
玄
悦
七
・
卜
祐
五
・
勝
重
一
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⑥寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
九
月
二
十
五
日
何
人
百
韻
発
句
水
も
色
に
染
河
な
か
す
紅
葉
か
な
玄
仲
十
三
・
信
助
八
・
忠
之
朝
臣
一
・
紹
尚
十
・
信
岩
九
・
利
玄
九
・
玄
悦
八
・
信
禎
九
・
信
重
八
・
好
重
八
・
快
欽
八
・
良
祐
八
・
勝
重
一
⑦
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
十
月
何
木
百
韻
発
句
冬
か
け
て
な
を
長
き
よ
の
時
雨
か
な
忠
之
朝
臣
九
・
紹
尚
八
・
玄
仲
十
一
・
永
遍
七
・
信
岩
八
・
正
範
七
・
信
助
七
・
信
禎
八
・
玄
悦
八
・
利
玄
七
・
快
欽
六
・
卜
祐
五
・
昌
以
八
・
勝
重
一
⑧
寛
永
十
七
年
(
一
六
四
〇)
八
月
二
十
五
日
寛
永
十
七
年
万
句
の
内
第
二
百
韻
何
路
発
句
野
を
広
み
あ
か
ぬ
詠
の
真
萩
哉
形
俊
・
快
周
・
信
岩
・
良
祐
・
一
灯
・
快
欽
・
信
重
・
良
眼
・
信
禎
・
正
範
・
昌
以
⑨
寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一)
九
月
二
十
八
日
夢
想
之
連
歌
発
句
君
に
千
代
あ
ゆ
み
を
は
こ
ふ
な
り
け
り
御
一
・
忠
之
朝
臣
一
・
信
岩
十
四
・
快
欽
十
二
・
信
助
十
三
・
雄
重
九
・
好
重
五
・
実
運
八
・
氏
吉
十
一
・
氏
重
十
・
助
実
十
・
昌
三
一
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⑩寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一)
十
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
御
夢
想
御
祝
儀
之
千
句
第
一
発
句
君
に
千
代
あ
ゆ
み
を
は
こ
ふ
な
り
け
り
御
一
・
忠
之
朝
臣
一
・
信
岩
十
四
・
昌
林
十
四
・
信
助
十
一
・
快
欽
八
・
信
重
八
・
好
重
八
・
信
達
九
・
実
運
七
・
氏
重
八
・
氏
孝
十
・
昌
三
一
⑪
寛
永
二
十
年
(
一
六
四
三)
五
月
二
十
五
日
何
船
発
句
幾
夏
も
い
く
世
久
し
き
な
か
は
哉
忠
之
朝
臣
一
・
信
岩
十
三
・
快
周
十
・
永
遍
十
・
一
燈
十
一
・
良
眼
八
・
正
範
九
・
形
俊
九
・
守
三
九
・
善
斎
八
・
昌
林
十
一
・
氏
重
一
⑫
寛
永
二
十
年
(
一
六
四
三)
六
月
吉
日
六
月
千
句
第
一
山
何
発
句
み
と
り
立
松
は
千
年
の
栄
哉
御
作
代
・
一
灯
・
信
岩
・
正
範
・
信
重
・
良
眼
・
好
重
・
快
欽
・
昌
林
・
快
周
・
形
俊
・
永
遍
・
守
三
・
善
斎
・
氏
吉
・
重
郷
・
氏
重
⑬
正
保
二
年
(
一
六
四
五)
三
月
二
十
三
日
〜
二
十
五
日
初
千
句
目
第
一
山
何
発
句
緑
た
つ
松
は
千
と
せ
の
栄
へ
哉
御
作
代
・
信
岩
・
快
周
・
一
灯
・
良
眼
・
正
範
・
信
重
・
信
禎
・
形
俊
・
快
欽
・
永
遍
・
信
達
・
実
運
・
好
重
・
信
通
・
重
25
郷
・
氏
重
①
②
は
、
信
岩
上
京
の
際
の
興
行
で
紹
巴
、
昌
叱
、
玄
仍
、
昌
琢
の
里
村
一
族
と
、
如
水
と
前
田
玄
以
と
い
っ
た
武
家
と
の
一
座
で
あ
る
。
③
は
、
筑
前
で
の
連
歌
会
で
あ
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
長
政
は
筑
前
に
加
増
、
転
封
と
な
り
、
如
水
も
入
国
し
て
い
た
。
④
は
長
政
の
嫡
子
で
当
時
の
藩
主
、
忠
之
の
許
で
の
興
行
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑤
⑥
⑦
は
玄
仲
が
太
宰
府
へ
下
向
し
た
折
の
一
連
の
連
歌
会
で
あ
り
、
⑧
⑬
は
万
句
連
歌
で
あ
り
、
⑬
で
信
岩
は
｢
初
千
句
目｣
の
み
に
一
座
し
て
い
る
。
⑨
⑩
⑪
は
、
藩
主
忠
之
も
出
座
し
た
興
行
で
、
⑫
は
⑩
同
様
千
句
連
歌
で
あ
る
。
こ
の
十
三
の
連
歌
会
は
、
①
②
の
信
岩
が
上
京
し
た
時
の
連
歌
会
を
除
く
と
、
全
て
筑
前
で
の
興
行
と
な
る
。
信
岩
は
二
十
代
迄
は
水
田
、
そ
れ
以
降
は
太
宰
府
で
生
活
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
、
京
都
在
住
の
書
写
者
と
は
違
う
。
京
都
在
住
の
書
写
者
は
、
当
時
の
連
歌
界
の
大
宗
匠
で
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
で
も
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
昌
琢
が
出
座
す
る
連
歌
会
に
、
連
衆
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
信
岩
は
九
州
在
住
の
た
め
、
当
然
、
一
座
の
機
会
も
な
く
、
そ
の
活
動
の
場
は
、
殆
ど
が
筑
前
で
の
連
歌
会
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
里
村
家
と
は
、
父
信
寛
が
文
禄
四
年
(
一
五
九
五)
京
都
で
、
文
禄
四
年
七
月
廿
一
日
於
紹
巴
亭
太
宰
府
大
鳥
居
信
寛
興
行
発
句
梅
か
枝
や
西
よ
り
も
先
初
紅
葉
紹
巴
十
二
・
信
寛
八
・
昌
叱
十
二
・
生
九
・
玄
仍
十
・
友
益
八
・
景
敏
九
・
寿
恩
七
・
寛
実
六
・
紹
印
六
・
益
彦
六
・
玄
仲
六
・
宗
可
一
と
い
う
、
紹
巴
や
昌
叱
、
玄
仍
、
玄
仲
と
い
っ
た
里
村
一
族
を
連
衆
と
す
る
連
歌
会
を
催
し
、
信
岩
も
上
掲
①
②
の
よ
う
に
、
上
京
の
際
の
里
村
家
の
人
々
と
の
一
座
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
信
岩
の
子
息
信
助
は
、
棚
町
氏
(
)
が
｢
元
和
七
年
三
月
(
十
八
才)
よ
り
、
す
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く
な
く
と
も
二
年
弱
、
京
里
村
家
に
教
え
を
受
け
た
。｣
と
言
う
よ
う
に
、
京
都
の
里
村
家
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
里
村
家
と
は
、
代
々
切
れ
目
の
な
い
繋
が
り
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
連
歌
の
神
は
天
神
で
あ
り
、
太
宰
府
天
満
宮
の
別
当
職
で
九
州
在
住
の
連
歌
の
家
と
し
て
の
大
鳥
居
氏
と
い
う
位
置
で
あ
る
。
こ
の
連
歌
の
家
と
し
て
看
過
で
き
な
い
大
鳥
居
氏
が
、
当
時
の
連
歌
師
が
分
担
し
て
書
写
す
る
『
源
氏
物
語』
の
一
巻
を
担
当
す
る
意
味
は
大
き
い
と
い
え
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
年
代
は
、
寛
永
の
早
い
時
期
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
と
考
え
ら
れ
た
(
)
。
寛
永
五
年
(
一
六
二
八)
に
は
、
信
岩
は
別
当
職
を
二
十
五
歳
の
子
息
信
助
に
譲
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
信
助
は
京
都
の
里
村
家
に
留
学
し
て
お
り
、
昌
琢
等
に
と
っ
て
は
、
信
岩
よ
り
近
い
存
在
で
、
書
写
者
に
抜
擢
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
現
に
信
助
は
、
昌
琢
や
玄
陳
、
宗
順
、
能
円
、
行
生
、
宗
因
等
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
達
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
連
歌
会
(
)
に
も
出
座
し
て
い
た
。
し
か
し
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
長
政
か
ら
｢
大
名
ニ
て
は
候
へ｣
と
い
わ
れ
、
年
齢
的
に
も
昌
琢
に
近
い
五
十
代
半
ば
で
あ
る
信
岩
の
方
が
、
重
み
が
あ
り
箔
が
付
く
書
写
者
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
信
岩
は
、
京
都
以
外
、
遠
隔
地
に
在
住
す
る
唯
一
の
人
物
で
も
あ
り
、
こ
の
点
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
書
写
者
の
中
で
は
、
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
京
都
か
ら
離
れ
た
太
宰
府
在
住
の
信
岩
に
、『
源
氏
物
語』
で
は
珍
し
く
、
京
都
以
外
の
場
所
を
舞
台
と
し
て
物
語
が
進
行
す
る
｢
須
磨｣
と
い
う
、
有
名
な
巻
を
依
頼
し
た
の
も
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
｢
須
磨｣
の
巻
は
、『
河
海
抄』
が
い
う
、
紫
式
部
が
石
山
寺
に
参
籠
し
て
『
源
氏
物
語』
を
書
き
出
し
た
巻
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
信
岩
が
連
歌
会
で
同
座
し
た
玄
仍
の
『
源
氏
物
語
註
(
)』
上
冊
に
も
、
式
部
ニ
仰
ら
れ
け
れ
ハ
石
山
河
海
ノ
詞
歟に
通
夜
し
て
此
事
を
祈
申
に
折
し
も
八
月
十
五
夜
の
○月
湖
水
ニ
う
つ
り
て
心
の
す
ミ
わ
た
る
ま
ゝ
に
物
語
の
風
情
な
と
う
か
ひ
け
る
を
忘
ぬ
さ
き
に
と
て
仏
前
ニ
有
け
る
大
般
若
の
料
紙
を
本
尊
ニ
申
請
て
先
須
磨
明
石
の
巻
を
27
書
と
ゝ
め
け
り
是
に
よ
り
て
須
磨
の
巻
ニ
こ
よ
ひ
ハ
八
月
十
五
夜
な
り
け
り
と
お
ほ
し
出
て
と
ハ
侍
る
に
や
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語
註』
は
連
歌
師
の
た
め
の
注
釈
書
で
専
門
性
が
高
い
が
、
女
庭
訓
の
本
な
ど
に
も
式
部
が
湖
水
を
望
む
部
屋
で
机
を
前
に
座
る
絵
と
共
に
、
こ
の
話
を
記
し
て
い
る
本
が
あ
る
よ
う
に
、
一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
。
つ
ま
り
｢
須
磨｣
の
巻
は
、
こ
の
話
と
共
に
有
名
な
巻
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
物
語
の
内
容
と
し
て
も
、
光
源
氏
の
前
半
生
を
綴
っ
た
第
一
部
に
あ
っ
て
、
特
徴
あ
る
有
名
な
巻
が
｢
須
磨｣
で
あ
り
、
分
量
的
に
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
｢
須
磨｣
の
書
写
者
に
信
岩
を
あ
て
た
の
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
太
宰
府
天
満
宮
の
別
当
と
し
て
、
連
歌
に
も
深
く
携
わ
る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
信
岩
の
書
写
へ
の
参
画
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
価
値
を
た
か
め
る
か
ら
で
あ
る
。三
、
岡
本
主
水
の
書
写
と
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
等
｢
明
石｣
｢
澪
標｣
の
書
写
者
、
岡
本
主
水
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、｢
夕
顔｣
を
翻
刻
(
)
し
た
際
に
触
れ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、
こ
こ
に
翻
刻
し
た
｢
須
磨｣
｢
明
石｣
｢
澪
標｣
の
三
巻
に
お
け
る
そ
の
数
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
以
前
調
査
し
た
｢
桐
壺｣
か
ら
｢
花
散
里｣
に
｢
宿
木｣
を
加
え
た
表
も
掲
げ
た
。
28
29
巻
須
磨
明
石
澪
標
書
写
者
信
岩
岡
本
主
水
岡
本
主
水
ミ
セ
ケ
チ
34
79
55
補
入
33
40
17
傍
書
11
９
６
合
点
55
25
５
朱
点
84
99
64
総
計
217
252
147
巻
桐
壺
帚
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花
紅
葉
賀
花
宴
葵
書
写
者
昌
琢
玄
陳
玄
的
岡
本
主
水
岡
本
主
水
了
倶
宗
因
左
馬
助
観
智
院
ミ
セ
ケ
チ
２
０
０
76
70
２
48
７
４
補
入
７
０
１
48
49
０
29
３
４
傍
書
０
２
０
２
10
１
４
１
８
合
点
１
０
０
14
14
０
７
10
３
朱
点
47
０
０
113
150
０
28
２
０
総
計
57
２
１
253
293
３
116
23
19
巻
賢
木
花
散
里
宿
木
書
写
者
岡
本
主
水
行
生
宗
因
ミ
セ
ケ
チ
94
２
22
補
入
55
２
19
傍
書
６
１
12
合
点
21
１
０
朱
点
59
４
０
総
計
235
10
53
今
回
翻
刻
し
た
｢
須
磨｣
｢
明
石｣
｢
澪
標｣
の
三
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
主
水
が
書
写
し
た
｢
明
石｣
｢
澪
標｣
は
、｢
夕
顔｣
｢
若
紫｣
な
ど
と
同
じ
く
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
多
い
と
わ
か
る
。
ま
た
、
信
岩
の
｢
須
磨｣
も
主
水
同
様
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
多
い
と
い
え
る
。
全
体
の
総
計
部
分
を
概
観
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
信
岩
は
、
主
水
に
次
い
で
多
く
、
特
に
、
合
点
の
数
が
群
を
抜
い
て
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
今
回
翻
刻
し
た
三
巻
は
、
何
れ
も
｢
一
更｣
と
い
う
記
載
が
最
終
丁
に
あ
り
、
校
正
が
な
さ
れ
た
写
本
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
多
い
の
は
、
一
応
、
こ
の
校
正
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
に
つ
い
て
の
見
解
や
結
論
は
、
や
は
り
、
す
べ
て
の
巻
の
調
査
の
後
、
ま
た
は
、
更
に
多
く
の
巻
の
傾
向
を
把
握
し
た
後
に
す
る
と
し
て
、｢
若
紫｣
の
解
題
(
)
で
述
べ
た
岡
本
主
水
の
書
写
し
た
巻
は
校
正
が
な
さ
れ
、
ミ
セ
ケ
チ
等
が
多
い
と
い
う
事
実
と
、
信
岩
の
｢
須
磨｣
も
、
そ
の
数
が
多
い
と
い
う
点
を
確
認
し
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
四
、
結
語
慶
長
九
年
(
一
六
〇
四)
三
月
二
十
日
、
黒
田
如
水
は
、
京
都
伏
見
の
藩
邸
に
お
い
て
没
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
『
黒
田
家
譜
(
)』
は
、
終
に
三
月
二
十
日
辰
の
刻
に
身
ま
か
り
給
ふ
。
如
水
病
中
に
辞
世
の
歌
を
詠
じ
給
へ
り
。
お
も
ひ
お
く
言
の
葉
な
く
て
つ
ひ
に
行
く
道
は
ま
よ
は
じ
な
る
に
ま
か
せ
て
此
歌
、
自
短
冊
に
書
て
名
を
記
し
、
判
取
を
加
へ
ら
る
。
連
歌
の
宗
匠
昌
琢
、
玄
朔
、
此
歌
を
聞
て
、
各
歌
を
詠
み
短
冊
に
書
て
送
り
参
ら
す
。
30
い
ま
よ
り
は
な
る
に
ま
か
せ
て
行
末
の
春
を
か
ぞ
へ
よ
人
の
こ
ゝ
ろ
に
昌
琢
な
に
事
も
な
る
に
ま
か
す
る
心
こ
そ
よ
は
ひ
を
の
ぶ
る
く
す
り
な
り
け
れ
玄
朔
長
政
右
三
首
の
和
歌
を
台
紙
に
お
し
、
裏
に
み
づ
か
ら
の
名
判
を
し
る
し
て
、
什
襲
し
お
か
れ
け
る
、
又
昌
琢
、
如
水
の
逝
去
を
聞
て
、
追
悼
の
発
句
を
つ
か
う
ま
つ
る
。
を
し
み
こ
し
春
や
は
つ
か
の
夜
半
の
月
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
短
冊
は
現
在
、
福
岡
市
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
引
用
の
最
後
に
昌
琢
の
追
悼
の
発
句
が
見
え
る
が
、
如
水
追
悼
の
連
歌
会
も
、
里
村
家
の
人
々
な
ど
に
よ
っ
て
催
さ
れ
て
い
る
。
如
水
は
慶
長
の
役
、
帰
国
後
、
多
く
の
連
歌
会
(
)
に
一
座
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
必
ず
紹
巴
を
始
め
昌
叱
、
玄
仍
、
玄
仲
な
ど
里
村
家
の
人
々
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
。
如
水
は
人
に
恵
ま
れ
た
人
物
だ
と
言
わ
れ
る
(
)
。
例
え
ば
、
如
水
の
数
々
の
功
績
は
栗
山
、
井
上
、
母
里
な
ど
の
良
臣
の
支
え
に
よ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
く
如
水
の
文
化
面
で
の
活
動
を
担
っ
た
の
は
、
茶
道
(
)
で
は
有
名
な
千
利
休
や
神
谷
宗
湛
、
連
歌
(
)
で
は
里
村
家
の
人
々
だ
と
い
え
る
。『
黒
田
家
譜
(
)』
に
は
、
十
七
八
歳
の
比
、
専
歌
学
を
好
み
、
和
歌
の
道
を
窮
め
ん
と
お
も
へ
る
志
有
り
。
さ
れ
ど
も
近
隣
に
円
満
坊
と
い
ふ
僧
有
り
て
、
諌
め
け
れ
ば
、
実
に
も
今
戦
国
の
世
な
れ
ば
、
専
兵
書
を
翫
び
、
弓
馬
を
業
と
す
べ
き
折
な
る
に
、
風
雅
の
道
は
時
の
要
用
に
あ
ら
ず
と
お
も
ひ
返
し
て
、
其
事
を
止
め
ら
る
。
然
れ
ど
も
若
年
の
学
び
有
し
故
、
興
に
乗
じ
、
折
に
ふ
れ
て
は
、
和
歌
を
詠
じ
、
連
歌
を
つ
ら
ね
、
風
雅
の
道
を
好
み
給
ひ
し
事
、
弥
ふ
か
ゝ
り
し
と
か
や
。
如
水
が
十
七
、
八
歳
の
頃
か
ら
文
芸
に
関
心
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
慶
長
以
降
、
連
歌
に
関
心
を
深
め
た
の
も
既
に
そ
の
素
地
は
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
連
歌
を
愛
好
し
、
連
歌
を
通
し
て
里
村
家
と
親
し
い
如
水
が
、
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
筑
前
の
地
に
領
主
の
父
と
し
31
て
起
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
福
岡
城
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
そ
の
住
居
は
太
宰
府
天
満
宮
の
鳥
居
の
東
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
を
『
筑
前
国
続
風
土
記
(
)』
は
、
長
政
公
入
国
の
後
、
其
父
如
水
公
は
此
所
に
閑
居
し
玉
ひ
け
る
に
、
今
の
大
鳥
居
宅
の
北
の
地
、
其
宅
の
あ
と
あ
り
。
此
御
社
の
、
む
か
し
に
か
は
り
、
お
と
ろ
へ
行
事
を
歎
き
お
ぼ
し
て
、
長
政
公
と
共
に
此
事
を
は
か
り
、
中
門
廻
廊
四
十
九
間
を
立
、
其
外
諸
堂
末
社
を
作
り
、
諸
堂
末
社
今
凡
四
十
区
あ
り
。
凡
絶
た
る
を
つ
ぎ
、
廃
れ
た
る
を
お
こ
し
て
、
神
を
尊
崇
し
、
社
を
修
復
し
、
社
僧
祠
官
を
厚
く
め
ぐ
み
玉
ひ
し
か
ば
、
神
も
人
も
共
功
に
よ
り
て
、
古
に
か
へ
る
事
を
得
た
り
。
今
に
至
る
ま
で
祠
官
の
輩
皆
其
賜
を
う
く
。
如
水
公
慶
長
九
年
三
月
廿
日
に
、
身
ま
か
り
玉
ひ
ぬ
。
社
僧
其
め
ぐ
み
あ
つ
き
を
感
じ
、
年
々
の
正
五
九
月
の
廿
日
に
は
、
連
歌
所
に
も
ろ


つ
ど
ひ
て
、
如
水
公
の
為
に
追
懐
の
連
歌
を
詠
る
事
今
に
絶
え
ず
。
と
記
し
て
い
る
。
如
水
の
太
宰
府
で
の
仮
寓
に
よ
っ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
の
建
造
物
の
整
備
や
社
領
の
加
増
が
な
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
連
歌
屋
の
再
興
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
如
水
の
没
後
、
連
歌
の
張
行
が
な
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
如
水
、
長
政
の
黒
田
家
と
信
岩
の
大
鳥
居
家
の
関
係
に
つ
い
て
、
棚
町
氏
(
)
に
｢
大
鳥
居
氏
が
黒
田
藩
に
お
い
て
柳
営
に
お
け
る
里
村
家
の
役
を
も
勤
め
た｣
い
う
指
摘
が
あ
る
。
連
歌
に
よ
っ
て
将
軍
家
に
仕
え
る
里
村
家
と
い
う
図
式
は
、
連
歌
に
よ
っ
て
大
名
に
仕
え
る
連
歌
師
と
な
り
、
既
に
取
り
上
げ
た
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
と
し
て
は
、
伊
達
家
と
石
井
了
倶
、
加
藤
家
と
行
生
、
宗
因
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
黒
田
家
と
信
岩
が
加
わ
っ
た
。
た
だ
し
信
岩
に
関
し
て
は
、
こ
れ
も
棚
町
氏
(
)
に
｢
如
水
(
初
代)
・
長
政
(
二
代)
の
信
岩
に
対
す
る
、『
対
等』
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
対
遇
意
識
で
あ
る
。｣
と
言
う
指
摘
や
、
先
に
長
政
が
｢
信
岩
儀
は
大
名
ニ
て
は
候
へ｣
と
言
っ
た
書
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
上
下
関
係
が
行
生
、
宗
因
、
了
倶
の
立
場
と
は
違
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
信
岩
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
太
宰
府
天
満
宮
の
別
当
職
と
し
て
、
確
固
た
る
社
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会
的
地
位
の
上
に
、
黒
田
家
の
連
歌
会
に
一
座
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
、
諏
訪
勝
則
氏
(
)
の
、
黒
田
家
の
正
月
の
連
歌
会
に
太
宰
府
の
代
表
者
が
参
席
す
る
こ
と
は
、
政
治
・
文
化
両
面
に
お
い
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
と
い
う
言
葉
が
、
信
岩
と
い
う
存
在
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
信
岩
の
参
座
が
｢
政
治
・
文
化
両
面
に
お
い
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た｣
と
い
う
地
位
こ
そ
が
、
唯
一
遠
隔
地
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
の
書
写
に
参
画
し
、｢
須
磨｣
を
書
写
し
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
｢
須
磨｣
の
書
写
者
信
岩
を
考
え
る
時
、
如
水
や
長
政
の
存
在
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
信
岩
を
通
し
て
、
織
豊
政
権
の
時
代
か
ら
江
戸
初
期
の
社
会
を
駆
け
抜
け
、
動
か
し
た
如
水
、
長
政
の
姿
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
信
岩
は
、
太
宰
府
の
文
学
を
俯
瞰
す
る
上
で
も
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
そ
の
信
岩
自
筆
の
『
源
氏
物
語』
が
現
存
す
る
と
い
う
点
で
も
、
こ
の
｢
須
磨｣
の
写
本
は
、
興
味
深
い
一
書
と
い
え
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
一
、
朱
合
点
は
、
傍
線
で
示
し
た
。
一
、｢
須
磨｣
に
錯
簡
が
あ
る
。｢
須
磨｣
13
オ
〜
54
オ
は
｢
手
習｣
の
本
文
で
あ
り
、｢
手
習｣
13
オ
〜
41
ウ
が
｢
須
磨｣
の
本
文
で
あ
る
。
12
ウ
の
次
に
｢
手
習｣
13
オ
〜
41
ウ
に
あ
る
｢
須
磨｣
の
本
文
を
置
き
、
正
し
い
本
文
と
し
て
翻
刻
し
た
。
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(
す
ま)
世
中
い
と
わ
つ
ら
は
し
く
は
し
た
な
き
事
の
み
ま
さ
れ
は
せ
め
て
し
ら
す
か
ほ
に
有
へ
て
も
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
事
も
や
と
お
ほ
し
な
り
ぬ
か
の
す
ま
は
昔
こ
そ
人
の
す
み
か
な
と
も
有
け
れ
今
は
い
と
里
は
な
れ
心
す
こ
く
て
あ
ま
の
家
た
に
ま
れ
に
な
む
と
聞
給
へ
と
人
し
け
く
ひ
た
ゝ
け
た
ら
む
住
居
は
い
と
ほ
い
な
か
る
へ
し
さ
り
と
て
都
を
と
を
さ
か
ら
ん
も
ふ
る
さ
と
お
ほ
つ
か
な
か
る
へ
き
を
人
わ
ろ
く
そ
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
万
の
事
き
し
か
た
行
未
思
ひ
つ
ゝ
け
給
に
か
な
し
き
事
い
と
さ
ま


也
う
き
物
１
オ
と
思
ひ
す
て
つ
る
世
も
今
は
と
す
み
は
な
れ
な
む
事
を
お
ほ
す
に
は
い
と
す
て
か
た
き
事
お
ほ
か
る
中
に
も
姫
君
の
明
暮
に
そ
へ
て
は
思
な
け
き
給
へ
る
さ
ま
の
心
く
る
し
う
哀
な
る
を
行
め
く
り
て
も
又
あ
ひ
見
む
事
を
か
な
ら
す
と
お
ほ
さ
ん
に
て
た
に
猶
二
三
日
の
ほ
と
よ
そ


に
あ
か
し
く
ら
す
お
り


た
に
お
ほ
つ
か
な
き
物
に
お
ほ
え
女
君
も
心
ほ
そ
う
の
み
思
給
へ
る
を
い
く
と
せ
そ
の
ほ
と
ゝ
か
き
り
有
道
に
も
あ
ら
す
あ
ふ
を
か
き
り
に
へ
た
ゝ
り
ゆ
か
ん
も
さ
た
め
な
き
世
に
や
か
て
わ
か
る
へ
き
か
と
て
に
も
や
と
い
み
し
く
お
ほ
え
給
へ
は
し
の
ひ
て
も
ろ
１
ウ
と
も
に
も
や
と
お
ほ
し
よ
る
お
り
あ
れ
と
さ
る
心
ほ
そ
か
ら
ん
海
つ
ら
の
波
風
よ
り
外
に
立
ま
し
る
人
も
な
か
ら
む
に
か
く
ら
う
た
き
御
さ
ま
に
て
ひ
き
く
し
給
へ
ら
ん
も
い
と
つ
き
な
く
わ
か
心
に
も
中


物
思
ひ
の
つ
ま
な
る
へ
き
を
な
と
お
ほ
し
か
へ
す
を
女
君
は
い
み
し
か
ら
む
道
に
も
を
く
れ
聞
え
す
た
に
あ
ら
は
と
お
も
む
け
て
う
ら
め
し
け
に
お
ほ
い
た
り
か
の
花
ち
る
里
に
も
お
は
し
か
よ
ふ
事
こ
そ
ま
れ
な
れ
心
ほ
そ
く
哀
な
る
御
有
さ
ま
を
此
御
か
け
に
か
く
れ
て
物
し
給
へ
は
お
ほ
し
な
け
き
た
る
さ
ま
も
い
と
こ
と
は
り
也
な
を
さ
り
に
て
も
ほ
の
か
に
見
２
オ
35
奉
り
か
よ
ひ
給
ひ
し
所


人
し
れ
ぬ
心
を
く
た
き
給
人
そ
お
ほ
か
り
け
る
入
道
の
宮
よ
り
も
物
の
聞
え
や
又
い
か
ゝ
と
り
な
さ
れ
ん
と
わ
か
御
た
め
つ
ゝ
ま
し
け
れ
と
忍
ひ
つ
ゝ
御
と
ふ
ら
ひ
常
に
あ
り
昔
か
や
う
に
あ
ひ
お
ほ
し
哀
を
も
見
せ
給
は
ま
し
か
は
と
打
思
ひ
出
給
に
さ
も
さ
ま


に
心
を
の
み
つ
く
す
へ
か
り
け
る
人
の
御
契
り
か
な
と
つ
ら
く
思
聞
え
給
・
三
月
廿
余
日
の
程
に
な
む
都
は
な
れ
給
け
る
人
に
い
ま
と
し
も
し
ら
せ
給
は
す
た
ゝ
い
と
ち
か
ふう
つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
た
る
か
き
り
七
八
人
は
か
り
御
と
も
に
て
い
と
か
す
か
に
出
立
給
さ
る
へ
き
所


に
御
文
は
か
り
打
２
ウ
忍
ひ
給
ひ
し
に
も
哀
と
・
し
の
は
る
ゝ
は
か
り
つ
く
ろ
い
給
へ
る
は
見
所
○も
有
ぬ
へ
か
り
し
か
と
・
そ
の
お
り
の
○心
ま
き
れ
に
は
か


し
う
も
き
ゝ
を
か
す
成
に
け
り
・
二
三
日
か
ね
て
よ
に
か
く
れ
て
お
ほ
い
と
の
に
わ
た
り
給
へ
り
あ
む
し
ろ
○の
車
の
打
や
つ
れ
た
る
に
て
女
車
の
や
う
に
て
か
く
ろ
へ
入
給
も
い
と
哀
に
夢
と
の
み
見
ゆ
御
か
た
い
と
さ
ひ
し
け
に
打
あ
れ
た
る
心
地
し
て
わ
か
君
の
御
め
の
と
ゝ
も
昔
さ
ふ
ら
ひ
し
人
○の
中
に
ま
か
て
ち
ら
ぬ
か
き
り
か
く
わ
た
り
給
へ
る
を
め
つ
ら
し
か
り
聞
え
て
ま
う
の
ほ
り
つ
と
ひ
くて
見
奉
る
に
つ
け
て
も
こ
と
に
物
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
わ
か
き
人
々
さ
へ
世
の
常
な
さ
思
し
ら
れ
て
涙
３
オ
に
く
れ
た
り
わ
か
君
は
い
と
う
つ
く
し
う
て
さ
れ
は
し
り
お
は
し
た
り
久
し
き
ほ
と
に
忘
れ
ぬ
こ
そ
哀
な
れ
と
て
ひ
さ
に
す
へ
給
へ
る
御
け
し
き
忍
ひ
か
た
け
な
り
お
と
ゝ
こ
な
た
に
わ
た
り
給
て
た
い
め
し
給
へ
り
・
つ
れ


に
こ
も
ら
せ
給
へ
○るイ
ら
ん
程
な
に
と
侍
ら
ぬ
昔
物
語
も
ま
い
り
き
て
聞
え
さ
せ
ん
と
思
ふ
給
れ
と
身
の
や
ま
ひ
お
も
き
に
よ
り
お
ほ
や
け
に
も
つ
か
う
ま
つ
ら
す
位
を
も
か
へ
し
奉
り
て
侍
る
に
わ
た
く
し
さ
ま
に
は
こ
し
の
へ
て
な
と
物
の
聞
え
ひ
か


し
か
る
へ
き
を
今
は
世
中
は
ゝ
か
る
へ
き
身
に
も
侍
ら
ね
と
い
ち
は
や
き
世
の
い
と
お
そ
ろ
し
う
侍
る
な
り
か
ゝ
る
御
事
を
３
ウ
見
給
ふ
る
に
つ
け
て
・
命
な
か
き
は
心
う
く
思
給
へ
ら
る
ゝ
世
の
末
に
も
侍
る
か
な
・
あ
め
の
し
た
を
さ
か
さ
ま
に
な
し
て
も
思
ひ
給
へ
よ
ら
さ
り
し
御
有
さ
ま
を
見
給
ふ
れ
は
万
い
と
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あ
ち
き
な
く
な
む
と
聞
え
給
て
い
た
う
し
ほ
た
れ
給
と
あ
る
事
も
か
ゝ
る
事
も
先
の
世
の
む
く
ひ
に
こ
そ
侍
な
れ
は
い
ひ
も
て
ゆ
け
は
た
ゝ
み
つ
か
ら
の
を
こ
た
り
に
な
ん
侍
る
さ
し
て
官
爵
を
と
ら
れ
す
あ
さ
は
か
な
る
事
に
か
ゝ
つ
ら
ひ
て
た
に
お
ほ
や
け
の
か
し
こ
ま
り
な
る
人
の
う
つ
し
さ
ま
に
て
世
中
に
あ
り
ふ
る
は
と
か
お
も
き
わ
さ
に
人
の
国
に
も
し
侍
る
な
る
を
と
を
く
は
な
ち
つ
か
は
す
へ
き
さ
た
め
４
オ
な
と
も
侍
る
な
る
は
さ
ま
こ
と
な
る
つ
み
に
あ
た
る
へ
き
こ
そ
侍
な
れ
に
こ
り
な
き
心
に
ま
か
せ
て
つ
れ
な
く
す
く
し
侍
ら
ん
も
い
と
は
ゝ
か
り
お
ほ
く
こ
れ
よ
り
お
ほ
き
な
る
は
ち
に
の
そ
ま
ぬ
さ
き
に
世
を
の
か
れ
な
ん
と
思
ひ
給
へ
た
ち
ぬ
る
な
と
こ
ま
や
か
に
聞
え
給
・
昔
の
御
物
語
院
の
御
こ
と
お
ほ
し
の
た
ま
は
せ
し
御
心
は
へ
な
と
き
こ
え
い
て
給
て
御
な
を
し
の
神
も
え
ひ
き
は
な
ち
給
は
ぬ
に
君
も
え
心
つ
よ
く
も
も
て
な
し
給
は
す
わ
か
君
の
な
に
心
な
く
ま
き
れ
あ
り
き
て
ゝ こ
れ
(
)
か
れ
に
な
れ
聞
え
給
を
い
み
し
と
お
ほ
い
た
り
・
す
き
侍
○に
し
人
を
世
に
思
給
へ
わ
す
る
ゝ
よ
な
く
の
み
い
ま
に
か
な
し
ひ
４
ウ
侍
る
を
こ
の
御
事
に
な
ん
も
し
侍
る
世
な
ら
ま
し
か
は
い
か
や
う
に
思
ひ
な
け
き
侍
ら
ま
し
よ
く
そ
み
し
か
く
て
か
ゝ
る
夢
を
見
す
な
り
に
け
る
と
思
ふ
給
へ
な
く
さ
め
侍
る
お
さ
な
く
物
し
給
ふ
か
か
く
よ
は
ひ
過
ぬ
る
中
に
と
ゝ
ま
り
給
て
な
つ
さ
ひ
き
こ
え
ぬ
月
日
や
へ
た
ゝ
り
給
は
ん
と
思
ふ
給
ふ
る
を
な
む
万
の
事
よ
り
も
か
な
し
う
侍
る
・
い
に
し
へ
の
人
も
ま
こ
と
に
お
か
し
あ
る
に
て
も
か
ゝ
る
事
に
あ
た
ら
さ
り
け
り
な
を
さ
る
へ
き
に
て
人
の
み
か
と
に
も
か
ゝ
る
た
く
ひ
お
ほ
う
侍
り
け
り
・
さ
れ
と
い
ひ
出
る
ふ
し
有
て
こ
そ
さ
る
事
も
侍
け
れ
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
思
ひ
給
へ
よ
ら
む
か
た
な
く
な
ん
な
と
お
５
オ
ほ
く
の
御
物
語
聞
え
給
三
位
○の
中
将
も
ま
い
り
あ
ひ
給
て
お
ほ
み
き
な
と
ま
い
り
給
に
夜
更
ぬ
れ
は
と
ま
り
給
て
人
々
御
せ前
む
に
さ
ふ
ら
は
せ
給
て
物
語
な
と
せ
さ
せ
給
・
人
よ
り
は
こ
よ
な
う
忍
ひ
お
ほ
す
中
納
言
の
君
い
へ
は
え
に
か
な
し
う
お
も
へ
る
さ
ま
を
人
し
れ
す
あ
は
れ
と
お
ほ
す
人
み
な
し
つ
ま
り
ぬ
る
に
と
り
わ
き
て
か
た
ら
ひ
給
こ
れ
に
よ
り
と
ま
り
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給
へ
る
な
る
へ
し
明
ぬ
れ
は
夜
ふ
か
う
出
給
ふ
に
有
明
の
月
い
と
お
か
し
う
花
の
木
と
も
や
う


さ
か
り
過
て
は
つ
か
な
る
木
陰
の
い
と
○
お
も
イ
し
ろ
き
庭
に
う
す
く
き
り
わ
た
り
た
る
そ
こ
は
か
と
な
く
霞
あ
ひ
て
秋
の
夜
の
哀
に
お
ほ
く
５
ウ
立
ま
さ
れ
り
す
み
の
か
う
ら
む
に
を
し
か
ゝ
り
て
と
は
か
り
な
か
め
給
ふ
中
納
言
の
君
見
奉
り
を
く
ら
む
と
に
や
つ
ま
と
を
し
あ
け
て
ゐ
た
り
又
た
い
め
む
あ
ら
ん
事
こ
そ
思
へ
は
い
と
か
た
け
れ
か
ゝ
り
け
る
世
を
し
ら
て
心
や
す
く
も
有
ぬ
へ
か
り
し
月
比
を
さ
し
も
い
そ
か
て
へ
た
て
し
よ
な
と
の
給
へ
は
物
も
○え
聞
え
す
な
く
・
わ
か
君
の
御
め
の
と
の
宰
相
の
君
し
て
宮
の
お御
ま
へ
よ
り
御
せ
う
そ
こ
聞
え
給
へ
り
・
み
つ
か
ら
も
聞
え
ま
ほ
し
き
を
か
き
く
ら
す
み
た
り
心
ち
た
め
ら
ひ
侍
る
ほ
と
に
い
と
夜
ふ
か
く
出
さ
せ
給
な
る
も
さ
ま
か
は
り
た
る
心
地
の
み
し
侍
る
か
な
・
心
く
る
し
き
人
６
オ
の
い
き
た
な
き
ほ
と
は
し
は
し
も
や
す
ら
は
せ
給
は
て
と
聞
え
給
へ
れ
は
・
う
ち
な
き
給
て
と
り
へ
山
も
え
し
煙
も
ま
か
ふ
や
と
あ
ま
の
塩
や
く
う
ら
み
に
そ
行
御
か
へ
り
と
も
な
く
打
す
○ん
し
給
て
暁
の
別
は
か
う
の
み
や
心
つ
く
し
な
る
思
ひ
し
り
給
へ
る
人
も
あ
ら
ん
か
し
と
の
給
へ
は
・
い
つ
と
な
く
わ
か
れ
と
い
ふ
も
し
こ
そ
う
た
て
侍
る
な
る
中
に
も
け
さ
は
な
を
た
く
ひ
有
ま
し
う
思
ひ
給
へ
ら
る
ゝ
ほ
と
か
な
と
は
な
声
に
て
け
に
あ
さ
か
ら
す
思
へ
り
聞
え
さ
せ
ま
ほ
し
き
事
も
返
々
思
ひ
給
へ
な
か
ら
た
ゝ
に
む
す
ほ
ら
れ
侍
る
ほ
と
６
ウ
を
し
は
か
ら
せ
給
へ
・
い
き
た
な
き
人
は
見
給
へ
む
に
つ
け
て
も
中


う
き
世
の
か
れ
か
た
う
思
給
へ
ら
れ
ぬ
へ
け
れ
は
心
つ
よ
う
思
ひ
給
へ
な
し
て
い
そ
き
ま
か
て
侍
と
聞
え
給
・
出
給
ふ
ほ
と
を
人
々
の
そ
き
て
み
奉
る
入
方
の
月
い
と
あ
か
き
に
い
と
ゝ
な
ま
め
か
し
う
き
よ
ら
に
て
物
を
お
ほ
ひ
た
る
さ
ま
と
ら
お
ほ
か
み
た
に
な
き
ぬ
へ
し
ま
し
て
い
は
け
な
く
お
は
せ
し
ほ
と
よ
り
み
奉
り
そ
め
て
し
人
々
な
れ
は
た
と
し
へ
な
き
御
あ
り
さ
ま
を
い
み
し
と
思
ふ
・
ま
こ
と
や
御
返
な
き
人
の
わ
か
れ
や
い
と
ゝ
へ
た
ゝ
ら
む
煙
と
成
し
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雲
井
な
ら
て
は
と
り
そ
へ
て
哀
の
み
つ
き
せ
す
出
給
ぬ
る
７
オ
名
残
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
な
き
あ
へ
り
殿
に
お
は
し
た
れ
は
わ
か
御
か
た
の
人
々
も
ま
と
ろ
ま
さ
り
け
る
け
し
き
に
て
所


に
む
れ
ゐ
て
あ
さ
ま
し
と
の
み
世
を
お
も
へ
る
け
し
き
也
さ
ふ
ら
ひ
に
は
し
た
し
う
つ
か
う
ま
つ
る
か
き
り
は
御
と
も
に
ま
い
る
へ
き
心
ま
う
け
し
て
わ
た
く
し
の
わ
か
れ
お
し
む
ほ
と
に
や
と
人
め
も
な
し
さ
ら
ぬ
人
は
と
ふ
ら
ひ
ま
い
る
も
お
も
き
と
か
め
有
わ
つ
ら
は
し
き
事
ま
さ
れ
は
所
せ
く
つ
と
ひ
し
馬
車
の
か
た
も
な
く
さ
ひ
し
き
に
世
は
う
き
物
な
り
け
り
と
お
ほ
し
し
ら
る
た
い
は
ん
な
と
も
か
た
へ
は
ち
り
は
み
て
た
ゝ
み
所


ひ
き
か
へ
し
た
るりイ
み
る
ほ
と
た
に
か
ゝ
り
ま
し
て
７
ウ
い
か
に
あ
れ
ゆ
か
ん
と
お
ほ
す
西
の
た
い
に
わ
た
り
給
へ
れ
は
み
か
う
し
も
ま
い
ら
て
な
か
め
あ
か
し
給
け
れ
は
す
の
こ
な
と
に
わ
か
き
わ
ら
は
へ
所


に
ふ
し
て
い
ま
そ
お
き
さ
は
く
と
の
ゐ
す
か
た
と
も
お
か
し
う
て
い
て
い
る
を
み
給
ふ
に
も
心
ほ
そ
う
年
月
へ
は
か
ゝ
る
人
々
も
え
し
も
有
は
て
ゝ
や
ゆ
き
ち
ら
ん
な
と
さ
し
も
有
ま
し
き
事
さ
へ
御
め
の
み
と
ま
り
け
る
・
よ
へ
は
し
か


し
て
夜
ふ
け
に
し
か
は
な
む
れ
い
の
・
思
は
す
な
る
さ
ま
に
や
お
ほ
し
な
し
つ
る
か
く
て
侍
る
ほ
と
に
た
に
御
め
か
れ
す
と
思
ふ
を
か
く
世
を
は
な
る
ゝ
き
は
に
は
心
く
る
し
き
事
の
を
の
つ
か
ら
お
ほ
か
り
け
る
を
ひ
た
や
こ
８
オ
も
り
に
て
や
は
常
な
き
世
に
人
に
も
な
さ
け
な
き
物
と
心
を
か
れ
は
て
む
○も
い
と
お
し
う
て
な
ん
と
聞
え
給
へ
は
・
か
ゝ
る
世
を
み
る
よ
り
外
に
思
は
す
な
る
事
は
何
事
に
か
と
は
か
り
の
給
て
い
み
し
と
お
ほ
し
い
れ
た
る
さ
ま
人
よ
り
こ
と
な
る
を
こ
と
は
り
そ
か
し
ち
ゝ
み
こ
は
い
と
を
ろ
か
に
も
と
よ
り
お
ほ
し
つ
き
に
け
る
に
ま
し
て
世
の
聞
え
を
わ
つ
ら
は
し
か
り
て
を
と
つ
れ
聞
え
給
は
す
御
と
ふ
ら
ひ
に
た
に
わ
た
り
給
は
ぬ
を
・
人
の
見
る
ら
む
事
も
は
つ
か
し
う
中


し
ら
れ
奉
ら
て
や
み
な
ま
し
を
・
ま
ゝ
母
の
北
の
か
た
な
と
の
俄
な
り
し
さ
い
は
ひ
の
あ
は
た
ゝ
し
さ
あ
な
ゆ
ゝ
し
や
思
ふ
人
か
た


に
つ
け
て
わ
か
８
ウ
れ
給
人
か
な
と
の
給
ひ
け
る
を
さ
る
た
よ
り
有
て
も
り
聞
39
給
に
も
い
み
し
う
心
う
け
れ
は
こ
れ
よ
り
も
た
え
て
を
と
つ
れ
聞
え
給
は
す
又
た
の
も
し
き
人
も
な
く
け
に
そ
哀
な
る
御
有
さ
ま
な
る
な
を
世
に
ゆ
る
さ
れ
か
た
う
て
年
月
を
へ
は
岩
ほ
の
中
に
も
む
か
へ
奉
ら
ん
た
ゝ
今
は
人
聞
の
い
と
つ
き
な
か
る
へ
き
な
り
お
ほ
や
け
に
か
し
こ
ま
り
き
こ
ゆ
る
人
は
あ
き
ら
か
な
る
月
日
の
影
を
た
に
見
す
や
す
ら
か
に
身
を
ふ
る
ま
ふ
事
も
い
と
つ
み
お
も
か
ん
な
り
あ
や
ま
ち
な
け
れ
と
さ
る
へ
き
に
こ
そ
か
ゝ
る
事
も
あ
め
れ
と
思
ふ
に
ま
し
て
思
ふ
人
く
す
る
は
れ
い
な
き
事
な
る
を
ひ
た
お
も
む
き
に
９
オ
物
く
る
を
し
き
世
に
て
立
ま
さ
る
事
も
有
な
む
な
と
聞
え
し
ら
せ
給
日
た
く
る
ま
て
お
ほ
と
の
こ
も
れ
り
帥
の
宮
三
位
中
将
な
と
お
は
し
た
り
た
い
め
し
給
は
む
と
て
御
な
を
し
な
と
奉
る
位
な
き
人
は
と
て
む
も
ん
の
御
な
を
し
中


い
と
な
つ
か
し
き
を
き
給
ひ
て
打
や
つ
れ
給
へ
る
い
と
め
て
た
し
御
ひ
ん
か
き
給
と
て
き
や
う
た
い
に
よ
り
給
へ
る
に
お
も
や
せ
給
へ
る
影
の
わ
れ
な
か
ら
い
と
あ
て
に
き
よ
ら
な
れ
は
こ
よ
な
う
こ
そ
お
と
ろ
へ
に
け
れ
此
か
け
の
や
う
に
や
や
せ
て
侍
る
哀
な
る
わ
さ
か
な
と
の
給
へ
は
女
君
涙
を
ひ
と
め
う
け
て
見
を
こ
せ
給
へ
る
い
と
忍
か
た
し
９
ウ
身
は
か
く
て
さ
す
ら
へ
ぬ
と
も
君
か
あ
た
り
さ
ら
ぬ
鏡
の
か
け
は
は
な
れ
し
と
き
こ
え
給
へ
は
別
て
も
影
た
に
と
ま
る
物
な
ら
は
か
ゝ
み
を
見
て
も
な
く
さ
め
て
ま
し
は
し
ら
か
く
れ
に
ゐ
か
く
れ
て
涙
を
ま
き
ら
は
し
給
へ
る
さ
ま
な
を
こ
ゝ
ら
み
る
中
に
た
く
ひ
な
か
り
け
り
と
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
人
の
御
有
さ
ま
也
・
み
こ
は
哀
な
る
御
物
語
聞
え
給
て
く
る
ゝ
ほ
と
に
か
へ
り
給
ぬ
・
花
ち
る
里
の
心
ほ
そ
け
に
お
ほ
し
て
常
に
聞
え
給
も
こ
と
は
り
に
て
か
の
人
も
今
一
た
ひ
み
す
は
つ
ら
し
と
や
思
は
ん
と
お
ほ
せ
は
そ
の
夜
は
又
い
て
給
物
か
ら
い
と
物
う
く
て
い
た
う
ふ
か
し
て
10
オ
お
は
し
た
れ
は
女
御
か
く
か
す
ま
へ
給
て
立
よ
ら
せ
給
へ
る
事
○と
よ
ろ
こ
ひ
聞
え
給
さ
ま
・
か
き
つ
ゝ
け
ん
も
う
る
さ
し
・
い
と
い
み
し
く
心
ほ
そ
き
御
有
さ
ま
た
ゝ
此
御
か
け
に
か
く
れ
て
す
く
い
給
へ
る
年
月
い
と
ゝ
あ
れ
ま
さ
ら
ん
ほ
と
お
ほ
し
や
40
ら
れ
て
殿
の
う
ち
い
と
か
す
か
也
月
お
ほ
ろ
に
さ
し
出
て
池
ひ
ろ
く
山
こ
ふ
か
き
わ
た
り
心
ほ
そ
け
に
み
ゆ
る
に
も
・
す
み
は
な
れ
た
ら
ん
岩
ほ
の
中
覚
し
や
ら
る
・
に
し
お
も
て
は
か
う
し
も
わ
た
り
給
は
す
や
と
う
ち
く
つ
し
て
お
ほ
し
け
る
に
哀
そ
へ
た
る
月
影
の
な
ま
め
か
し
う
し
め
や
か
な
る
に
打
ふ
る
ま
ひ
給
へ
る
匂
ひ
似
る
物
な
く
て
い
と
忍
ひ
や
か
10
ウ
に
入
給
へ
は
す
こ
し
い
さ
り
出
て
や
か
て
月
を
見
て
お
は
す
又
こ
ゝ
に
御
物
語
の
ほ
と
に
明
か
た
近
う
成
に
け
り
・
み
し
か
○の
夜
の
程
や
か
は
か
り
の
た
い
め
ん
も
又
は
え
し
も
や
と
思
こ
そ
こ
と
な
し
に
て
す
く
し
つ
る
と
し
比
も
く
や
し
う
き
し
か
た
行
さ
き
の
た
め
し
に
成
ぬ
へ
き
身
に
て
何
と
な
く
心
の
と
ま
る
世
な
く
こ
そ
有
け
れ
と
す
き
に
し
か
た
の
事
と
も
の
給
ひ
て
鳥
も
し
は


な
け
は
よ
に
つ
ゝ
み
て
い
そ
き
出
給
ふ
れ
い
の
月
の
入
は
つ
る
ほ
と
よ
そ
へ
ら
れ
て
哀
也
女
君
の
こ
き
御
そ
に
う
つ
り
て
け
に
ぬ
る
ゝ
か
ほ
な
れ
は
月
か
け
の
や
と
れ
る
袖
は
せ
は
く
と
も
と
め
て
も
11
オ
見
は
や
あ
か
ぬ
光
を
い
み
し
と
お
ほ
い
た
る
か
心
く
る
し
け
れ
は
か
つ
は
な
く
さ
め
き
こ
え
給
行
め
く
り
つ
ゐ
に
す
む
へ
き
月
か
け
の
し
は
し
く
も
ら
ん
空
な
ゝ
か
め
そ
思
へ
は
は
か
な
し
や
た
ゝ
し
ら
ぬ
涙
の
み
こ
そ
心
を
く
ら
す
物
な
れ
な
と
の
給
て
明
闇
の
程
に
出
給
ひ
○ぬ
万
の
事
と
も
し
た
ゝ
め
さ
せ
給
し
た
し
う
つ
か
う
ま
つ
り
世
に
な
ひ
か
ぬ
か
き
り
の
人
々
殿
の
事
と
り
お
こ
な
ふ
へ
き
か
み
し
も
さ
た
め
を
か
せ
給
御
と
も
に
し
た
ひ
き
こ
ゆ
る
か
き
り
は
又
え
り
出
給
へ
り
か
の
山
里
の
御
す
み
か
の
く
は
え
さ
ら
す
と
り
つ
か
ひ
給
へ
き
物
と
も
こ
と
さ
ら
よ
そ
ひ
も
11
ウ
な
く
こ
と
そ
き
て
又
さ
る
へ
き
文
と
も
文
集
な
と
い
り
た
る
は
こ
さ
て
は
き
ん
ひ
と
つ
そ
も
た
せ
給
所
せ
き
御
て
う
と
は
な
や
か
な
る
御
よ
そ
ひ
な
と
さ
ら
に
く
し
給
は
す
あ
や
し
の
山
か
つ
め
き
て
も
て
な
し
給
さ
ふ
ら
ふ
人
々
よ
り
は
し
め
万
の
事
み
な
に
し
の
た
い
に
聞
え
わ
た
し
給
り
や
う
し
給
み
さ
う
み
ま
き
よ
り
は
し
め
て
さ
る
へ
き
所


の
け
ん
な
と
み
な
奉
り
を
き
給
そ
れ
よ
り
外
の
み
く
ら
ま
ち
お
さ
め
と
の
な
と
41
い
ふ
こ
と
ま
て
少
納
言
を
は
か


し
き
物
に
見
を
き
給
へ
れ
は
し
た
し
き
家
司
と
も
く
し
て
し
ろ
し
め
す
へ
き
き
ま
と
も
の
給
ひ
あ
つ
く
・
わ
か
御
か
た
の
中
務
中
将
な
と
や
う
12
オ
の
人
々
つ
れ
な
き
御
も
て
な
し
な
か
ら
み
奉
る
ほ
と
こ
そ
な
く
さ
め
つ
れ
な
に
事
に
つ
け
て
か
と
思
へ
と
も
・
命
有
て
此
世
に
又
か
へ
る
や
う
も
あ
ら
ん
を
待
つ
け
ん
と
思
は
む
人
は
こ
な
た
に
さ
ふ
ら
へ
と
の
給
ひ
て
か
み
し
も
み
な
ま
う
の
ほ
ら
せ
給
・
わ
か
君
の
御
め
の
と
た
ち
花
散
里
な
と
に
も
お
か
し
き
さ
ま
は
さ
る
物
に
て
・
ま
め


し
き
す
ち
に
お
ほ
し
よ
ら
ぬ
事
な
し
・
内
侍
の
か
み
の
御
も
と
に
わ
り
な
く
し
て
聞
え
給
・
と
は
せ
給
は
ぬ
も
こ
と
は
り
に
思
ふ
給
へ
な
か
ら
今
は
と
世
を
思
は
つ
る
ほ
と
の
う
さ
も
つ
ら
さ
も
た
く
ひ
な
き
事
に
こ
そ
侍
り
け
れ
あ
ふ
せ
な
き
涙
の
川
に
し
つ
み
し
や
な
か
る
ゝ
み
お
の
12
ウ
は
し
め
な
り
け
ん
と
思
ふ
給
ふ
る
の
み
な
む
つ
み
の
か
れ
か
た
う
侍
け
る
・
道
の
ほ
と
も
あ
や
う
け
れ
は
こ
ま
か
に
○は
聞
え
給
は
す
女
い
と
い
み
し
うく
お
ほ
え
給
て
忍
給
へ
と
御
袖
よ
り
あ
ま
る
も
所
せ
う
な
む
涙
川
う
か
ふ
み
な
は
も
消
ぬ
へ
し
な
か
れ
て
後
の
せ
を
も
ま
た
す
て
な
く


み
た
れ
か
き
給
へ
る
御
手
い
と
お
か
し
け
な
り
今
一
た
ひ
た
い
め
な
く
て
や
と
お
ほ
す
は
な
を
く
ち
お
し
け
れ
と
お
ほ
し
か
へ
し
て
・
う
し
と
お
ほ
し
な
す
ゆ
か
り
お
ほ
う
て
お
ほ
ろ
け
な
ら
す
忍
ひ
給
へ
は
い
と
あ
な
か
ち
に
も
聞
え
給
は
す
成
ぬ
あ
す
と
て
の
暮
に
は
院
13
オ
の
御
は
か
お
か
み
奉
り
給
と
て
北
山
へ
ま
う
て
給
○あか
つ
き
か
け
て
月
い
つ
る
比
な
れ
は
ま
つ
入
道
の
宮
に
ま
う
て
給
近
き
み
す
の
前
に
お
ま
し
ま
い
り
て
御
み
つ
か
ら
聞
え
さ
せ
給
春
宮
の
御
事
を
い
み
し
くう
う
し
ろ
め
た
き
物
に
思
聞
え
給
か
た
み
に
心
深
き
と
ち
の
御
物
語
は
た
万
の
哀
ま
さ
り
け
む
か
し
・
な
つ
か
し
う
め
て
た
き
御
け
は
ひ
の
昔
に
か
は
ら
ぬ
に
つ
ら
か
り
し
御
心
は
へ
も
か
す
め
聞
え
さ
せ
ま
ほ
し
け
れ
と
い
ま
さ
ら
に
う
た
て
と
お
ほ
さ
る
へ
し
わ
か
御
心
に
も
中


い
ま
一
き
は
み
た
れ
ま
さ
り
ぬ
へ
け
れ
は
ね
ん
し
か
へ
し
て
た
ゝ
か
く
思
ひ
か
け
ぬ
つ
み
に
あ
た
り
侍
も
・
思
ふ
42
13
ウ
給
へ
あ
は
す
る
事
の
一
ふ
し
に
な
ん
空
も
お
そ
ろ
し
う
侍
る
お
し
け
な
き
身
は
な
き
に
さな
し
て
も
・
宮
の
御
代
た
に
事
な
く
お
は
し
ま
さ
は
と
の
み
聞
え
給
そ
こ
と
は
り
な
る
や
・
宮
も
み
な
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
事
に
し
あ
れ
は
御
心
の
み
う
こ
き
て
聞
え
や
り
給
は
す
大
将
万
の
事
か
き
あ
つ
め
お
ほ
し
つ
ゝ
け
て
な
き
給
へ
る
け
し
き
い
と
つ
き
せ
す
な
ま
め
き
た
り
・
御
山
に
ま
い
り
侍
る
を
・
御
こ
と
つ
て
や
と
聞
え
給
に
・
と
み
に
物
聞
え
給
は
す
わ
り
な
く
た
め
ら
ひ
給
ふ
御
け
し
き
な
り
見
し
は
な
く
あ
る
は
か
な
し
き
世
の
は
て
を
そ
む
き
し
14
オ
か
ひ
も
な
く


そ
ふ
る
い
み
し
き
御
心
ま
と
ひ
と
も
に
お
ほ
し
あ
つ
む
る
事
と
も
ゝ
え
そ
つ
ゝ
け
さ
せ
給
は
ぬ
わ
か
れ
し
に
か
な
し
き
事
は
つ
き
に
し
を
又
そ
此
世
の
う
さ
は
ま
さ
れ
る
月
ま
ち
出
て
い
て
給
ふ
御
と
も
に
た
ゝ
五
六
人
は
か
り
し
も
人
も
む
つ
ま
し
き
か
き
り
し
て
御
馬
に
て
そ
お
は
す
る
・
さ
ら
な
る
事
な
れ
と
有
し
世
の
御
あ
り
き
に
こ
と
な
り
・
み
な
い
と
か
な
し
う
思
ふ
中
に
か
の
み
そ
き
の
日
か
り
の
み
す
い
し
ん
に
て
つ
か
う
ま
つ
り
し
右
近
の
そ
う
の
蔵
人
う
へ
き
か
ふ
ふ
り
も
程
す
き
つ
る
を
つ
ゐ
に
み
ふ
た
け
つ
ら
れ
つ
か
さ
も
と
ら
れ
て
14
ウ
は
し
た
な
け
れ
は
御
と
も
に
ま
い
る
う
ち
な
り
か
も
の
し
も
の
み
や
し
ろ
を
か
れ
と
み
わ
た
す
ほ
と
ふ
と
思
ひ
出
ら
れ
て
お
り
て
御
馬
の
く
ら
を
と
る
引
つ
れ
て
葵
か
さ
し
ゝ
そ
の
か
み
を
思
へ
は
つ
ら
し
か
も
の
み
つ
か
き
と
い
ふ
を
け
に
い
か
に
思
ふ
ら
む
人
よ
り
け
に
は
な
や
か
な
り
し
物
を
と
お
ほ
す
も
心
く
る
し
き
君
も
御
馬
よ
り
お
り
給
て
御
や
し
ろ
の
方
お
か
み
給
神
○にま
か
か
り
申
し
給
う
き
世
を
は
今
そ
わ
か
る
ゝ
と
ゝ
ま
ら
ん
な
を
は
た
ゝ
す
の
神
に
ま
か
せ
て
と
の
た
ま
ふ
さ
ま
物
め
て
す
る
わ
か
き
人
に
て
身
に
し
み
て
哀
に
め
て
た
し
と
見
奉
る
御
山
に
ま
う
て
15
オ
給
て
お
は
し
ま
し
ゝ
御
有
さ
ま
た
ゝ
め
の
ま
へ
の
や
う
に
お
ほ
し
出
ら
る
・
か
き
り
な
き
に
て
も
世
に
な
く
成
ぬ
る
人
そ
43
い
は
ん
か
た
な
く
く
ち
お
し
き
わ
さ
な
り
け
る
万
の
事
を
な
く


申
給
て
も
そ
の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
に
え
う
け
給
は
り
た
ま
は
ね
は
さ
は
か
り
お
ほ
し
の
給
は
せ
し
さ
ま


の
御
ゆ
い
こ
ん
は
い
つ
ち
か
き
え
う
せ
に
け
ん
と
い
ふ
か
ひ
な
し
御
は
か
は
道
の
草
し
け
く
成
て
分
い
り
給
ほ
と
い
と
ゝ
露
け
き
に
月
も
雲
か
く
れ
て
森
の
木
た
ち
こ
ふ
か
く
心
す
こ
し
か
へ
り
出
ん
か
た
も
な
き
心
地
し
て
お
か
み
給
に
有
し
御
お
も
か
け
さ
や
か
に
み
え
給
へ
る
そ
ゝ
ろ
さ
む
き
ほ
と
也
15
ウ
な
き
か
け
や
い
か
ゝ
み
る
ら
ん
よ
そ
へ
つ
ゝ
な
か
む
る
月
も
雲
か
く
れ
ぬ
る
明
は
つ
る
ほ
と
に
か
へ
り
給
て
春
宮
に
も
御
せ
う
そ
こ
聞
え
給
王
命
婦
を
御
か
は
り
と
て
さ
ふ
ら
は
せ
給
へ
は
そ
の
つ
ほ
ね
に
と
て
け
ふ
な
む
都
は
な
れ
侍
る
又
ま
い
り
侍
ら
す
成
ぬ
る
な
む
あ
ま
た
の
う
れ
へ
に
ま
さ
り
て
思
ふ
給
へ
ら
れ
侍
る
万
を
し
は
か
り
て イ
け
(
)
い
し
給
へい
つ
か
又
春
の
都
の
花
を
見
ん
時
う
し
な
へ
る
山
賤
に
し
て
桜
の
ち
り
す
き
た
る
枝
に
つ
け
給
へ
り
・
か
く
な
ん
と
御
ら
む
せ
さ
す
れ
は
・
お
さ
な
き
御
心
地
に
も
ま
み
た
16
オ
ち
て
お
は
し
ま
す
・
御
返
り
い
か
ゝ
物
し
侍
ら
む
と
け
い
す
れ
は
・
し
は
し
見
ぬ
た
に
恋
し
き
物
を
と
を
く
は
ま
し
て
い
か
に
と
い
へ
か
し
と
の
た
ま
す
・
物
は
か
な
の
御
か
へ
り
や
と
あ
は
れ
に
見
奉
る
あ
ち
き
な
き
事
に
御
心
を
く
た
き
給
し
昔
の
事
お
り


の
御
有
さ
ま
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
る
ゝ
に
も
物
思
ひ
な
く
て
わ
れ
も
人
も
す
く
い
給
つ
へ
か
り
け
る
世
を
心
と
お
ほ
し
な
け
き
け
る
を
く
や
し
う
我
心
ひ
と
つ
に
か
ゝ
ら
ん
事
の
や
う
に
そ
お
ほ
ゆ
る
御
返
り
は
さ
ら
に
聞
え
さ
せ
や
り
侍
ら
す
お
ま
へ
に
は
け
い
し
侍
ぬ
心
ほ
そ
け
に
覚
し
め
し
た
る
御
け
し
き
も
い
み
し
う
な
む
と
そ
こ
は
か
と
な
く
心
の
み
た
れ
16
ウ
け
る
な
る
へ
し
さ
き
て
と
く
ち
る
は
う
け
れ
と
行
春
は
花
の
都
を
た
ち
か
へ
り
み
よ
未
勘時
し
あ
ら
は
と
聞
え
て
名
残
も
哀
な
る
物
か
た
り
を
し
つ
ゝ
ひ
と
宮
の
う
ち
忍
て
な
き
あ
へ
り
ひ
と
め
も
見
奉
れ
る
人
は
か
く
覚
し
く
つ
お
れ
ぬ
る
御
あ
り
44
さ
ま
を
な
け
き
お
し
み
き
こ
え
ぬ
人
な
し
ま
し
て
常
に
ま
い
り
な
れ
た
り
し
は
し
り
を
よ
ひ
給
ま
し
き
お
さ
め
み
か
は
や
う
と
ま
て
有
か
た
き
御
か
へ
り
み
の
し
た
な
り
つ
る
を
し
は
し
に
て
も
見
奉
ら
ぬ
ほ
と
や
へ
ん
と
思
ひ
な
け
き
け
り
大
か
た
の
世
の
人
も
た
れ
か
は
よ
ろ
し
く
思
ひ
聞
え
む
17
オ
七
に
成
給
ひ
し
此
か
た
み
か
と
の
御
ま
へ
に
よ
る
ひ
る
さ
ふ
ら
ひ
給
て
そ
う
し
給
事
の
な
ら
ぬ
は
な
か
り
し
か
は
此
御
い
た
は
り
に
か
ゝ
ら
ぬ
人
な
く
御
と
く
を
よ
ろ
こ
は
ぬ
や
は
あ
り
し
や
む
こ
と
な
き
か
む
た
ち
め
弁
官
な
と
の
中
に
も
お
ほ
か
り
そ
れ
よ
り
し
も
○は
か
す
し
ら
ぬすイ
思
し
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
と
さ
し
あ
た
り
て
い
ち
は
や
き
世
を
思
ひ
は
ゝ
か
り
て
ま
い
り
よ
る
も
な
し
世
ゆ
す
り
て
お
し
み
聞
え
し
た
に
は
お
ほ
や
け
を
そ
し
り
う
ら
み
奉
れ
と
身
を
す
て
ゝ
と
ふ
ら
ひ
ま
い
ら
む
に
も
な
に
の
か
ひ
か
は
と
思
ふ
に
や
か
ゝ
る
お
り
は
人
わ
る
く
う
ら
め
し
き
人
お
ほ
く
世
中
は
あ
ち
き
な
き
17
ウ
物
か
な
と
の
み
万
に
つ
け
て
お
ほ
す
そ
の
日
は
女
君
に
御
物
語
の
と
か
に
聞
え
く
ら
し
給
ひ
て
れ
い
の
夜
深
く
い
て
給
か
り
の
御
そ
な
と
た
ひ
の
御
よ
そ
ひ
い
た
く
や
つ
し
給
て
月
出
に
け
り
な
猶
す
こ
し
出
て
見
た
に
を
く
り
給
へ
か
し
い
か
に
き
こ
ゆ
へ
き
事
お
ほ
く
つ
も
り
に
け
り
と
お
ほ
え
む
と
す
ら
ん
一
日
二
日
た
ま
さ
か
に
へ
た
つ
る
お
り
た
に
あ
や
し
く
い
ふ
せ
き
心
ち
す
る
物
を
と
て
み
す
ま
き
あ
け
て
は
し
に
い
さ
な
ひ
聞
え
給
へ
は
女
君
な
き
し
つ
み
給
へ
る
た
め
ら
ひ
て
い
さ
り
出
給
へ
る
月
か
け
に
い
み
し
う
お
か
し
け
に
て
ゐ
給
へ
り
わ
か
身
か
く
て
は
か
な
き
世
を
わ
か
れ
な
は
い
か
な
る
さ
ま
に
18
オ
さ
す
ら
へ
給
は
む
と
う
し
ろ
め
た
く
か
な
し
け
れ
と
お
ほ
し
い
り
た
る
か
い
と
ゝ
し
か
る
へ
け
れ
は
い
け
る
世
の
わ
か
れ
を
し
ら
て
契
り
つ
ゝ
命
を
人
に
か
き
り
け
る
か
な
は
か
な
し
な
と
あ
さ
は
か
に
聞
え
な
し
給
へ
は
お
し
か
ら
ぬ
命
に
か
へ
て
め
の
ま
へ
の
わ
か
れ
を
し
は
し
と
ゝ
め
て
し
か
な
け
に
さ
そ
お
ほ
さ
る
ら
む
と
い
と
見
す
て
か
た
け
れ
と
あ
け
は
て
な
は
は
し
た
な
か
る
へ
き
に
よ
り
い
そ
き
出
給
ひ
ぬ
道
す
か
ら
お
も
か
け
に
つ
と
そ
ひ
て
む
ね
も
45
ふ
た
か
り
な
か
ら
御
舟
に
の
り
給
ぬ
日
な
か
き
比
な
れ
は
を
ひ
風
さ
へ
そ
ひ
て
ま
た
さ
る
の
時
は
か
り
に
か
の
浦
に
つ
き
18
ウ
給
ぬ
か
り
そ
め
の
道
に
て
も
か
ゝ
る
た
ひ
を
な
ら
ひ
給
は
ぬ
心
地
に
心
ほ
そ
さ
も
お
か
し
さ
も
め
つ
ら
か
な
り
お
ほ
え
殿
と
い
ひ
け
る
所
は
い
た
う
あ
れ
て
松
は
か
り
そ
し
る
し
な
り
け
る
か
ら
国
に
名
を
残
し
け
る
人
よ
り
も
ゆ
く
ゑ
し
ら
れ
ぬ
家
居
を
や
せ
む
な
き
さ
に
よ
る
浪
の
○かつ
帰
る
を
見
給
て
う
ら
山
し
く
も
と
う
ち
す
し
給
へ
る
さ
ま
さ
る
世
の
ふ
る
こ
と
な
れ
と
め
つ
ら
し
く
き
ゝ
な
さ
れ
か
な
し
と
の
み
御
と
も
の
人
々
思
へ
り
う
ち
か
へ
り
見
給
へ
る
に
こ
し
か
た
の
山
の
は
か
す
み
は
る
か
に
て
ま
こ
と
に
三
千
里
の
外
の
心
地
す
る
に
か
い
の
し
つ
く
も
た
へ
か
た
し
19
オ
古
郷
を
み
ね
の
霞
は
へ
た
つ
れ
と
な
か
む
る
空
は
お
な
し
雲
井
か
つ
ら
か
ら
ぬ
物
な
く
な
む
お
は
す
へ
き
所
は
行
平
の
中
納
言
の
も
し
ほ
た
れ
つ
ゝ
わ
ひ
け
る
家
居
近
き
わ
た
り
な
り
け
り
海
つ
ら
は
や
ゝ
い
り
て
哀
に
心
す
こ
け
な
る
山
中
な
り
か
き
の
さ
ま
よ
り
は
し
め
て
め
つ
ら
か
に
見
給
か
や
ゝ
と
も
あ
し
ふ
け
る
ら
う
め
く
や
な
と
お
か
し
○く
し
つ
ら
ひ
な
し
た
り
所
に
つ
け
た
る
御
住
居
や
う
か
は
り
て
か
ゝ
る
ら
ぬ
イ
お
り
な
ら
す
は
お
か
し
う
も
あ
り
な
ま
し
と
昔
の
御
心
の
す
さ
ひ
お
ほ
し
い
つ
る
近
き
所


の
み
さ
う
の
つ
か
さ
め
し
て
さ
る
へ
き
事
と
も
な
と
よ
し
き
よ
の
朝
臣
し
た
し
19
ウ
き
け
い
し
に
て
お
ほ
せ
お
こ
な
ふ
も
哀
な
り
時
の
ま
に
い
と
み
所
あ
り
て
し
な
さ
せ
給
水
ふ
か
しう
や
り
な
し
う
へ
木
と
も
な
と
し
て
今
い
と
し
つ
ま
り
給
心
地
う
つ
ゝ
な
ら
す
国
の
守
も
し
た
し
き
と
の
人
な
れ
は
忍
て
心
よ
せ
つ
か
う
ま
つ
る
か
ゝ
る
た
ひ
所
と
も
な
く
人
さ
は
か
し
け
れ
と
も
は
か


し
う
物
を
も
の
給
ひ
あ
は
す
へ
き
人
し
な
け
れ
は
し
ら
ぬ
国
の
心
地
し
て
い
と
む
も
れ
い
た
く
い
か
て
年
月
を
す
く
さ
ま
し
と
お
ほ
し
や
ら
る
や
う


事
し
つ
ま
り
ゆ
く
に
長
雨
の
比
に
成
て
京
の
事
と
も
お
ほ
し
や
ら
る
ゝ
に
恋
し
き
人
お
ほ
く
女
君
の
お
ほ
し
た
り
し
さ
ま
春
宮
の
御
事
20
オ
46
わ
か
君
な
に
心
○も
な
く
ま
き
れ
給
し
な
と
を
は
し
め
こ
ゝ
か
し
こ
思
や
り
聞
え
給
京
へ
人
い
た
し
た
て
給
二
条
院
へ
奉
り
給
と
入
道
宮
の
と
は
か
き
も
や
り
給
は
す
く
ら
さ
れ
給
へ
り
宮
に
は
松
島
の
あ
ま
の
と
ま
や
も
い
か
な
ら
ん
す
ま
の
浦
人
し
ほ
た
る
ゝ
こ
ろ
い
つ
と
侍
ら
ぬ
中
に
も
き
し
か
た
行
さ
き
か
き
く
ら
し
み
き
は
ま
さ
り
て
な
む
内
侍
の
か
み
の
御
も
と
に
れ
い
の
中
納
言
の
君
の
わ
た
く
し
こ
と
の
や
う
に
て
中
な
る
に
つ
れ


と
過
に
し
か
た
の
思
ひ
給
へ
出
ら
る
ゝ
に
つ
け
て
も
こ
り
す
ま
の
浦
の
み
る
め
も
ゆ
か
し
き
を
塩
や
く
20
ウ
あ
ま
や
い
か
ゝ
思
は
ん
さ
ま


か
き
つ
く
し
給
こ
と
の
葉
思
ひ
や
る
へ
し
大
殿
に
も
宰
相
の
め
の
と
に
も
つ
か
う
ま
つ
る
へ
き
事
な
と
か
き
つ
か
は
す
京
に
は
此
御
文
所


に
見
給
つ
ゝ
御
心
み
た
れ
給
人
々
の
み
お
ほ
か
り
二
条
院
の
君
は
そ
の
ま
ゝ
に
お
き
も
あ
か
り
給
は
す
つ
き
せ
ぬ
さ
ま
に
お
ほ
し
こ
か
る
れ
は
さ
ふ
ら
ふ
人
々
も
こ
し
ら
へ
わ
ひ
つ
ゝ
心
ほ
そ
く
思
ひ
あ
へ
り
も
て
な
ら
し
給
ひ
し
御
て
う
と
ゝ
も
引
な
ら
し
給
ひ
し
御
こ
と
ぬ
き
す
て
給
へ
る
御
そ
の
に
ほ
ひ
な
と
に
つ
け
て
も
今
は
と
世
に
な
か
ら
ん
人
の
や
う
に
の
み
お
ほ
し
た
れ
は
か
つ
は
ゆ
ゝ
し
く
て
少
納
言
は
僧
都
に
御
い
の
り
の
事
な
と
聞
ゆ
21
オ
二
か
た
に
み
す
ほ
う
な
と
せ
さ
せ
給
か
つ
は
か
く
お
ほ
し
な
け
く
御
心
し
つ
め
給
て
思
な
き
世
に
あ
ら
せ
奉
り
給
へ
と
心
く
る
し
き
ま
ゝ
に
い
の
り
申
給
た
ひ
の
と
の
ゐ
物
な
と
て
う
し
て
奉
り
給
か
と
り
の
御
な
を
し
さ
し
ぬ
き
さ
ま
か
は
り
た
る
心
地
す
る
も
い
み
し
き
に
さ
ら
ぬ
鏡
と
の
給
ひ
し
御
面
影
の
け
に
身
に
そ
ひ
給
へ
る
も
か
ひ
な
し
出
入
給
ひ
し
か
た
よ
り
ゐ
給
ひ
し
ま
き
柱
な
と
を
み
給
に
も
む
ね
の
み
ふ
た
か
り
て
物
を
と
か
う
思
め
く
ら
し
世
に
し
ほ
し
み
ぬ
る
よ
は
ひ
の
人
た
に
あ
り
ま
し
て
な
れ
む
つ
ひ
き
こ
え
ち
ゝ
は
ゝ
に
も
成
て
お
ほ
し
た
て
な
ら
は
し
給
へ
れ
は
恋
し
う
思
き
こ
え
21
ウ
給
へ
る
こ
と
は
り
な
り
ひ
た
す
ら
世
に
な
く
成
な
む
は
い
は
ん
か
た
な
く
て
や
う


忘
れ
草
も
お
ひ
や
す
ら
ん
き
く
程
は
近
け
れ
と
い
つ
ま
て
と
か
き
り
あ
る
御
わ
か
れ
に
も
あ
ら
47
て
お
ほ
す
に
つ
き
せ
す
な
む
入
道
の
宮
に
も
春
宮
の
御
こ
と
に
よ
り
お
ほ
し
な
け
く
さ
ま
い
と
さ
ら
な
り
御
す
く
せ
の
ほ
と
を
お
ほ
す
に
は
い
か
ゝ
あ
さ
く
は
お
ほ
さ
れ
む
年
比
は
た
ゝ
物
の
聞
え
な
と
の
つ
ゝ
ま
し
さ
に
す
こ
し
な
さ
け
あ
る
け
し
き
見
せ
は
そ
れ
に
つ
け
て
人
の
と
か
め
出
る
事
も
こ
そ
と
の
み
ひ
と
へ
に
お
ほ
し
忍
ひ
つ
ゝ
哀
を
も
お
ほ
う
御
ら
む
し
す
こ
し
す
く


し
う
も
て
な
し
給
し
を
か
は
か
り
に
22
オ
う
き
世
の
人
こ
と
な
れ
と
か
け
て
も
こ
の
か
た
に
は
い
ひ
出
る
事
な
く
て
や
み
ぬ
る
は
か
り
の
人
の
御
心
む
け
も
あ
な
か
ち
な
り
し
心
の
ひ
く
か
た
に
ま
か
せ
す
か
つ
は
め
や
す
く
も
て
か
く
し
つ
る
そ
か
し
哀
に
恋
し
う
も
い
か
ゝ
お
ほ
し
出
さ
ら
ん
御
か
へ
り
も
す
こ
し
こ
ま
や
か
に
て
・
此
こ
ろ
は
い
と
ゝ
し
ほ
た
る
ゝ
こ
と
を
や
く
に
て
松
島
に
年
ふ
る
海
士
も
な
け
き
を
そ
つ
む
か
む
の
君
の
御
か
へ
り
に
は
浦
に
た
く
あ
ま
た
に
つ
ゝ
む
恋
な
れ
は
く
ゆ
る
煙
よ
行
か
た
そ
な
き
さ
ら
な
る
事
と
も
は
え
な
と
は
か
り
い
さ
ゝ
か
に
て
中
納
言
の
君
の
な
か
に
あ
り
お
ほ
し
な
け
く
さ
ま
な
と
22
ウ
い
み
し
く
い
ひ
た
り
哀
と
お
も
ひ
聞
え
給
ふ
し


も
あ
れ
は
打
な
か
れ
給
ぬ
姫
君
の
御
文
は
心
こ
と
に
こ
ま
か
な
り
し
御
か
へ
り
な
れ
は
あ
は
れ
な
る
事
お
ほ
く
て
浦
人
の
し
ほ
く
む
袖
に
く
ら
へ
み
よ
浪
路
へ
た
つ
る
よ
る
の
衣
を
物
の
色
し
給
へ
る
さ
ま
な
と
い
と
き
よ
ら
な
り
な
に
事
も
ら
う


し
う
物
し
給
を
思
ひふ
さ
ま
に
て
今
は
こ
と


に
心
あ
は
た
ゝ
し
う
ゆ
き
か
ゝ
つ
ら
ふ
か
た
も
な
く
し
め
や
か
に
て
あ
る
へ
き
物
を
と
お
ほ
す
に
い
み
し
う
く
ち
お
し
う
よ
る
ひ
る
お
も
か
け
に
お
ほ
え
て
た
へ
か
た
う
思
出
ら
れ
給
へ
は
な
を
忍
ひ
て
や
む
か
へ
ま
し
と
お
ほ
す
又
う
ち
23
オ
か
へ
し
な
そ
や
か
く
う
き
世
に
つ
み
を
た
に
う
し
な
は
ん
と
お
ほ
せ
は
や
か
て
御
し
や
う
し
に
て
あ
け
く
れ
お
こ
な
ひ
て
お
は
す
大
と
の
ゝ
わ
か
君
の
御
こ
と
な
と
あ
る
に
も
い
と
か
な
し
け
れ
と
を
の
つ
か
ら
あ
ひ
見
て
む
・
た
の
も
し
き
人
々
も
の
し
給
へ
は
う
し
ろ
め
た
う
は
あ
ら
す
と
お
ほ
し
な
さ
る
ゝ
は
中


此
み
ち
の
ま
と
は
れ
ぬ
に
や
あ
ら
む
ま
こ
と
や
さ
は
48
か
し
か
り
し
ほ
と
の
ま
き
れ
に
も
ら
し
て
け
り
・
か
の
伊
勢
の
宮
へ
も
御
つ
か
ひ
有
け
り
か
れ
よ
り
も
ふ
り
は
へ
た
つ
ね
ま
い
れ
り
あ
さ
か
ら
ぬ
事
と
も
か
き
給
へ
り
こ
と
の
葉
筆
つ
か
ひ
な
と
は
人
よ
り
こ
と
に
な
ま
め
か
し
う
い
た
り
深
く
23
ウ
み
え
た
り
・
な
を
う
つ
ゝ
と
は
思
ひ
給
へ
ら
れ
ぬ
御
住
居
を
う
け
給
も
あ
け
ぬ
夜
の
心
ま
と
ひ
か
と
な
む
さ
り
と
も
年
月
は
へ
給
○は
し
と
思
や
り
聞
え
さ
す
る
に
も
つ
み
ふ
か
き
身
と
の
み
こ
そ
又
聞
え
さ
せ
ん
事
も
は
る
か
な
る
へ
け
れ
は
う
き
め
か
る
い
せ
お
の
あ
ま
を
思
ひ
や
れ
も
し
ほ
た
る
て
ふ
す
ま
の
浦
に
て
万
に
思
ふひ
給
へ
み
た
る
ゝ
世
の
有
さ
ま
も
な
を
い
か
に
成
は
つ
へ
き
に
か
と
お
ほ
か
り
伊
勢
島
や
塩
ひ
の
か
た
に
あ
さ
り
て
も
い
ふ
か
ひ
な
き
は
我
身
な
り
け
り
物
を
あ
は
れ
と
お
ほ
し
け
る
ま
ゝ
に
う
ち
24
オ
を
き


か
き
給
へ
る
白
き
唐
の
か
み
四
五
ま
い
は
か
り
を
ま
き
つ
ゝ
け
て
す
み
つ
き
な
と
見
所
あ
り
哀
に
思
ひ
聞
え
し
人
を
・
一
ふ
し
う
し
と
思
聞
え
し
心
あ
や
ま
り
に
か
の
宮
す
所
も
思
ひ
う
む
し
て
わ
か
れ
給
に
し
と
お
ほ
せ
は
今
に
い
と
お
し
う
か
た
し
け
な
き
物
に
思
ひ
聞
え
給
お
り
か
ら
の
御
文
い
と
哀
な
れ
は
御
つ
か
ひ
さ
へ
む
つ
ま
し
う
て
二
三
日
す
へ
さ
せ
給
て
か
し
こ
の
物
語
な
と
せ
さ
せ
て
き
こ
し
め
す
わ
か
や
か
に
け
し
き
有
さ
ふ
ら
ひ
の
人
な
り
け
り
・
か
く
哀
な
る
御
住
居
な
れ
は
か
や
う
の
人
も
を
の
つ
か
ら
物
と
を
か
ら
て
ほ
の
見
奉
る
御
24
ウ
さ
ま
か
た
ち
を
い
み
し
う
め
て
た
し
と
涙
お
と
し
を
り
け
り
・
御
か
へ
り
か
き
給
こ
と
の
葉
思
ひ
や
る
へ
し
・
か
く
世
を
は
な
る
へ
き
身
と
思
給
へ
ま
し
か
は
お
な
し
く
は
し
た
ひ
き
こ
え
ま
し
物
を
な
と
な
む
つ
れ


と
心
ほ
そ
き
ま
ゝ
に
伊
勢
人
の
浪
の
上
こ
く
を
舟
に
も
う
き
め
は
か
ら
て
の
ら
ま
し
物
を
あ
ま
か
つ
む
な
け
き
の
中
に
し
ほ
た
れ
て
い
つ
ま
て
す
ま
の
浦
に
な
か
め
ん
き
こ
え
さ
せ
む
事
の
い
つ
と
も
侍
ら
ぬ
こ
そ
つ
き
せ
ぬ
心
地
し
侍
る
な
と
そ
有
け
る
か
や
う
に
い
つ
49
こ
に
も
お
ほ
つ
か
な
か
ら
す
聞
え
か
は
し
給
花
ち
る
里
も
25
オ
か
な
し
と
お
ほ
し
け
る
ま
ゝ
に
か
き
あ
つ
め
給
へ
る
御
心


見
給
ふ
にはイ
お
か
し
き
も
め
な
れ
ぬ
心
地
し
て
い
つ
れ
も
う
ち
見
つ
ゝ
な
く
さ
め
給
へ
と
物
思
の
も
よ
ほ
し
く
さ
な
め
り
あ
れ
ま
き
る
軒
の
忍
ふ
を
詠
つ
ゝ
し
け
く
も
露
の
か
ゝ
る
袖
か
な
と
あ
る
を
け
に
む
く
ら
よ
り
外
の
う
し
ろ
み
も
な
き
さ
ま
に
て
お
は
す
ら
む
と
お
ほ
し
や
り
て
長
雨
に
つ
ひ
地
所


く
つ
れ
て
な
と
聞
給
へ
は
京
の
け
い
し
の
も
と
に
お
ほ
せ
つ
か
は
し
て
近
き
国


の
み
さ
う
の
物
な
と
も
よ
ほ
さ
せ
て
つ
か
う
ま
つ
る
へ
き
よ
し
の
た
ま
は
す
か
む
の
君
は
人
わ
ら
へ
に
い
み
し
う
お
ほ
し
く
つ
お
る
ゝ
を
お
と
ゝ
い
と
か
な25
ウ
し
う
し
給
ふ
君
に
て
せ
ち
に
宮
に
も
内
に
も
そ
う
し
給
け
れ
は
か
き
り
あ
る
女
御
宮
す
所
に
も
お
は
せ
す
大
や
け
さ
ま
の
宮
つ
か
へ
と
お
ほ
し
な
を をイせ
り
又
か
の
に
く
か
り
し
ゆ
へ
こ
そ
い
か
め
し
き
事
も
い
て
こ
し
か
ゆ
る
さ
れ
給
て
ま
い
り
給
へ
き
に
つ
け
て
も
な
を
心
に
し
み
に
し
か
た
そ
哀
に
お
ほ
え
給
け
る
七
月
に
な
り
て
ま
い
り
給
い
み
し
か
り
し
御
思
ひ
の
名
残
な
れ
は
人
の
そ
し
り
も
し
ろ
し
め
さ
れ
す
れ
い
の
う
へ
に
つ
と
さ
ふ
ら
は
せ
給
て
万
に
う
ら
み
か
つ
は
哀
に
契
ら
せ
給
御
さ
ま
か
た
ち
も
い
と
な
ま
め
か
し
う
き
よ
ら
な
れ
と
思
出
る
こ
と
の
み
お
ほ
か
る
心
の
う
ち
そ
か
た
し
け
な
き
・
御
あ
そ
ひ
の
つ
ゐ
て
に
・26
オ
そ
の
人
の
な
き
こ
そ
○いと
さ
う


し
け
れ
・
い
か
に
ま
し
て
さ
思
ふ
人
お
ほ
か
ら
む
な
に
事
も
光
な
き
心
地
す
る
か
な
と
の
給
は
せ
て
院
の
お
ほ
し
の
給
は
せ
し
御
心
を
た
か
へ
つ
る
か
な
つ
み
う
ら
ん
か
し
と
て
涙
く
ま
せ
給
に
え
ね
ん
し
給
は
す
世
中
こ
そ
あ
る
に
つ
け
て
も
あ
ち
き
な
き
物
な
り
け
れ
と
思
し
る
ま
ゝ
に
久
し
く
世
に
あ
ら
む
物
と
な
む
さ
ら
に
思
は
ぬ
さ
も
な
り
な
む
に
・
い
か
ゝ
お
ほ
さ
る
へ
き
・
近
き
ほ
と
の
別
に
思
ひ
お
と
さ
れ
ん
こ
そ
ね
た
け
れ
い
け
る
世
に
と
は
け
に
よ
か
ら
ぬ
人
の
い
ひ
を
き
け
ん
と
い
と
な
つ
か
し
き
御
さ
ま
に
て
も
の
を
ま
こ
と
に
哀
と
覚
し
入
て
の
た
ま
は
す
る
に
つ
け
て
・
ほ
ろ


と
こ
ほ
れ
26
ウ
い
つ
れ
は
・
さ
り
や
い
つ
れ
に
お
つ
る
に
か
と
の
給
は
す
・
今
ま
て
50
み
こ
た
ち
の
な
き
こ
そ
さ
う


し
け
れ
春
宮
を
院
の
ゝ
給
は
せ
し
さ
ま
に
思
へ
し
と
・
よ
か
ら
ぬ
事
と
も
い
て
しく
め
れ
は
心
く
る
し
う
な
と
世
を
御
心
の
外
に
ま
つ
り
こ
ち
な
し
給
人
の
あ
る
に
わ
か
き
御
心
の
つ
よ
き
所
な
き
ほ
と
に
て
い
と
お
し
と
お
ほ
し
た
る
こ
と
も
お
ほ
か
り
・
す
ま
に
は
い
と
ゝ
心
つ
く
し
の
秋
風
に
海
は
す
こ
し
と
を
け
れ
と
行
平
の
中
納
言
の
関
吹
こ
ゆ
る
と
い
ひ
け
む
う
ら
浪
よ
る


は
け
に
い
と
ち
か
く
聞
え
て
又
な
く
哀
な
る
物
は
か
ゝ
る
所
の
秋
な
り
け
り
御お
前
に
い
と
人
す
く
な
に
て
打
や
す
み
わ
た
れ
る
に
27
オ
ひ
と
り
め
を
さ
ま
し
て
枕
を
そ
は
た
て
ゝ
四
方
の
あ
ら
し
を
き
ゝ
給
に
波
た
ゝ
こ
ゝ
も
と
に
た
ち
く
る
心
地
し
て
な
み
た
お
つ
と
も
お
ほ
え
ぬ
に
枕
う
く
は
か
り
に
成
に
け
り
こ
と
を
す
こ
し
か
き
な
ら
し
給
へ
る
○か
我
な
か
ら
い
と
す
こ
う
聞
ゆ
れ
は
引
さ
し
給
て
恋
侘
て
鳴
音
に
ま
か
ふ
浦
波
は
思
ふ
か
た
よ
り
風
や
ふ
く
ら
む
と
う
た
ひ
給
へ
る
に
人
々
お
と
ろ
き
て
め
て
た
う
お
ほ
ゆ
る
に
忍
は
れ
て
あ
い
な
ふ
お
き
ゐ
つ
ゝ
は
な
を
忍
や
か
に
か
み
わ
た
す
・
け
に
い
か
に
思
ふ
ら
む
我
身
ひ
と
つ
に
よ
り
お
や
は
ら
か
ら
か
た
時
立
は
な
れ
か
た
く
ほ
と
に
つ
け
つ
ゝ
思
ふ
ら
ん
家
を
別
て
か
く
ま
と
ひ
あ
へ
る
と
お
ほ
27
ウ
す
に
い
み
し
く
て
い
と
か
く
思
ひ
し
つ
む
さ
ま
を
心
ほ
そ
し
と
思
ふ
ら
ん
と
お
ほ
せ
は
ひ
る
は
な
に
く
れ
と
た
は
ふ
れ
こ
と
う
ち
の
た
ま
ひ
ま
き
ら
は
し
つ
れ


な
る
ま
ゝ
に
色


の
か
み
を
つ
き
つ
ゝ
手
な
ら
ひ
を
し
給
ひ
め
つ
ら
し
き
さ
ま
な
る
か
ら
の
あ
や
な
と
に
さ
ま


の
ゑ
と
も
を
か
き
す
さ
ひ
給
へ
る
屏
風
の
お
も
て
と
も
な
と
い
と
め
て
た
く
見
所
あ
り
人
々
の
か
た
り
聞
え
し
海
山
の
あ
り
さ
ま
を
は
る
か
に
お
ほ
し
や
り
し
を
御
め
に
近
く
て
は
け
に
を
よ
は
ぬ
い
そ
の
た
ゝ
す
ま
ゐ
な
く
か
き
あ
つ
め
給
へ
り
此
比
の
上
手
に
す
め
る
千
枝
つ
ね
の
り
な
と
を
め
し
て
つ
く
り
28
オ
ゑ
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
は
や
と
心
も
と
な
か
り
あ
へ
り
な
つ
か
し
う
め
て
た
き
御
さ
ま
に
世
の
物
思
ひ
忘
れ
て
近
う
な
れ
つ
か
う
ま
つ
る
を
う
れ
し
き
事
に
て
四
五
人
ば
か
り
そ
つ
と
さ
ふ
ら
ひ
け
る
前
栽
の
花
色


咲
み
た
れ
お
も
し
ろ
き
51
夕
暮
に
海
見
や
ら
る
ゝ
廊
に
出
給
て
た
ゝ
す
み
給
御
さ
ま
の
ゆ
ゝ
し
うく
き
よ
ら
な
る
こ
と
所
か
ら
は
ま
し
て
此
世
の
物
と
も
み
え
給
は
す
し
ろ
き
あ
や
の
な
よ
ゝ
か
な
る
し
お
ん
色
な
と
奉
り
て
こ
ま
や
か
な
る
御
な
を
し
お
ひ
し
と
け
な
く
打
み
た
れ
給
へ
る
御
さ
ま
に
て
尺
迦
牟
尼
仏
弟
子
と
な
の
り
て
ゆ
る
ゝ
か
に
よ
み
給
へ
る
ま
た
よ
に
し
ら
す
聞
ゆ
28
ウ
お
き
よ
り
舟
と
も
の
う
た
ひ
の
ゝ
し
り
て
こ
き
行
な
と
○も
聞
ゆ
ほ
の
か
に
た
ゝ
ち
い
さ
き
鳥
の
う
か
へ
る
と
見
や
ら
る
ゝ
も
心
ほ
そ
け
な
る
に
か
り
の
つ
ら
ね
て
鳴
声
か
ち
の
音
に
ま
か
へ
る
を
う
ち
な
か
め
給
て
涙
の
こ
ほ
る
ゝ
を
か
き
は
ら
ひ
給
へ
る
御
手
つ
き
く
ろ
き
御
す
ゝ
に
は
へ
あ
へ
る
は
古
郷
の
女
恋
し
き
人
々
の
心
み
な
な
く
さ
み
に
け
り
は
つ
か
り
は
恋
し
き
人
の
つ
ら
な
れ
や
た
ひ
の
そ
ら
飛
こ
ゑ
の
か
な
し
き
と
の
た
ま
へ
は
よ
し
き
よ
か
き
つ
ら
ね
昔
の
こ
と
そ
お
も
ほ
ゆ
る
か
り
は
そ
の
世
の
友
な
ら
ね
と
も
民
部
大
輔
29
オ
心
か
ら
と
こ
世
を
す
て
ゝ
鳴
雁
を
雲
の
よ
そ
に
も
お
も
ひ
け
る
か
な
さ
き
の
右
近
の
そせ
う
と
こ
世
出
て
旅
の
空
な
る
か
り
か
ね
も
つ
ら
に
を
く
れ
ぬ
ほ
と
そ
な
く
さ
む
友
ま
と
は
し
て
は
い
か
に
侍
ら
ま
し
と
い
ふ
お
や
の
ひ
た
ち
に
成
て
く
た
り
し
に
も
さ
そ
は
れ
て
ま
い
れ
る
な
り
け
り
し
た
に
は
思
ひ
く
た
く
へ
か
め
れ
と
ほ
こ
り
か
に
も
て
な
し
て
つ
れ
な
き
さ
ま
に
し
あ
り
く
月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
た
る
に
こ
よ
ひ
は
十
五
夜
な
り
け
り
と
お
ほ
し
出
て
殿
上
の
御
あ
そ
ひ
恋
し
く
所


な
か
め
給
ら
ん
か
し
と
思
ひ
や
り
給
に
つ
け
て
月
の
か
ほ
の
み
ま
ほ
ら
れ
29
ウ
給
二
千
里
外
故
人
心
と
す
ん
し
給
へ
る
れ
い
の
涙
も
と
ゝ
め
ら
れ
す
入
道
の
宮
の
霧
や
へ
た
つ
る
と
の
た
ま
ひ
し
程
い
は
ん
か
た
な
く
恋
し
くう
お
り


の
事
思
ひ
出
給
に
よ
ゝ
と
な
か
れ
給
夜
更
○侍
ぬ
と
聞
ゆ
れ
と
な
を
い
り
給
は
す
み
る
程
そ
し
は
し
な
く
さ
む
め
く
り
あ
は
む
月
の
都
は
は
る
か
な
れ
と
も
そ
の
夜
う
へ
の
い
と
な
つ
か
し
う
昔
物
語
な
と
し
給
し
御
さ
ま
の
院
に
似
奉
り
給
へ
り
し
も
恋
し
52
う
思
ひ
出
聞
え
給
て
恩
賜
の
御
衣
は
今
こ
ゝ
に
有
と
す
○ん
し
つ
ゝ
入
給
ぬ
御
そ
は
ま
こ
と
に
身
は
な
た
す
か
た
は
ら
に
を
き
給
へ
り
う
し
と
の
み
ひ
と
へ
に
物
は
お
も
ほ
え
て
ひ
た
り
み
き
に
も
30
オ
ぬ
る
ゝ
袖
か
な
そ
の
こ
ろ
大
弐
は
の
ほ
り
け
る
い
か
め
し
う
る
い
ひ
ろ
く
む
す
め
か
ち
に
て
所
せ
か
り
け
れ
は
北
の
か
た
は
舟
に
て
の
ほ
る
浦
伝
ひ
に
せ
う
よ
う
し
つ
ゝ
く
る
に
外
よ
り
も
お
も
し
ろ
き
わ
た
り
な
れ
は
心
と
ま
る
に
大
将
か
く
て
お
は
す
と
き
け
は
あ
い
な
く
す
い
た
る
わ
か
き
む
す
め
た
ち
は
舟
の
う
ち
さ
へ
は
つ
か
し
う
心
け
さ
う
せ
ら
る
ま
し
て
五
節
の
君
は
つ
な
て
引
す
く
る
も
く
ち
お
し
き
に
こ
と
の
声
風
に
つ
き
て
は
る
か
に
聞
ゆ
る
に
所
の
さ
ま
人
の
御
ほ
と
物
の
音
の
心
ほ
そ
さ
と
り
あ
つ
め
心
あ
る
か
き
り
み
な
な
き
に
け
り
そ
ち
御
せ
う
そ
こ
聞
え
た
り
い
と
は
る
か
な
る
程
よ
り
ま
か
り
の
ほ
り
て
は
ま
つ
30
ウ
い
つ
し
か
さ
ふ
ら
ひ
て
都
の
御
物
語
も
と
こ
そ
思
ひ
給
へ
侍
つ
れ
思
ひ
の
外
に
か
く
て
お
は
し
ま
し
け
る
御
や
と
を
ま
か
り
過
侍
る
か
た
し
け
な
く
か
な
し
う
も
侍
か
な
・
あ
ひ
し
り
て
侍
る
人
々
さ
る
へ
き
こ
れ
か
れ
ま
て
き
む
か
ひ
て
あ
ま
た
侍
れ
は
所
せ
さ
を
思
ひ
給
へ
は
ゝ
か
り
侍
る
事
と
も
侍
て
え
さ
ふ
ら
は
ぬ
こ
と
さ
ら
に
ま
い
り
侍
ら
ん
な
と
聞
え
た
り
子
の
ち
く
せ
ん
の
か
み
そ
ま
い
れ
る
此
殿
の
蔵
人
に
な
し
か
へ
り
み
給
し
人
な
れ
は
い
と
も
か
な
し
い
み
し
と
思
へ
と
も
ま
た
み
る
人
々
の
あ
れ
は
聞
え
を
思
ひ
て
し
は
し
も
え
た
ち
と
ゝ
ま
ゝら
す
・
都
は
な
れ
て
後
昔
し
た
し
か
り
し
人
々
あ
ひ
み
る
事
か
た
く
31
オ
の
み
な
り
に
た
る
に
か
く
わ
さ
と
立
よ
り
物
し
た
る
事
と
の
給
ふ
御
返
し
も
さ
や
う
に
な
ん
か
み
な
く


か
へ
り
て
お
は
す
る
御
有
さ
ま
か
た
る
に
そ
ち
よ
り
は
し
め
む
か
へ
の
人
々
ま
か


し
う
な
き
み
ち
た
り
五
節
は
と
か
く
し
て
聞
え
た
り
琴
の
音
に
引
と
め
ら
る
ゝ
つ
な
て
縄
た
ゆ
た
ふ
心
君
し
る
ら
め
や
す
き


し
さ
も
人
な
と
か
め
そ
と
聞
え
た
り
ほ
ゝ
ゑ
み
て
見
給
・
い
と
は
つ
か
し
け
な
り
心
あ
り
て
引
て
の
つ
な
の
た
ゆ
た
は
ゝ
う
ち
過
ま
し
や
す
ま
の
う
ら
波
い
さ
り
せ
む
と
は
お
も
は
さ
り
し
は
や
と
あ
り
む
ま
や
の
お
さ
に
く
し
と
ら
す
る
人
も
有
け
る
を
53
31
ウ
ま
し
て
お
ち
と
ま
り
ぬ
へ
く
な
む
お
ほ
え
け
る
都
に
は
月
日
過
る
ま
ゝ
に
み
か
と
を
は
し
め
奉
り
て
こ
ひ
き
こ
ゆ
る
お
り
ふ
し
お
ほ
か
り
春
宮
は
ま
し
て
常
に
お
ほ
し
出
つ
ゝ
忍
ひ
て
な
き
給
を
み
奉
る
御
め
の
と
ま
し
て
命
婦
の
君
は
い
み
し
う
哀
に
見
奉
る
入
道
の
宮
は
春
宮
の
御
事
を
ゆ
ゝ
し
う
の
み
お
ほ
し
ゝ
に
大
将
も
か
く
さ
す
ら
へ
給
ぬ
る
を
い
み
し
う
お
ほ
し
な
け
か
る
・
御
は
ら
か
ら
の
み
こ
た
ち
む
つ
ま
し
う
聞
え
給
し
か
む
た
ら
め
な
と
は
し
め
つ
か
た
は
と
ふ
ら
ひ
聞
え
給
な
と
あ
り
き
哀
な
る
文
を
つ
く
り
か
は
し
そ
れ
に
つ
け
て
も
世
中
に
の
み
め
て
ら
れ
給
へ
は
32
オ
き
き
い
の
宮
き
こ
し
め
し
て
い
み
し
く
の
給
け
り
大
や
け
の
か
う
し
な
る
人
は
心
に
ま
か
せ
て
此
世
の
あ
ち
は
ひ
を
た
に
し
る
こ
と
か
た
う
こ
そ
あ
な
れ
お
も
し
ろ
き
家
ゐ
し
て
世
中
を
そ
し
り
も
と
き
て
か
の
鹿
を
馬
と
い
ひ
け
ん
人
の
ひ
か
め
る
や
う
に
つ
ゐ
せ
う
す
る
な
と
あ
し
き
事
と
も
聞
え
け
れ
は
わ
つ
ら
は
し
と
て
た
え
て
せ
う
そ
こ
聞
え
給
人
な
し
・
二
条
院
の
姫
君
は
程
ふ
る
ま
ゝ
に
お
ほ
し
な
く
さ
む
お
り
な
し
ひ
ん
か
し
の
た
い
に
さ
ふ
ら
ひ
し
人
々
も
み
な
わ
た
り
ま
い
り
○し
は
し
め
は
な
と
か
さ
し
も
あ
ら
む
と
思
し
か
と
見
奉
り
な
る
ゝ
程
に
な
つ
か
し
う
お
か
し
き
御
有
さ
ま
ま
め
や
か
な
る
御
心
は
へ
も
思
や
うり
32
ウ
深
く
哀
な
れ
は
ま
か
て
ち
る
も
な
し
な
へ
て
な
ら
ぬ
き
は
の
人
々
に
は
ほ
の
み
え
な
と
し
給
そ
こ
ら
の
中
に
す
く
れ
た
る
御
心
さ
し
も
こ
と
は
り
な
り
け
り
と
み
奉
る
・
か
の
御
住
居
に
は
久
し
う
成
ま
ゝ
に
え
ね
ん
し
す
こ
す
ま
し
う
お
ほ
え
給
へ
と
我
身
た
に
あ
さ
ま
し
き
す
く
せ
と
お
ほ
ゆ
る
住
ゐ
に
て
い
か
て
か
は
打
く
し
て
は
つ
き
な
か
ら
ん
さ
ま
を
思
か
へ
し
給
所
に
つ
け
て
万
の
事
さ
ま
か
は
り
見
給
へ
し
ら
ぬ
し
も
人
の
う
へ
を
も
見
給
な
ら
は
ぬ
御
心
地
に
め
さ
ま
し
う
か
た
し
け
な
くう
み
つ
か
ら
お
ほ
さ
る
煙
の
い
と
近
う
時


立
く
る
を
こ
れ
や
あ
ま
の
し
ほ
や
く
な
ら
む
と
お
ほ
し
わ
た
る
は
お
は
し
ま
す
33
オ
う
し
ろ
の
山
に
柴
と
い
ふ
物
ふ
す
ふ
る
な
り
け
り
め
つ
ら
か
に
て
山
か
つ
の
庵
り
に
た
け
る
し
は


も
こ
と
ゝ
ひ
こ
な
ん
54
こ
ふ
る
さ
と
人
冬
に
成
て
雪
降
あ
れ
た
る
比
空
の
け
し
き
も
こ
と
に
す
こ
く
な
か
め
給
て
琴
を
引
す
さ
ひ
給
て
よ
し
清
に
哥
う
た
は
せ
大
輔
よ
こ
笛
吹
て
あ
そ
ひ
給
心
と
ゝ
め
て
哀
な
る
手
な
と
引
給
へ
る
に
こ
と
物
の
声
と
も
は
や
め
て
涙
を
の
こ
ひ
あ
へ
り
昔
胡
の
国
に
つ
か
は
し
け
ん
女
を
お
ほ
し
や
り
て
ま
し
て
い
か
な
り
け
む
此
世
に
我
思
聞
ゆ
る
人
な
と
を
さ
や
う
に
は
な
ち
や
り
た
ら
ん
こ
と
な
と
思
ふ
も
あ
ら
む
こ
と
の
や
う
に
ゆ
ゝ
し
う
て
霜
の
後
の
夢
と
す
む
し
給
月
い
と
33
ウ
あ
か
う
さ
し
入
て
は
か
な
き
旅
の
お
ま
し
所
は
お
く
ま
て
く
ま
な
し
ゆ
か
の
う
へ
に
夜
ふ
か
き
空
も
み
ゆ
入
か
た
の
月
の
影
す
こ
く
見
ゆ
る
に
た
ゝ
こ
れ
西
に
行
な
り
と
ひ
と
り
こ
ち
給
ふ
て
い
つ
か
た
の
雲
路
に
我
も
ま
と とイよ
ひ
な
む
月
の
見
る
ら
ん
こ
と
も
は
つ
か
し
と
ひ
と
り
こ
ち
給
て
れ
い
の
ま
と
ろ
ま
れ
ぬ
暁
の
空
に
千
鳥
い
と
あ
は
れ
に
啼
友
千
鳥
も
ろ
声
に
な
く
暁
は
ひ
と
り
ね
さ
め
の
床
も
た
の
も
し
ま
た
お
き
た
る
人
も
な
け
れ
は
返


ひ
と
り
こ
ち
て
ふ
し
給
へ
り
夜
ふ
か
く
御
て
う
つ
ま
い
り
て
ね
ん
す
な
と
し
給
も
め
つ
ら
し
き
事
の
や
う
に
め
て
た
く
の
み
34
オ
お
ほ
え
給
へ
は
え
み
奉
り
す
て
す
家
に
あ
か
ら
さ
ま
に
も
え
出
さ
り
け
り
・
明
石
の
浦
は
た
ゝ
は
ひ
わ
た
る
程
な
れ
は
よ
し
清
の
朝
臣
か
の
入
道
の
む
す
め
を
思
ひ
い
て
ゝ
文
な
と
や
り
け
れ
と
返
事
も
せ
す
父
の
入
道
そ
き
こ
ゆ
へ
き
事
な
ん
あ
か
ら
さ
ま
に
た
い
め
む
も
か
な
と
い
ひ
け
れ
と
う
け
ひ
か
さ
ら
ん
物
ゆ
へ
行
か
ゝ
り
て
む
な
し
く
か
へ
ら
む
う
し
ろ
手
も
お
こ
な
る
へ
し
と
く
つ
し
い
た
くうて
い
か
す
世
に
し
ら
す
心
た
か
う
思
へ
る
に
国
の
う
ち
は
か
み
の
ゆ
か
り
の
み
こ
そ
は
か
し
こ
き
事
に
す
め
れ
と
ひ
か
め
る
心
は
さ
ら
に
さ
も
思
は
て
年
月
を
へ
け
る
に
此
君
か
く
て
お
は
す
と
聞
て
は
ゝ
君
に
か
た
ら
ふ
や
う
き
り
つ
ほ
の
更
衣
34
ウ
の
御
は
ら
の
源
氏
の
光
君
こ
そ
大
や
け
の
御
か
し
こ
ま
り
に
て
す
ま
の
浦
に
物
し
給
な
れ
あ
こ
の
御
す
く
せ
に
て
お
ほ
え
ぬ
事
の
有
な
り
い
か
て
か
か
ゝ
る
つ
ゐ
て
に
此
君
に
奉
ら
む
と
い
ふ
は
ゝ
あ
な
か
た
は
や
京
の
人
の
か
た
る
を
き
け
は
や
む
こ
と
な
き
御
め
と
も
い
と
お
ほ
く
も
給
て
そ
の
55
あ
ま
り
忍
ひ


み
か
と
の
御
め
を
さ
へ
あ
や
ま
ち
給
て
か
く
も
さ
は
か
れ
給
な
る
人
は
ま
さ
に
か
く
あ
や
し
き
山
か
つ
を
心
と
ゝ
め
給
て
ん
や
と
い
ふ
は
ら
た
ち
て
え
し
り
給
は
し
思
ふ
心
こ
と
な
り
・
さ
る
心
を
し
給
へ
つ
ゐ
て
し
て
こ
ゝ
に
も
お
は
し
ま
さ
せ
む
と
心
を
や
り
て
い
ふ
も
か
た
く
な
し
く
35
オ
み
ゆ
ま
は
ゆ
き
ま
て
し
つ
ら
ひ
か
し
つ
き
け
り
母
君
な
と
か
め
て
た
く
と
も
物
の
は
し
め
に
つ
み
に
あ
た
り
て
な
か
さ
れ
お
は
し
た
ゝら
ん
人
を
し
も
思
ひ
か
け
む
さ
て
も
心
と
ゝ
め
給
へ
○く
は
こ
そ
あ
ら
め
た
は
ふ
れ
に
て
も
あ
る
ま
し
き
事
な
り
と
い
ふ
を
・
い
と
い
た
く
つ
ふ
や
く
つ
み
に
あ
た
る
事
は
も
ろ
こ
し
に
も
わ
か
御
門
に
も
か
く
世
に
す
く
れ
な
に
事
に
も
人
に
こ
と
に
成
ぬ
る
人
の
か
な
ら
す
有
事
也
い
か
に
物
し
給
君
そ
こ
母
宮
す
所
は
を
の
か
お
ち
に
も
の
し
給
し
按
察
大
納
言
の
み
む
す
め
な
り
い
と
か
う
さ
く
な
る
名
を
と
り
て
宮
つ
か
へ
に
い
た
し
給
へ
り
し
に
こ
く
わ
う
す
く
れ
て
時
35
ウ
め
か
し
給
こ
と
な
ら
ひ
な
か
り
け
る
ほ
と
に
人
の
そ
ね
み
お
ほ
く
て
う
せ
給
に
し
か
と
此
君
の
と
ま
り
給
へ
る
い
と
め
て
た
し
か
く
女
は
心
た
か
く
つ
か
ふ
へ
き
物
也
を
の
れ
か
ゝ
る
ゐ
中
人
な
り
と
て
覚
し
す
て
し
な
と
い
ひ
ゐ
た
り
此
む
す
め
す
く
れ
た
る
か
た
ち
な
ら
ね
と
な
つ
か
し
う
あ
て
は
か
に
心
は
せ
有
る
さ
ま
な
と
そ
け
に
や
ん
こ
と
な
き
人
に
お
と
る
ま
し
か
り
け
る
身
の
あ
り
さ
ま
を
く
ち
お
し
き
物
に
思
ひ
し
り
て
た
か
き
人
は
わ
れ
を
何
の
か
す
に
も
お
ほ
さ
し
程
に
つ
け
た
る
世
を
は
さ
ら
に
み
し
命
な
か
く
て
思
ふ
人
々
に
を
く
れ
な
は
尼
に
も
成
な
ん
海
の
そ
こ
に
も
入
な
む
な
と
そ
思
け
る
父
君
36
オ
所
せ
く
思
ひ
か
し
つ
き
て
年
に
二
た
ひ
住
吉
に
ま
う
て
さ
せ
け
り
神
の
御
し
る
し
を
そ
人
し
れ
す
た
の
み
思
ひ
け
る
・
す
ま
に
は
年
か
へ
り
て
日
な
か
く
つ
れ


な
る
に
う
へ
し
若
木
の
さ
く
ら
ほ
の
か
に
咲
そ
め
て
空
の
け
し
き
う
ら
ゝ
か
な
る
に
万
の
こ
と
覚
し
出
ら
れ
て
う
ち
な
き
給
お
り
お
ほ
か
り
二
月
廿
日
あ
ま
り
い
に
し
年
京
を
わ
か
れ
し
時
心
く
る
し
か
り
し
人
々
の
御
有
さ
ま
な
と
い
と
恋
し
く
南
殿
の
桜
は
さ
か
り
に
成
ぬ
ら
ん
一
年
の
花
の
え
む
に
院
の
御
け
し
56
き
内
の
う
へ
の
い
と
き
よ
ら
に
な
ま
め
い
て
わ
か
つ
く
れ
る
句
を
す
し
給
し
も
思
出
聞
え
給
36
ウ
い
つ
と
な
く
大
宮
人
の
恋
し
き
に
さ
く
ら
か
さ
し
ゝ
け
ふ
も
来
に
け
り
い
と
つ
れ


な
る
に
大
殿
の
三
位
○の
中
将
は
今
は
宰
相
に
成
て
人
か
ら
の
い
と
よ
け
れ
は
時
世
の
お
ほ
え
お
も
く
て
物
し
給
へ
と
世
中
あ
は
れ
に
あ
ち
き
な
く
物
の
お
り
こ
と
に
恋
し
く
覚
え
給
へ
は
こ
と
の
聞
え
有
て
つ
み
に
あ
た
る
と
も
い
か
ゝ
は
せ
む
と
お
ほ
し
な
り りイし
て
俄
に
ま
う
て
給
う
ち
見
る
よ
り
め
つ
ら
し
く
う
れ
し
さ
に
も
ひ
と
つ
涙
そ
こ
ほ
れ
け
る
住
ゐ
給
へ
る
さ
ま
い
は
む
か
た
な
く
か
ら
め
い
た
り
所
の
さ
ま
ゑ
に
か
き
た
ら
ん
や
う
な
る
に
竹
あ
め
る
か
き
し
渡
し
て
石
の
は
し
松
の
は
し
ら
を
ろ
そ
か
な
る
物
か
ら
め
つ
ら
か
に
お
か
し37
オ
山
か
つ
め
き
て
ゆ
る
し
色
の
き
か
ち
な
る
に
青
に
ひ
の
か
り
き
ぬ
さ
し
ぬ
き
打
や
つ
れ
て
こ
と
さ
ら
に
ゐ
中
ひ
も
て
な
し
給
へ
る
し
も
い
み
し
う
見
る
に
ゑ
ま
れ
て
き
よ
ら
な
り
と
り
つ
か
ひ
給
へ
る
て
う
と
も
か
り
そ
め
に
し
な
し
て
お
ま
し
所
も
あ
ら
は
ら
見
い
れ
ら
る
○こ
す
く
ろ
く
の
は
ん
て
う
と
た
き
の
く
な
と
ゐ
中
わ
さ
に
し
な
し
て
ね
ん
す
の
く
お
こ
な
ひ
つ
と
め
給
け
り
と
み
え
た
り
物
ま
い
れ
る
な
と
こ
と
さ
ら
所
に
つ
け
け
ふう
あ
り
て
し
な
し
た
り
あ
ま
と
も
あ
さ
り
し
て
か
い
つ
も
の
も
て
ま
い
れ
る
を
め
し
出
て
御
ら
む
す
浦
に
年
ふ
る
さ
ま
な
と
と
は
せ
給
に
さ
ま


や
す
け
な
き
身
の
う
37
ウ
れ
へ
を
申
す
そ
こ
は
か
と
な
く
さ
え
つ
る
も
心
の
行
ゑ
は
お
な
し
こ
と
な
に
か
こ
と
な
る
と
あ
は
れ
に
み
給
ふ
御
そ
と
も
な
と
か
つ
け
さ
せ
給
を
い
け
る
か
ひ
あ
り
と
思
へ
り
御
馬
と
も
ち
か
ふ
た
て
ゝ
見
や
り
な
る
・
く
ら
か
な
に
そ
な
る
い
ね
と
り
出
で
か
ふ
な
と
め
つ
ら
し
う
み
給
あ
す
か
ひ
す
こ
し
う
た
ひ
て
月
比
の
御
物
か
た
り
な
き
み
わ
ら
ひ
み
わ
か
君
の
な
に
と
も
世
を
お
ほ
さ
て
物
し
給
か
な
し
さ
を
お
と
ゝ
の
明
く
れ
に
つ
け
て
お
ほ
し
な
け
く
な
と
か
た
り
給
に
た
へ
か
た
く
お
ほ
し
た
り
・
つ
き
す
へ
く
も
あ
ら
ね
は
中


か
た
は
し
も
え
ま
ね
は
す
夜
も
す
か
ら
ま
と
ろ
ま
す
ふ
み
つ
く
り
38
オ
57
あ
か
し
給
さ
い
ひ
な
か
ら
も
物
の
聞
え
を
つ
ゝ
み
て
い
そ
き
か
へ
り
給
い
と
中


な
り
御
か
は
ら
け
ま
い
り
て
酔
の
か
な
し
み
涙
そ
ゝ
く
春
の
さ
か
つ
き
の
う
ち
と
も
ろ
声
に
す
む
し
給
御
と
も
の
人
も
涙
を
な
か
す
を
の
か
し
ゝ
は
わ
つ
イ
る
か
な
る
別
を
お
し
む
へ
か
め
り
朝
ほ
ら
け
の
空
に
雁
つ
れ
て
渡
る
あ
る
し
の
君
古
郷
を
い
つ
れ
の
春
か
行
て
見
む
う
ら
や
ま
し
き
は
か
へ
る
か
り
か
ね
宰
相
さ
ら
に
立
い
て
ん
心
地
せ
て
あ
か
ち
き
イ
な
く
に
か
り
の
と
こ
よ
を
立
わ
か
れ
花
の
都
に
道
や
ま
と
は
ん
さ
る
へ
き
都
の
つ
と
な
と
よ
し
あ
る
38
ウ
さ
ま
に
て
あ
り
あ
る
し
の
君
か
く
か
た
し
け
な
き
御
を
く
り
に
と
て
く
ろ
こ
ま
奉
り
給
ゆ
ゝ
し
う
お
ほ
さ
れ
ぬ
へ
け
れ
と
風
に
あ
た
り
て
は
い
は
へ
ぬ
へ
け
れ
は
な
ん
と
申
給
世
に
あ
り
か
た
け
な
る
御
馬
の
さ
ま
な
り
か
た
み
に
忍
ひ
給
へ
と
て
い
み
し
き
笛
の
名
有
け
る
な
と
は
か
り
人
と
か
め
つ
へ
き
事
は
か
た
み
に
え
し
給
は
す
日
や
う


さ
し
あ
か
り
て
心
あ
は
た
ゝ
し
け
れ
は
か
へ
り
み
の
み
し
つ
ゝ
出
給
を
見
を
く
り
給
け
し
き
い
と
中


な
り
い
つ
又
た
い
め
む
た
ま
は
ら
む
と
す
ら
ん
さ
り
と
も
か
く
て
や
は
と
申
給
に
あ
る
し
39
オ
雲
近
く
飛
か
ふ
た
つ
も
空
に
み
よ
わ
れ
は
春
日
の
く
も
り
な
き
身
そ
か
つ
は
た
の
ま
れ
な
か
ら
か
く
成
ぬ
る
人
は
昔
の
か
し
こ
き
人
た
に
は
か


し
う
世
に
又
ま
し
ら
ふ
事
か
た
く
侍
け
れ
は
な
に
か
都
の
さ
か
ひ
を
又
見
む
と
な
む
思
ひ
侍
ら
ぬ
な
と
の
た
ま
ふ
宰
相
た
つ
か
な
き
雲
ゐ
に
ひ
と
り
ね
を
そ
な
く
つ
は
さ
な
ら
へ
し
友
を
恋
つ
ゝ
か
た
し
け
な
く
な
れ
聞
え
侍
て
い
と
し
も
と
く
や
し
う
思
給
へ
ら
る
ゝ
お
り
お
ほ
く
な
ん
○と
し
め
や
か
に
も
あ
ら
て
か
へ
り
給
ぬ
る
名
残
い
と
ゝ
か
な
し
う
な
か
め
く
ら
し
給
ふ
や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
に
出
き
た
る
み
の
日
け
ふ
な
ん
か
く
39
ウ
お
ほ
す
事
あ
る
人
は
み
そ
き
し
給
へ
き
と
な
ま
さ
か
し
き
人
の
聞
ゆ
れ
は
海
つ
ら
も
ゆ
か
し
う
て
出
給
い
と
を
ろ
そ
か
に
せ
ん
し
や
う
は
か
り
を
引
め
く
ら
し
て
此
国
に
か
よ
ひ
58
け
る
陰
陽
師
め
し
て
は
ら
へ
せ
さ
せ
給
舟
に
こ
と


し
き
人
か
た
の
せ
て
な
か
す
を
み
給
に
も
よ
そ
へ
ら
れ
て
し
ら
さ
り
し
大
海
の
原
に
な
か
れ
来
て
ひ
と
か
た
に
や
は
物
は
か
な
し
き
と
て
ゐ
給
へ
る
御
さ
ま
さ
る
は
れ
に
出
て
い
ふ
よ
し
な
く
み
え
給
海
の
お
も
て
浦


と
な
き
わ
た
り
て
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
に
こ
し
か
た
行
さ
き
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
れ
て
や
を
よ
ろ
つ
神
も
哀
と
思
ふ
ら
ん
を
か
せ
る
つ
み
の
40
オ
そ
れ
と
な
け
れ
は
と
の
給
に
俄
に
風
吹
出
て
空
も
か
き
く
れ
ぬ
御
は
ら
へ
も
し
果
す
立
さ
は
き
た
り
ひ
ち
か
さ
雨
と
か
ふ
り
き
て
い
と
あ
は
た
ゝ
し
け
れ
は
み
な
か
へ
り
給
は
ん
と
す
る
に
か
さ
も
と
り
あ
へ
す
さ
る
心
も
な
き
に
万
ふ
き
ち
ら
し
又
な
き
風
な
り
浪
い
と
い
か
め
し
く
立
き
て
人
々
の
あ
し
を
そ
ら
也
海
の
お
も
て
は
ふ
す
ま
を
は
り
た
ら
ん
や
う
に
光
み
ち
て
神
な
り
ひ
ら
め
く
お
ち
か
ゝ
る
心
地
し
て
か
ら
う
し
て
た
と
り
き
て
か
ゝ
る
め
は
み
す
も
有
か
な
風
な
と
は
ふ
くけ
と
け
し
き
つ
き
て
こ
そ
あ
れ
あ
さ
ま
し
う
め
つ
ら
か
な
り
と
ま
と
ふ
に
な
を
や
ま
す
な
り
み
ち
て
40
ウ
雨
の
あ
し
あ
た
る
所
と
を
り
ぬ
へ
く
は
ら
め
き
お
つ
か
く
て
世
は
つ
き
ぬ
る
に
や
と
心
ほ
そ
く
思
ま
と
ふ
に
君
は
の
と
や
か
に
経
う
ち
す
○ん
し
て
お
は
す
暮
ぬ
れ
は
神
す
こ
し
な
り
や
み
て
風
そ
よ
る
も
吹
お
ほ
く
た
て
つ
る
願
の
力
な
る
へ
し
今
し
は
し
か
く
た
に
あ
ら
は
波
に
ひ
か
れ
て
入
ぬ
へ
か
り
け
り
た
か
し
ほ
と
い
ふ
物
に
な
む
と
り
あ
へ
す
人
そ
こ
な
は
る
ゝ
と
は
き
け
と
い
と
か
ゝ
る
事
は
ま
た
し
ら
す
と
い
ひ
あ
へ
り
晩
か
た
み
な
う
ち
や
す
み
た
り
君
も
い
さ
ゝ
か
ね
い
り
給
へ
れ
は
そ
の
さ
ま
と
も
み
え
ぬ
人
き
て
な
と
宮
よ
り
め
し
あ
る
に
は
ま
い
り
給
は
ぬ
と
て
た
と
り
あ
り
く
と
41
オ
み
る
に
お
と
ろ
き
て
さ
は
海
の
中
の
龍
王
の
い
と
い
た
う
物
め
て
す
る
物
に
て
み
い
れ
た
る
な
り
け
り
と
お
ほ
す
に
い
と
物
む
つ
か
し
う
此
住
ゐ
た
へ
か
た
く
お
ほ
し
成
ぬ
41
ウ
59
(
あ
か
し)
な
を
雨
風
や
ま
す
神
な
り
し
つ
ま
ら
て
ひ
こ
ろ
に
な
り
ぬ
い
と
物
わ
ひ
し
き
事
か
す
し
ら
す
き
し
か
た
ゆ
く
さ
き
か
な
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
心
つ
よ
う
し
も
え
お
ほ
し
な
さ
す
い
か
に
せ
ま
し
か
ゝ
り
と
て
宮
こ
に
か
へ
ら
ん
事
も
ま
た
世
に
ゆ
る
さ
れ
も
な
く
て
は
人
わ
ら
は
れ
な
る
こ
と
こ
そ
ま
さ
ら
め
な
を
こ
れ
よ
り
ふ
か
き
山
を
も
と
め
て
や
あ
と
た
え
な
ま
し
と
お
ほ
す
に
も
浪
か
せ
に
さ
は
か
さ
れ
て
な
と
人
の
い
ひ
つ
た
へ
ん
事
の
ち
の
世
ま
て
も
い
と
か
る


し
き
な
を
や
な
か
し
は
て
ん
と
お
ほ
し
み
た
る
・
御
夢
に
も
た
ゝ
お
な
し
さ
ま
１
オ
な
る
物
の
み
き
つ
ゝ
ま
つ
は
し
き
こ
ゆ
と
み
給
く
も
ま
も
な
く
て
あ
け
く
る
ゝ
日
か
す
に
そ
へ
て
京
の
か
た
も
い
と
ゝ
お
ほ
つ
か
な
く
か
く
な
か
ら
身
を
は
ふ
ら
か
し
つ
る
に
や
と
心
ほ
そ
う
お
ほ
せ
と
か
し
ら
さ
し
い
つ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
空
の
み
た
れ
に
い
て
た
ち
ま
い
る
人
も
な
し
二
条
院
よ
り
そ
あ
な
か
ち
に
あ
や
し
き
す
か
た
に
て
そ
ほ
ち
ま
い
れ
る
道
か
ひ
に
て
た
に
人
か
何
そ
と
た
に
御
ら
ん
し
わ
く
へ
く
も
あ
ら
す
ま
つ
を
ひ
は
ら
ひ
つ
へ
き
し
つ
の
お
の
む
つ
ま
し
う
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
る
ゝ
も
我
な
か
ら
か
た
し
け
な
く
く
し
に
け
る
心
の
ほ
と
お
も
ひ
１
ウ
し
ら
る
御
ふ
み
に
は
・
あ
さ
ま
し
く
を
や
み
な
き
こ
ろ
の
け
し
き
に
い
と
ゝ
空
さ
へ
と
つ
る
心
ち
し
て
な
か
め
や
る
か
た
な
く
な
む
う
ら
風
や
い
か
に
吹
ら
ん
お
も
ひ
や
る
袖
う
ち
ぬ
ら
し
な
み
ま
な
き
こ
ろ
あ
は
れ
に
か
な
し
き
事
と
も
か
き
あ
つ
め
給
へ
るり
ひ
き
あ
く
る
よ
り
い
と
ゝ
み
き
は
ま
さ
り
ぬ
へ
く
か
き
く
ら
す
心
ち
し
た
ま
ふ
・
京
に
も
こ
の
雨
か
せ
い
と
あ
や
し
き
も
の
ゝ
さ
と
し
な
り
と
て
仁
王
会
な
と
お
こ
な
は
る
へ
し
と
な
む
き
こ
え
侍
し
内
に
ま
い
り
給
か
ん
た
ち
め
な
と
も
す
へ
て
み
ち
と
２
オ
60
ち
て
ま
つ
り
こ
と
も
た
え
て
な
む
侍
る
と
は
か


し
う
も
あ
ら
す
か
た
く
な
し
う
か
た
り
な
せ
と
京
の
か
た
の
事
と
お
ほ
せ
は
い
ふ
か
し
う
て
お御
ま
へ
に
め
し
い
て
ゝ
と
は
せ
給
た
ゝ
れ
い
の
雨
の
を
や
み
な
く
ふ
り
て
風
は
と
き


吹
い
て
つ
ゝ
日
こ
ろ
に
な
り
侍
を
○れい
な
ら
ぬ
こ
と
に
お
と
ろ
き
侍
な
り
い
と
か
く
地
の
そ
こ
と
を
る
は
か
り
○の
ひ
ふ
り
い
か
つ
ち
の
し
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
は
侍
ら
さ
り
き
な
と
い
み
し
き
さ
ま
に
お
と
ろ
き
お
ち
て
おを
る
か
ほ
の
い
と
か
しら
き
に
も
心
ほ
そ
さ
ま
さ
り
け
る
か
く
し
つ
ゝ
世
は
つ
き
ぬ
へ
き
に
や
と
お
ほ
さ
る
ゝ
に
そ
の
ま
た
の
２
ウ
日
の
あ
か
つ
き
よ
り
風
い
み
し
う
ふ
き
し
ほ
た
か
う
み
ち
て
な
み
の
を
と
あ
ら
き
事
は
い
は
ほ
も
山
も
の
こ
る
ま
し
き
け
し
き
な
り
神
の
な
り
ひ
ら
め
く
さ
ま
さ
ら
に
い
は
む
か
た
な
く
て
お
ち
か
ゝ
り
ぬ
と
お
ほ
ゆ
る
に
あ
る
か
き
り
さ
か
し
き
人
な
し
・
わ
れ
はらイ
い
か
な
る
つ
み
を
を
か
し
て
か
く
か
な
し
き
め
を
見
る
ら
ん
ち
ゝ
は
ゝ
に
も
あ
ひ
み
す
か
な
し
き
め
こ
の
か
ほ
を
も
み
て
し
ぬ
へ
き
事
と
な
け
く
・
君
は
御
心
を
し
つ
め
て
な
に
は
か
り
の
あ
や
ま
ち
に
て
か
こ
の
な
き
さ
に
い
の
ち
を
は
き
は
め
む
と
つ
よ
う
お
ほ
し
な
せ
と
い
と
物
さ
は
か
し
け
れ
は
３
オ
色


の
み
て
く
ら
さ
ゝ
け
さ
せ
給
て
す
み
よ
し
の
神
ち
か
き
さ
か
ひ
を
し
つ
め
ま
も
り
給
ま
こ
と
に
あ
と
を
た
れ
給
ふ
神
な
ら
は
た
す
け
給
へ
と
お
ほ
く
の
大
願
を
た
て
給
ふ
を
の


み
つ
か
ら
の
い
の
ち
を
は
さ
る
物
に
て
か
ゝ
る
御
身
の
又
な
き
れ
い
に
し
つ
み
給
ひ
ぬ
へ
き
事
の
い
み
し
う
か
な
し
き
に
心
を
お
こ
し
て
す
こ
し
も
の
お
ほ
ゆ
る
か
き
り
は
身
に
か
へ
て
こ
の
御
身
ひ
と
つ
を
す
く
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
と
よ
み
て
も
ろ
こ
ゑ
に
仏
神
を
念
し
た
て
ま
つ
る
・
帝
王
の
ふ
か
き
宮
に
や
し
な
は
れ
給
て
色


の
た
の
し
み
に
をお
こ
り
給
ひ
３
ウ
し
か
と
ふ
か
き
御
う
つ
く
し
み
お
ほ
や
し
ま
に
あ
ま
ね
く
し
つ
め
る
と
も
か
ら
を
こ
そ
お
ほ
く
う
か
めへ
給
し
か
い
ま
な
に
の
む
く
ひ
に
か
こ
ゝ
ら
よ
こ
さ
ま
な
る
な
み
風
に
は
お
61
ほ
ゝ
れ
給
は
ん
天
地
こ
と
は
り
給
へ
つ
み
な
く
て
つ
み
に
あ
た
り
つ
か
さ
く
ら
ゐ
を
と
ら
れ
家
を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
さ
り
て
あ
け
く
れ
や
す
き
空
な
く
な
け
き
給
に
か
く
か
な
し
き
め
を
さ
へ
見
い
の
ち
つ
き
な
む
と
す
る
は
さ
き
の
世
の
む
く
ひ
か
こ
の
世
の
を
か
し
か
と
神
仏
あ
き
ら
か
に
ま
し
ま
さ
は
こ
の
う
れ
へ
や
す
め
給
へ
と
み
や
し
ろ
の
か
た
に
む
き
て
さ
ま


の
願
を
た
て
４
オ
給
・
ま
た
う
み
の
な
か
の
龍
王
よ
ろ
つ
の
神
た
ち
に
願
を
た
て
さ
せ
給
ふ
に
い
よ


な
り
と
ゝ
ろ
き
て
お
は
し
ま
す
に
つ
ゝ
き
た
る
ら
う
に
お
ち
か
ゝ
り
ぬ
ほ
の
ほ
も
え
あ
か
り
て
廊
は
や
け
ぬ
こ
ゝ
ろ
た
ま
し
ゐ
な
く
て
あ
る
か
き
り
ま
と
ふ
・
う
し
ろ
の
か
た
な
かる
お
ほ
い
と
の
と
お
ほ
し
き
や
に
う
つ
し
た
て
ま
つ
り
て
上
下
と
な
く
た
ち
こ
み
て
い
と
ら
う
か
は
し
く
な
き
と
よ
む
こ
ゑ
い
か
つ
ち
に
も
お
と
しら
す
・
空
は
す
み
を
す
り
た
る
や
う
に
て
日
も
暮
に
け
り
や
う


風
な
を
り
雨
の
あ
し
し
め
ちり
ほ
し
の
ひ
か
り
４
ウ
も
み
ゆ
る
に
こ
の
お
ま
し
所
の
い
と
め
つ
ら
か
な
る
も
い
と
か
た
し
け
な
く
て
し
む
て
ん
に
か
へ
し
う
つ
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
す
る
に
や
け
の
こ
り
た
る
か
た
も
う
と
ま
し
け
に
そ
こ
しら
の
人
の
ふ
み
と
ゝ
ろ
か
し
ま
と
へ
る
に
み
す
な
と
も
み
な
ふ
き
ち
ら
し
て
け
り
夜
を
あ
か
し
て
こ
そ
は
と
た
と
り
あ
へ
る
に
・
君
しは
御
念
誦
し
た
ま
ひ
て
お
ほ
し
め
く
ら
す
に
い
と
こ
ゝ
ろ
あ
は
た
ゝ
し
月
さ
し
い
て
ゝ
し
ほ
の
ち
か
く
み
ち
き
け
る
あ
と
も
あ
ら
は
に
な
こ
り
な
を
よ
せ
か
へ
る
浪
あ
ら
き
を
し
は
の
戸
を
し
あ
け
て
な
か
め
お
は
し
ま
５
オ
す
・
ち
か
き
せ
か
い
に
も
の
ゝ
こ
こ
ろ
を
し
り
き
し
か
た
ゆ
く
さ
き
の
事
う
ち
お
ほ
え
と
や
か
く
や
と
は
か


し
う
さ
と
る
人
も
な
し
あ
や
し
き
あ
ま
と
も
な
と
の
た
か
き
人
お
は
す
る
所
と
て
あ
つ
ま
り
ま
い
り
て
き
ゝ
も
し
り
給
は
ぬ
事
と
も
を
さ
へ
つ
り
あ
へ
る
も
い
と
め
つ
ら
か
な
れ
と
え
を
ひ
も
は
ら
は
す
・
こ
の
か
せ
い
ま
62
し
は
し
や
ま
さ
ら
ま
し
か
は
し
ほ
の
ほ
り
て
の
こ
る
所
な
か
ら
ま
し
神
の
た
す
け
を
ろ
か
な
ら
さ
り
け
り
と
い
ふ
を
き
ゝ
給
も
い
と
心
ほ
そ
し
と
い
へ
は
を
ろ
か
な
り
う
み
に
ま
す
神
の
た
す
け
に
か
ゝ
ら
す
は
し
ほ
の
５
ウ
や
ほ
あ
ひ
に
さ
す
ら
へ
な
ま
し
ひ
ね
も
す
に
い
り
も
み
つ
る
神
の
さ
は
き
に
さ
こ
そ
い
へ
い
た
う
こ
う
し
給
か
た
し
け
な
き
お
ま
し
所
な
れ
は
た
ゝ
よ
り
ゐ
た
ま
へ
る
に
故
院
た
ゝ
お
は
し
ま
し
ゝ
さ
ま
な
か
ら
た
ち
給
て
な
と
か
く
あ
や
し
き
と
こ
ろ
に
は
物
す
る
そ
と
て
御
て
を
と
り
て
ひ
き
た
て
給
ふ
住
吉
の
神
の
み
ち
ひ
き
給
ま
ゝ
に
は
や
ふ
な
て
し
て
こ
の
う
ら
を
さ
り
ね
と
の
た
ま
は
す
い
と
う
れ
し
く
て
・
か
し
こ
き
御
か
け
に
わ
か
れ
た
て
ま
つ
り
に
し
こ
な
た
さ
ま


か
な
し
き
事
の
み
お
ほ
く
侍
れ
は
い
ま
は
こ
の
な
き
○さに
６
オ
身
を
や
す
て
侍
な
ま
し
と
き
こ
え
た
ま
へ
は
い
と
あ
る
ま
し
き
事
こ
れ
は
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
な
る
も
の
ゝ
む
く
ひ
な
り
わ
れ
は
く
ら
ゐ
に
あ
り
し
と
き
あ
や
ま
つ
事
な
か
り
し
か
と
を
の
つ
か
ら
を
か
し
あ
り
け
れ
は
そ
の
つ
み
を
を
ふ
る
ほ
と
い
と
ま
な
く
て
こ
の
よ
を
も
か
へ
り
み
さ
り
つ
れ
と
い
み
し
き
う
れ
へ
に
し
つ
む
を
見
る
に
た
へ
か
た
く
て
う
み
に
い
り
な
き
さ
に
の
ほ
り
い
た
く
こ
う
し
に
た
れ
と
か
ゝ
る
つ
い
て
に
内
裏
に
奏
す
へ
き
事
あ
る
に
よ
り
な
む
い
そ
き
の
ほ
り
ぬ
る
と
て
立
さ
り
給
ぬ
あ
か
す
か
な
し
く
て
６
ウ
御
と
も
に
ま
い
り
な
ん
と
な
き
い
り
給
て
見
あ
け
給
へ
れ
は
人
も
な
く
月
の
か
ほ
の
み
き
ら


と
し
て
ゆ
め
の
心
ち
も
せ
す
御
け
は
ひ
と
ま
れ
る
心
ち
し
て
空
の
雲
あ
は
れ
に
た
な
ひ
け
り
・
と
し
こ
ろ
夢
の
う
ち
に
も
見
た
て
ま
つ
ら
て
こ
ひ
し
う
お
ほ
つ
か
な
き
御
さ
ま
を
ほ
の
か
な
るれ
と
さ
た
か
に
み
た
て
ま
つ
り
つ
る
の
み
お
も
か
け
に
お
ほ
え
給
て
わ
れ
か
く
か
な
し
ひ
を
き
は
め
い
の
ち
つ
き
な
ん
と
し
つ
る
を
た
す
け
に
か
け
り
給
へ
る
と
あ
は
れ
に
お
ほ
す
に
○よく
そ
か
ゝ
る
63
さ
は
き
も
あ
り
け
る
と
な
こ
り
た
の
も
し
う
う
れ
し
う
７
オ
お
ほ
え
給
こ
と
か
き
り
な
し
・
む
ね
つ
と
ふ
た
か
り
て
中


な
りる
御
心
ま
と
ひ
に
う
つ
ゝ
の
か
な
し
き
事
も
う
ち
わ
す
れ
夢
に
も
御
い
しら
へ
を
い
ま
す
こ
し
き
こ
え
す
な
り
ぬ
る
事
と
い
ふ
せ
さ
に
又
や
見
え
る
と
こ
と
さ
ら
に
ね
い
り
給
へ
と
さ
ら
に
御
め
も
あ
は
て
あ
か
つ
き
か
た
に
な
り
に
け
り
・
な
き
さ
に
ち
い
さ
や
か
な
る
舟
よ
せ
て
人
二
三
人
は
か
り
こ
の
た
ひ
の
御
や
と
り
を
さ
し
て
く
な
に
ひ
と
な
ら
ん
と
ゝ
へ
は
あ
か
し
の
浦
よ
り
さ
き
の
か
み
し
ほ
ち
の
御
ふ
ね
よ
そ
ひ
て
ま
い
れ
る
な
り
・
源
少
納
言
さ
ふ
ら
ひ
給
は
ゝ
７
ウ
た
い
め
ん
し
て
事
の
心
と
り
申
さ
む
と
い
ふ
・
よ
し
き
よ
お
と
ろ
き
て
入
道
は
か
の
く
に
の
と
く
い
に
て
年
こ
ろ
あ
ひ
か
た
ら
ひ
侍
つ
れ
と
わ
た
く
し
に
い
さ
ゝ
か
あ
ひ
う
ら
む
る
事
侍
て
こ
と
な
る
せ
う
そ
こ
を
た
に
か
よ
は
さ
て
ひ
さ
し
う
な
り
侍
ぬ
る
を
な
み
の
ま
き
れ
に
い
か
な
る
事
か
あ
ら
ん
と
お
ほ
め
く
・
君
の
御
ゆ
め
な
と
も
お
ほ
し
あ
は
す
る
事
も
あ
り
て
は
や
あ
へ
と
の
た
ま
へ
は
ふ
ね
に
い
き
て
あ
ひ
た
り
さ
は
か
り
は
け
し
か
り
つ
る
○浪
か
せ
に
い
つ
の
ま
に
か
ふ
な
て
し
つ
ら
ん
と
心
え
か
た
く
思
へ
り
・
い
ぬ
る
つ
い
た
ち
の
日
の
ゆ
め
８
オ
に
さ
ま
こ
と
な
る
も
の
ゝ
つ
け
し
ら
す
る
事
侍
し
か
は
し
ん
し
か
た
き
事
と
お
も
ひ
給
へ
し
か
と
十
三
日
に
あ
ら
た
な
る
し
る
し
み
せ
ん
ふ
ね
を
よ
そ
ひ
ま
う
け
て
か
な
ら
す
雨
風
や
ま
は
こ
の
う
ら
に
を
よ
せ
よ
と
か
ね
て
し
め
す
事
の
侍
し
か
は
こ
ゝ
ろ
み
に
舟
よ
そ
ひ
ま
う
け
て
ま
ち
侍
し
に
い
か
め
し
き
あ
め
風
い
か
つ
ち
の
お
と
ろ
か
し
侍
つ
れ
は
人
の
み
か
と
に
も
夢
を
し
ん
し
て
く
に
を
た
す
く
る
た
く
ひ
お
ほ
う
侍
け
る
を
も
ち
ひ
さ
せ
給
は
ぬ
ま
て
も
こ
の
い
ま
し
め
の
日
を
す
く
さ
す
こ
の
よ
し
を
つ
け
申
は
へ
ら
ん
と
て
舟
い
た
し
８
ウ
侍
へつ
る
に
あ
や
し
き
か
せ
ほ
そ
う
ふ
き
て
こ
の
う
ら
に
64
つ
き
侍
つ
る
事
ま
こ
と
に
神
の
し
る
へ
た
か
は
す
な
む
こ
ゝ
に
も
も
し
し
ろ
し
め
す
事
や
侍
つ
ら
ん
と
て
な
ん
・
い
と
は
ゝ
か
り
お
ほ
く
侍
れ
と
こ
の
よ
し
申
給
へ
と
い
ふ
・
よ
し
き
よ
し
の
ひ
や
か
に
つ
た
へ
申
す
君
お
ほ
し
ま
は
す
に
夢
う
つ
ゝ
さ
ま


し
つ
か
な
ら
す
さ
と
し
の
や
う
な
る
事
と
も
を
き
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
お
ほ
し
あ
は
せ
て
よ
の
人
の
き
ゝ
つ
た
へ
ん
の
ち
の
そ
し
り
も
や
す
か
ら
さ
る
へ
き
を
は
ゝ
か
り
て
ま
こ
と
の
神
の
た
す
け
に
も
あ
ら
ん
を
そ
む
く
物
な
ら
は
又
こ
９
オ
れ
よ
り
ま
さ
り
て
人
わ
ら
は
れ
な
る
め
を
や
見
ん
・
う
つ
つ
の
人
の
心
た
に
な
を
く
る
し
は
か
な
き
事
を
も
か
つ
つ
ゝ
み
つ
ゝ
イ
み
て
わ
れ
よ
り
よ
は
ひ
ま
さ
り
も
しし
は
く
ら
ゐ
た
か
く
時
代
の
よ
せ
い
ま
ひ
と
き
は
ま
さ
る
人
に
は
な
ひ
き
し
た
か
ひ
て
そ
の
心
む
け
を
た
と
る
へ
き
物
な
り
け
り
・
○しり
そ
き
て
と
か
な
し
と
こ
そ
む
か
し
の
さ
か
し
き
人
も
い
ひ
を
き
け
れ
け
ふ
か
く
い
の
ち
を
き
は
め
世
に
又
な
き
め
の
か
き
り
を
見
つ
く
し
つ
さ
ら
に
後
の
あ
と
の
な
を
は
ふ
く
と
て
も
た
け
き
事
も
あ
ら
し
ゆ
め
の
う
ち
に
も
ち
ゝ
み
か
と
の
御
を
し
へ
９
ウ
あ
り
つ
れ
は
ま
た
な
に
事
を
か
う
た
か
は
む
と
お
ほ
し
て
御
返
の
た
ま
ふ
・
し
ら
ぬ
せ
か
ひ
に
め
つ
ら
し
き
う
れ
へ
の
か
き
り
み
つ
れ
と
宮
こ
の
か
た
よ
り
と
て
事
と
ひ
を
こ
す
る
人
も
な
し
た
ゝ
ゆ
く
ゑ
な
き
空
の
月
日
の
ひ
か
り
○
は
か
り
を
ふ
る
○さ
と
の
と
も
と
な
か
め
侍
に
う
れ
し
き
つ
り
舟
を
な
ん
か
の
う
ら
に
し
つ
や
か
に
か
く
ろ
ふ
へ
き
く
ま
侍
り
な
ん
や
と
の
給
・
か
き
り
な
く
よ
ろ
こ
ひ
か
し
こ
ま
り
申
す
・
と
も
あ
れ
か
く
も
あ
れ
夜
の
あ
け
は
て
ぬ
さ
き
に
御
舟
に
た
て
ま
つ
れ
と
れ
い
の
し
た
し
き
か
き
り
四
五
人
は
か
り
し
て
た
て
10
オ
ま
つ
り
ぬ
れ
い
の
か
せ
い
て
き
て
と
ふ
や
う
に
あ
か
し
に
つ
き
給
ぬ
た
ゝ
は
ひ
わ
た
る
ほ
と
は
か
た
時
の
ま
と
い
へ
と
猶
あ
や
し
き
ま
て
見
ゆ
る
風
の
心
な
り
・
は
ま
の
さ
ま
け
に
い
と
こ
ゝ
ろ
こ
と
な
り
人
し
け
そう
65
み
ゆ
る
の
み
な
ん
御
心
に
そ
む
き
け
る
入
道
の
ら
しう
し
し
め
た
る
と
こ
ろ


う
み
の
つ
ら
に
も
山
か
く
れ
に
も
と
き


に
つ
け
て
け
う
を
さ
か
す
へ
き
な
き
さ
の
と
ま
や
をお
こ
な
ひ
を
し
て
後
の
世
の
事
を
お
も
ひ
す
ま
し
つ
へ
き
山
み
つ
の
つ
ら
に
い
か
め
し
き
た
う
を
た
て
ゝ
三
昧
を
ゝお
こ
な
ひ
こ
の
世
の
10
ウ
ま
う
け
に
秋
の
た
の
み
を
か
り
お
さ
め
の
こ
り
の
よ
は
ひ
つ
む
へ
き
い
ね
の
く
ら
ま
ち
と
も
な
と
お
り


所
に
つ
け
た
る
み
と
こ
ろ
あ
り
て
し
あ
つ
め
た
り
・
た
か
し
ほ
に
お
ち
て
こ
の
こ
ろ
む
す
め
な
と
は
を
か
へ
の
や
と
に
う
つ
し
て
す
ま
せ
け
れ
は
こ
の
は
ま
の
た
ち
に
は
心
や
す
く
お
は
し
ま
す
・
ふ
ね
よ
り
御
車
に
た
て
ま
つ
り
う
つ
る
ほ
と
日
や
う


さ
し
あ
か
り
て
ほ
の
か
に
見
た
て
ま
つ
る
よ
り
お
ひ
わ
す
れ
よ
は
ひ
の
ふ
る
心
ち
し
て
ゑ
み
さ
か
え
て
ま
つ
住
吉
の
神
を
か
つ


お
か
み
た
て
ま
つ
る
月
日
の
ひ
か
り
11
オ
を
て
に
え
た
て
ま
つ
り
た
る
心
ち
し
て
い
と
な
み
つ
か
ま
つ
る
事
こ
と
は
り
な
り
・
所
の
さ
ま
を
は
さ
ら
に
も
い
は
す
つ
く
り
な
し
た
る
心
は
え
こ
た
ち
た
て
い
し
せ
ん
さ
い
な
と
の
あ
り
さ
ま
え
も
い
は
ぬ
い
り
え
の
水
な
と
ゑ
に
か
ゝ
は
こ
ゝ
ろ
の
い
た
り
す
く
な
か
ら
ん
ゑ
し
は
え
か
き
を
よ
ふ
ま
し
と
見
ゆ
・
月
こ
ろ
の
御
す
ま
ゐ
よ
り
は
こ
よ
な
く
あ
き
ら
か
に
な
つ
か
し
御
し
つ
ら
ひ
な
と
え
な
ら
す
し
て
す
ま
ゐ
け
る
さ
ま
な
と
け
に
宮
こ
の
や
ん
こ
と
な
き
所


に
こ
と
な
しら
す
え
ん
に
ま
は
ゆ
き
さ
ま
は
ま
さ
り
さ
ま
11
ウ
に
そ
み
ゆ
る
・
す
こ
し
御
心
し
つ
ま
り
て
は
京
の
御
ふ
み
と
も
き
こ
え
給
ま
い
れ
り
し
つ
か
ひ
は
今
はは
い○
み
し
き
み
ち
に
い
て
た
ち
て
か
な
し
き
め
を
み
る
と
な
き
し
つ
み
て
あ
の
す
ま
に
と
ま
り
た
る
を
め
し
て
身
に
あ
ま
れ
る
物
と
も
お
ほ
く
給
て
つ
か
は
す
・
む
つ
ま
し
き
御
い
の
り
の
師
と
も
さ
る
へ
き
所
々
に
は
こ
の
ほ
と
の
御
あ
り
さ
ま
く
は
し
く
い
ひ
つ
か
は
66
す
へ
し
・
入
道
の
宮
は
か
り
に
は
め
つ
ら
か
に
て
よ
み
か
へ
れ
る
さ
ま
な
と
き
こ
え
給
・
二
条
院
の
あ
は
れ
な
り
し
ほ
と
の
御
返
は
か
き
も
や
り
給
は
す
う
ち
12
オ
を
き


を
し
の
こ
ひ
つ
ゝ
き
こ
え
給
御
け
し
き
な
を
こ
と
な
り
返
々
い
み
し
き
め
の
か
き
り
を
見
つ
く
し
は
て
つ
る
あ
り
さ
ま
な
れ
は
い
ま
は
と
よ
を
お
も
ひ
は
な
る
ゝ
心
の
み
ま
さ
り
侍
れ
と
か
ゝ
み
を
見
て
も
と
の
給
し
お
り
影
の
は
な
る
ゝ
よ
な
き
を
か
く
お
ほ
つ
か
な
な
か
ら
○や
と
こ
ゝ
ら
か
な
し
き
さ
ま


の
う
れ
は
し
さ
は
さ
し
を
か
れ
て
は
る
か
に
も
お
も
ひ
や
る
か
な
し
ら
さ
り
し
う
ら
よ
り
を
ち
に
浦
つ
た
ひ
し
て
夢
の
う
ち
な
る
心
地
の
み
し
て
さ
め
は
て
ぬ
ほ
と
は
い
か
に
ひ
か
事
お
ほ
か
ら
ん
12
ウ
と
け
に
そ
こ
は
か
と
な
く
か
き
み
た
り
給
へ
る
し
も
そ
い
と
み
ま
ほ
し
き
そ
は
め
な
る
を
い
と
こ
よ
な
き
御
心
さ
し
の
ほ
と
ゝ
人
々
見
た
て
ま
つ
る
・
ををイ
を
の


ふ
る
さ
と
に
心
ほ
そ
け
な
る
こ
と
つ
て
す
へ
か
め
り
・
を
や
み
な
か
り
し
空
の
け
し
き
な
こ
り
な
く
す
み
わ
た
り
て
あ
さ
り
す
る
あ
ま
と
も
ほ
こ
ら
し
け
な
り
・
す
ま
は
い
と
心
ほ
そ
く
て
あ
ま
の
い
は
や
も
ま
れ
な
り
し
を
人
し
け
き
い
と
ひ
は
し
給
し
か
と
こ
ゝ
は
ま
た
さ
ま
こ
と
に
あ
は
れ
な
る
こ
と
お
ほ
く
て
よ
ろ
つ
つ
(
マ
マ)
に
お
ほ
し
な
く
さ
ま
る
・
あ
か
し
の
入
道
をお
こ
な
ひ
つ
と
め
た
る
さ
ま
い
み
し
う
思
13
オ
す
ま
し
た
る
を
た
ゝ
こ
の
む
す
め
ひ
と
り
を
も
て
わ
つ
ら
ひ
た
る
け
し
き
い
と
か
た
は
ら
い
た
き
ま
て
と
き


も
ら
し
う
れ
へ
き
こ
ゆ
・
御
心
ち
に
も
お
か
し
と
き
ゝ
を
○き
給
し
人
な
れ
は
か
く
お
ほ
え
な
く
て
め
く
り
を
は
し
た
る
も
さ
る
へ
き
ち
き
り
あ
る
に
や
と
お
ほ
し
な
か
ら
な
を
か
う
身
を
し
つ
め
た
る
ほ
と
は
お
こ
な
ひ
よ
り
ほ
か
の
こ
と
は
お
も
は
し
宮
こ
の
人
も
た
ゝ
な
る
よ
り
は
い
ひ
し
に
た
か
ふ
と
お
ほ
さ
ん
も
心
は
つ
か
し
う
お
ほ
さ
る
れ
は
け
し
き
た
ち
給
事
な
し
・
こ
と
に
ふ
れ
とて
心
は
せ
あ
り
さ
ま
な
へ
て
な
ら
す
も
あ
り
け
る
か
な
と
ゆ
か
し
う
お
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13
ウ
ほ
さ
れ
ぬ
に
し
も
あ
ら
す
・
こ
ゝ
に
は
か
し
こ
ま
り
て
み
つ
か
ら
も
を
さ


ま
い
ら
す
物
へ
た
ゝ
り
た
る
し
も
の
や
に
さ
ふ
ら
ふ
さ
る
は
あ
け
く
れ
見
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
う
あ
か
す
思
き
こ
え
て
い
か
て
思
こ
ゝ
ろ
を
か
な
へ
ん
と
仏
神
を
い
よ


念
し
た
て
ま
つ
る
・
と
し
は
六
十
は
か
り
に
な
り
た
れ
と
い
と
き
よ
け
に
あ
ら
ま
ほ
し
う
お
こ
な
ひ
さ
ら
ほ
ひ
て
人
の
程
の
あ
て
は
か
な
れ
は
に
や
あ
ら
ん
う
ち
ひ
か
み
ほ
れ


し
き
事
は
あ
れ
と
い
に
し
へ
の
物
を
も
見
し
らり
て
も
の
き
た
な
か
ら
す
よ
し
つ
き
た
る
事
も
ま
し
れ
ゝ
いは
む
か
し
物
語
な
と
○せ
さ
せ
て
き
ゝ
給
14
オ
に
す
こ
し
つ
れ


の
ま
き
れ
な
り
・
年
比
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
御
い
と
ま
な
く
て
さ
し
も
き
ゝ
を
き
給
は
ぬ
よ
の
ふ
る
事
と
も
く
つ
し
い
て
ゝ
き
こ
ゆ
か
ゝ
る
所
を
も
人
を
も
見
さ
ら
ま
し
か
は
さ
う


し
く
や
と
ま
て
け
う
あ
り
と
お
ほ
す
事
も
ま
し
る
・
か
う
は
な
れ
き
こ
ゆ
れ
と
い
と
け
た
か
う
心
は
つ
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
さ
こ
そ
い
ひ
し
か
つ
ゝ
ま
し
う
な
り
て
わ
か
思
事
は
心
の
ま
ま
ゝ
に
も
え
う
ち
い
て
き
こ
え
ぬ
を
心
も
と
な
う
く
ち
お
し
と
は
ゝ
君
と
い
ひ
あ
は
せ
て
な
け
く
・
さ
う
し
み
は
を
し
な
へ
て
の
人
た
に
め
や
す
き
は
み
え
ぬ
せ
か
ひ
に
14
ウ
世
に
は
か
ゝ
る
人
も
お
は
し
け
り
と
見
た
て
ま
つ
○り
し
に
つ
け
て
身
の
ほ
と
し
ら
れ
て
い
と
は
る
か
に
そ
思
き
こ
え
け
る
・
お
や
た
ち
の
か
く
思
あ
つ
か
ふ
を
き
く
に
も
に
け
な
き
事
か
な
と
お
も
ふ
に
た
ゝ
な
る
よ
り
は
物
あ
は
れ
な
り
・
四
月
に
な
り
ぬ
衣
か
へ
の
御
さ
う
そ
く
み
帳
の
か
た
ひ
ら
な
と
よ
し
あ
る
さ
ま
に
し
い
つ
よ
ろ
つ
に
つ
か
う
ま
つ
り
い
と
な
む
を
い
と
お
し
う
す
ゝ
ろ
な
り
と
お
ほ
せ
と
人
さ
ま
の
あ
く
ま
て
お
も
ひ
あ
か
り
た
る
さ
ま
の
あ
て
さ
に
お
ほ
し
ゆ
る
し
て
見
た
ま
ふ
・
京
よ
り
も
う
ち
し
○き
き
り
た
る
御
と
ふ
15
オ
ら
ひ
と
も
た
ゆ
み
な
く
お
ほ
か
り
の
と
や
か
な
る
夕
月
夜
に
う
み
の
う
へ
く
も
り
な
く
み
え
わ
た
れ
る
も
68
す
み
な
れ
給
し
ふ
る
さ
と
の
い
け
水
に
思
ま
か
へ
ら
れ
給
ふ
に
い
は
ん
か
た
な
く
こ
ひ
し
き
事
い
つ
か
た
と
な
く
ゆ
く
ゑ
な
き
心
ち
し
給
て
た
ゝ
め
の
ま
へ
に
見
や
ら
る
ゝ
は
あ
は
ち
島
な
り
け
り
あ
は
と
は
る
か
に
な
と
の
給
て
あ
は
と
見
る
あ
は
ち
の
し
ま
の
あ
は
れ
さ
へ
の
こ
る
く
ま
な
く
す
め
る
夜
の
月
ひ
さ
し
う
て
ふ
れ
給
は
ぬ
琴キン
を
ふ
く
ろ
よ
り
と
り
い
て
給
て
は
か
な
○く
15
ウ
か
き
な
ら
し
給
へ
る
御
さ
ま
を
見
た
て
ま
つ
る
人
も
や
す
か
ら
す
あ
は
れ
に
か
な
し
う
思
あ
へ
り
か
う
れ
う
と
い
ふ
て
を
あ
る
か
き
り
ひ
き
す
ま
し
た
ま
へ
る
に
か
の
岡
へ
の
い
ゑ
も
松
の
ひ
ゝ
き
浪
の
を
と
に
あ
ひ
て
心
は
せ
あ
る
わ
か
人
は
身
に
し
み
て
お
も
ふ
へ
か
め
り
な
に
と
も
き
ゝ
わ
く
ま
し
き
こ
の
も
か
の
も
の
し
は
ふ
る
ひ
ととイ
と
も
ゝ
す
ゝ
ろ
は
し
く
て
は
ま
か
せ
を
ひ
き
あ
り
く
・
入
道
も
え
た
へ
て
供
養
法
た
ゆ
み
て
い
そ
き
ま
い
れ
り
・
さ
ら
に
そ
む
き
に
し
世
中
も
と
り
か
へ
し
思
い
て
ぬ
へ
く
侍
り
の
ち
の
よよ
に
16
オ
ね
か
ひ
侍
と
こ
ろ
の
あ
り
さ
ま
も
お
も
ふ
た
ま
へ
や
ら
る
ゝ
よ
の
さ
ま
か
な
と
な
く


め
て
き
こ
ゆ
・
わ
か
御
こ
ゝ
ろ
に
も
お
り


の
御
あ
そ
ひ
そ
の
人
か
の
人
の
こ
と
ふ
ゑ
も
し
は
こ
ゑ
の
い
て
し
さ
ま
と
き
と
き
に
つ
け
て
よ
に
め
て
ら
れ
給
し
あ
り
さ
ま
み
か
と
よ
り
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
も
て
か
し
つ
き
あ
か
め
た
て
ま
つ
り
給
し
を
人
の
う
へ
も
わ
か
御
身
の
あ
り
さ
ま
も
お
ほ
し
い
て
ら
れ
て
ゆ
め
の
心
ち
し
給
ま
ゝ
に
か
き
な
ら
し
給
へ
る
声
も
心
す
こ
く
き
こ
ゆ
・
ふ
る
人
は
な
み
た
も
と
ゝ
め
あ
へ
す
を
か
へ
に
・
ひ
は
さ
う
の
こ
16
ウ
と
と
り
に
や
り
て
入
道
ひ
は
の
ほ
う
し
に
な
り
て
い
と
お
か
し
う
め
つ
ら
し
き
て
ひ
と
つ
ふ
た
つ
ひ
き
い
て
た
り
さ
う
の
御
こ
と
ま
い
り
た
れ
は
す
こ
し
ひ
き
給
ふ
も
さ
ま


い
み
し
う
の
み
思
き
こ
え
た
り
・
い
と
さ
し
も
き
こ
え
ぬ
も
の
ゝ
ね
た
に
お
り
か
ら
こ
そ
は
ま
69
さ
る
物
な
る
を
は
る


と
物
の
と
ゝ
こ
ほ
り
な
き
う
み
つ
ら
な
る
に
な
か


春
秋
の
花
も
み
ち
の
さ
か
り
な
る
よ
り
は
た
ゝ
そ
こ
は
か
と
な
う
し
け
れ
る
か
け
と
も
な
ま
め
か
し
き
に
く
ゐ
な
の
う
ち
た
ゝ
き
た
る
は
た
か
門
さ
し
て
と
あ
は
れ
に
お
ほ
ゆ
ね
も
17
オ
い
と
に
な
う
い
つ
る
事こと
と
も
を
い
と
な
つ
か
し
う
ひ
き
な
ら
し
た
る
も
御
心
と
ま
り
て
・
こ
れ
は
女
の
な
つ
か
し
き
さ
ま
に
て
し
と
け
な
う
ひ
き
た
る
こ
そ
お
か
し
け
れ
と
お
ほ
か
た
に
の
給
を
入
道
は
あ
ひ
な
く
う
ち
ゑ
み
て
あ
そ
は
す
よ
り
な
つ
か
し
き
さ
ま
な
る
は
い
つ
こ
の
か
侍
ら
ん
な
に
か
し
延
喜
の
御
て
よ
り
ひ
き
つ
た
へ
た
る
事こと
三
代
に
な
ん
な
り
侍
ぬ
る
を
か
う
つ
た
な
き
身
に
て
こ
の
よ
の
事
は
す
て
わ
す
れ
侍
ぬ
る
を
も
の
ゝ
せ
ち
に
い
ふ
せ
き
お
り


は
か
き
な
ら
し
侍
ぬ
る
を
あ
や
し
う
ま
ね
ふ
も
の
ゝ
侍
こ
そ
17
ウ
し
ね
ん
に
か
の
せ
ん
大
王
の
御
て
に
か
よ
ひ
て
侍
れ
山
伏
の
ひ
か
み
ゝ
に
松
風
を
き
ゝ
わ
た
し
侍
に
や
あ
ら
ん
い
か
て
こ
れ
し
の
ひ
て
き
こ
し
め
さ
せ
て
し
か
な
と
き
こ
ゆ
る
ま
ゝ
に
う
ち
わ
な
ゝ
き
て
な
み
た
お
と
す
へ
か
め
り
・
君
こ
と
を
こ
と
ゝ
も
き
ゝ
給
ま
し
か
り
け
る
あ
た
り
に
ね
た
き
わ
さ
か
な
と
て
を
し
や
り
給
に
あ
や
し
う
む
か
し
よ
り
し
や
う
は
女
な
ん
ひ
き
と
る
物
な
り
け
る
さ
か
の
御
つ
た
へ
に
て
女
五
宮
さ
る
世
の
な
か
の
上
手
に
も
の
し
給
け
る
そ
の
御
す
ち
に
て
と
り
た
て
ゝ
つ
た
ふ
る
人
な
し
す
へ
て
た
ゝ
い
ま
世
に
18
オ
な
を
と
れ
る
人
々
か
き
な
て
の
心
や
り
は
か
り
に
の
み
あ
る
を
こ
ゝ
に
か
う
ひ
き
こ
め
給
へ
り
け
る
い
と
け
う
あ
り
け
る
こ
と
か
な
い
か
て
か
は
き
く
へ
き
と
の
給
ふ
・
き
こ
し
め
さ
む
に
は
何
の
は
ゝ
か
り
か
は
侍
ら
む
御
ま
へ
に
め
し
て
も
あ
き
人
の
中
に
て
た
に
こ
そ
ふ
る
事
き
ゝ
は
や
す
人
は
侍
け
れ
ひ
わ
な
む
ま
こ
と
の
ね
を
ひ
き
し
つ
む
る
人
い
に
し
へ
も
か
た
う
侍
し
を
お
さ


と
ゝ
こ
ほ
る
事
な
う
な
つ
か
し
き
70
て
な
と
す
ち
こ
と
に
な
む
い
か
て
た
と
る
に
か
侍
ら
ん
あ
ら
き
な
み
の
こ
ゑ
に
ま
し
る
は
か
な
し
く
も
思
た
18
ウ
ま
へ
ら
れ
な
か
ら
か
き
つ
む
る
も
の
な
け
か
し
さ
ま
き
る
ゝ
お
り


も
は
へ
り
な
と
す
き
ゐ
た
れ
は
お
か
し
と
お
ほ
し
て
さ
う
の
こ
と
と
り
か
へ
て
給
は
せ
た
り
け
に
い
と
す
く
し
て
か
い
ひ
き
た
り
い
ま
の
世
に
き
こ
え
ぬ
す
ち
ひ
き
つ
け
て
○て
つ
か
ひ
い
と
い
た
う
か
ら
め
き
ゆ
の
ね
ふ
か
う
す
ま
し
た
り
い
せ
の
う
み
な
ら
ね
と
き
よ
き
な
き
さ
に
か
ひ
や
ひ
ろ
は
ん
な
と
こ
ゑ
よ
き
人
に
う
た
は
せ
て
我
も
と
き


拍
子
と
り
て
声
う
ち
そ
へ
給
を
こ
と
ひ
き
さ
し
つ
ゝ
め
て
き
こ
ゆ
御
く
た
物
な
と
め
つ
ら
し
き
さ
ま
に
て
ま
い
ら
せ
人
々
に
さ
け
し
19
オ
ゐ
そ
し
な
と
し
て
を
の
つ
か
ら
も
の
わ
す
れ
し
ぬ
へ
き
よ
の
さ
ま
な
り
・
い
た
く
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に
浜
か
せ
す
ゝ
し
う
て
月
も
い
り
か
た
に
な
る
ま
ゝ
に
す
み
ま
さ
り
て
し
つ
か
な
る
ほ
と
に
御
も
の
か
た
り
の
こ
り
な
く
き
こ
え
て
こ
の
う
ら
に
す
み
は
し
め
し
ほ
と
の
心
つ
か
ひ
の
ち
の
世
を
つ
と
む
る
さ
ま
か
き
く
つ
し
き
こ
え
て
こ
の
む
す
め
○の
あ
り
さ
ま
と
は
す
か
た
り
に
き
こ
ゆ
お
か
し
き
も
の
ゝ
さ
す
か
に
あ
は
れ
と
き
ゝ
給
ふ
し
も
あ
り
・
い
と
ゝ
り
申
か
た
き
事
な
れ
と
我
君
か
う
お
ほ
え
な
き
せ
か
ひ
に
か
り
に
て
も
う
つ
ろ
ひ
お
19
ウ
は
し
ま
し
た
る
は
も
し
年
こ
ろ
老
法
師
の
い
の
り
申
侍
る
神
仏
の
あ
は
れ
ひ
お
は
し
ま
し
て
し
は
し
の
ほ
と
御
こ
ゝ
ろ
を
も
な
や
ま
し
た
て
ま
つ
る
に
や
と
な
ん
お
も
ふ
給
ふ
る
そ
の
ゆ
へ
は
住
吉
の
神
を
た
の
み
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
こ
の
十
八
年
に
な
り
侍
ぬ
め
の
わ
ら
は
の
い
と
き
な
う
侍
し
よ
り
お
も
ふ
心
侍
て
と
し
こ
と
の
春
秋
こ
と
に
か
な
ら
す
か
の
み
や
し
ろ
に
ま
い
る
事
な
む
侍
ひ
る
よ
る
の
六
時
の
つ
と
め
に
み
つ
か
ら
の
は
ち
す
の
う
へ
の
ね
か
ひ
を
は
さ
る
物
に
て
た
ゝ
こ
の
人
を
た
か
き
ほ
い
か
な
へ
た
ま
へ
と
20
オ
71
な
ん
念
し
侍
さ
き
の
世
の
ち
き
り
つ
た
な
く
て
こ
そ
か
く
く
ち
お
し
き
山
か
つ
と
な
り
侍
け
め
お
や
大
臣
の
く
ら
ゐ
を
た
も
ち
給
へ
り
き
み
つ
か
ら
か
く
ゐ
な
か
の
た
み
と
な
り
に
て
は
へ
り
つ
き


さ
の
み
お
と
り
ま
か
しら
は
な
に
の
身
に
か
な
り
は
へ
ら
ん
と
か
な
し
く
お
も
ひ
侍
る
を
こ
れ
は
む
ま
れ
し
時
よ
り
た
の
む
と
こ
ろ
な
む
侍
い
か
に
し
て
宮
こ
の
た
か
き
人
に
た
て
ま
つ
ら
む
と
お
も
ふ
心
ふ
か
き
に
よ
り
ほ
と


に
つ
け
て
あ
ま
た
の
人
の
そ
ね
み
を
お
ひ
み
の
た
め
か
しら
き
め
を
見
る
お
り


も
お
ほ
く
侍
れ
と
さ
ら
に
20
ウ
く
る
し
み
と
お
も
ひ
侍
ら
す
い
の
ち
の
か
き
り
は
せ
は
き
こ
ろ
も
に
も
は
く
ゝ
み
侍
な
ら
ん
か
く
な
か
ら
み
す
て
侍
る
は
な
み
の
な
か
に
も
ま
し
らり
う
せ
ね
と
な
ん
を
き
て
侍
な
と
す
へ
て
ま
ね
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
事
と
も
を
う
ち
な
き


き
こ
ゆ
・
君
も
も
の
を
さ
ま


お
ほ
し
つ
ゝ
く
る
お
り
か
ら
は
う
ち
な
み
た
く
み
つ
ゝ
き
こ
し
め
す
よ
こ
さ
ま
の
つ
み
に
あ
た
り
て
思
か
け
てぬ
せ
か
ひ
に
た
ゝ
よ
ふ
も
な
に
の
つ
み
に
か
と
お
ほ
つ
か
な
く
お
も
ひ
つ
る
を
今
夜
の
御
物
か
た
り
に
き
ゝ
あ
は
す
れ
は
け
に
あ
さ
か
ら
ぬ
さ
き
の
世
の
ち
き
21
オ
り
に
こ
そ
い
と
あ
は
れ
に
な
ん
な
と
か
は
か
く
さ
た
か
に
お
も
ひ
し
り
給
け
る
○こと
を
い
ま
ゝ
て
は
つ
け
給
は
さ
り
つ
ら
ん
宮
こ
は
な
れ
し
と
き
よ
り
世
の
つ
ね
な
き
も
あ
ち
き
な
う
お
こ
な
ひ
よ
り
ほ
か
の
事
な
く
て
月
日
を
ふ
る
に
心
も
み
な
く
つ
を
れ
に
け
り
か
ゝ
る
人
も
の
し
給
と
は
ほ
の
き
ゝ
な
か
ら
い
た
つ
ら
人
を
は
ゆ
ゝ
し
き
物
に
こ
そ
お
も
ひ
す
て
給
ふ
ら
め
と
お
も
ひ
く
つ
し
つ
る
を
さ
ら
は
み
ち
ひ
き
給
へ
き
に
こ
そ
あ
るな
れ
心
ほ
そ
き
ひ
と
り
ね
の
な
く
さ
め
に
も
な
と
の
給
を
か
き
り
な
く
う
れ
し
と
お
も
へ
り
21
ウ
ひ
と
り
ね
は
君
も
し
り
ぬ
や
つ
れ


と
お
も
ひ
あ
か
し
の
う
ら
さ
ひ
し
さ
を
ま
し
て
年
月
お
も
ひ
給
へ
わ
た
る
い
ふ
せ
さ
を
を
し
は
か
ら
せ
給
へ
と
き
こ
ゆ
る
け
72
は
ひ
う
ち
わ
な
ゝ
き
た
れ
と
さ
す
か
に
ゆ
へ
な
か
ら
す
・
さ
れ
と
う
ら
な
れ
給
へつ
ら
ん
人
は
と
て
た
ひ
こ
ろ
も
う
ら
か
な
し
さ
に
あ
か
し
か
ね
草
の
ま
く
ら
は
夢
も
む
す
は
す
と
う
ち
み
た
れ
た
ま
へ
る
御
あ
り
さ
ま
は
い
と
そ
あ
い
き
や
う
つ
き
い
ふ
よ
し
な
き
御
け
は
ひ
な
る
・
か
す
し
ら
ぬ
事
と
も
き
こ
え
つ
く
し
た
れ
と
う
る
さ
し
や
ひ
か
こ
と
と
も
に
か
き
な
し
22
オ
た
れ
は
い
と
ゝ
お
こ
に
か
た
く
な
し
き
入
道
の
心
は
へ
も
あ
ら
は
れ
ぬ
へ
か
め
り
・
思
事
か
つ


か
な
ひ
ぬ
る
心
ち
し
て
す
ゝ
し
う
お
も
ひ
ゐ
た
る
に
又
の
日
の
ひ
る
つ
か
た
を
か
へ
に
御
文
つ
か
は
す
心
は
つ
か
し
き
さ
ま
な
め
る
〇も
な
か


か
ゝ
る
も
の
ゝ
く
ま
に
そ
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
事
も
こ
も
る
へ
か
め
る
と
心
つ
か
ひ
し
給
ひ
て
こ
ま
の
く
る
み
い
ろ
の
紙
に
え
な
ら
す
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
を
ち
こ
ち
も もイの
し
ら
ぬ
雲
井
に
な
か
め
わ
ひ
か
す
め
し
や
と
の
木
す
ゑ
を
そ
と
ふ
お
も
ふ
に
は
と
は
か
り
や
あ
り
22
ウ
け
む
入
道
も
人
し
れ
す
ま
ち
き
こ
ゆ
と
て
か
の
い
ゑ
に
き
ゐ
た
り
け
る
も
し
る
け
れ
は
御
つ
か
ひ
い
と
ま
は
ゆ
き
ま
て
ゑ
は
す
御
返
い
と
ひ
さ
し
う
ち
に
い
り
て
そ
ゝ
の
か
せ
と
む
す
め
は
さ
ら
に
き
か
す
い
と
は
つ
か
し
け
な
る
御
ふ
み
の
さ
ま
に
さ
し
い
て
ん
て
つ
き
も
は
つ
か
し
う
つ
ゝ
ま
し
う
人
の
御
ほ
と
わ
か
身
の
ほ
と
お
も
ふ
に
こ
よ
な
く
て
心
ち
あ
し
と
て
よ
り
ふ
し
ぬ
い
ひ
わ
ひ
て
入
道
そ
か
く
・
い
と
か
し
こ
き
は
ゐ
な
か
ひ
て
侍
た
も
と
に
つ
ゝ
み
あ
ま
り
ぬ
る
に
や
さ
ら
に
見
給
へ
も
を
よ
ひ
侍
ら
ぬ
か
し
こ
さ
に
な
ん
さ
る
は
23
オ
な
か
む
ら
ん
お
な
し
雲
井
を
な
か
む
る
は
お
も
ひ
も
お
な
し
お
も
ひ
な
る
ら
ん
と
な
む
見
給
ふ
る
い
と
す
き
す
き
しし
や
と
き
こ
え
た
り
み
ち
の
く
に
か
み
に
い
た
う
ふ
る
め
き
た
れ
と
かか
き
さ
ま
よ
し
は
み
た
り
け
に
も
す
き
た
る
か
な
と
め
さ
ま
し
う
見
給
御
つ
か
ひ
に
な
へ
て
な
ら
ぬ
玉
も
な
と
か
つ
け
た
り
又
の
日
せ
73
む
し
か
き
は
見
し
ら
す
な
ん
と
て
い
ふ
せ
く
も
心
に
物
を
な
や
む
か
な
や
よ
や
い
か
に
と
と
ふ
人
も
な
み
と
こ
の
た
ひ
は
い
と
い
た
う
な
よ
ひ
た
る
う
す
や
う
に
い
と
う
つ
く
し
け
に
か
き
給
へ
23
ウ
りり
わ
か
き
人
の
め
て
さ
ら
ん
も
い
と
あ
ま
り
む
も
れ
い
た
か
ら
ん
め
て
た
し
と
み
れ
と
な
す
ら
ひ
な
ら
ぬ
身
の
ほ
と
の
い
み
し
う
か
ひ
な
け
れ
は
な
か


よ
に
あ
る
物
と
た
つ
ね
し
り
給
に
つ
け
て
な
み
た
く
ま
れ
て
さ
ら
に
れ
い
の
と
う
な
き
を
せ
め
て
い
は
れ
て
あ
さ
か
ら
す
し
め
た
る
む
ら
さ
き
の
紙
に
す
み
つ
き
こ
く
う
す
く
ま
き
ら
は
し
て
お
も
ふ
ら
ん
心
の
ほ
と
や
や
よ
い
か
に
ま
た
み
ぬ
人
の
き
ゝ
か
な
や
ま
む
て
の
さ
ま
か
き
た
る
さ
ま
な
と
や
む
こ
と
な
き
人
に
い
た
う
お
と
る
ま
し
う
上
手
め
24
オ
き
た
り
京
の
事
お
ほ
え
て
を
か
し
と
見
給
へ
と
う
ち
し
き
り
て
つ
か
は
さ
む
も
人
め
つ
ゝ
ま
し
け
れ
は
二
三
日
へ
た
て
つ
ゝ
つ
れ


な
る
夕
く
れ
も
し
は
物
あ
は
れ
な
る
あ
け
ほ
の
な
と
や
う
に
ま
き
ら
は
し
て
お
り


人
も
お
な
し
心
に
見
し
り
ぬ
へ
き
ほ
と
を
し
は
か
り
て
か
き
か
は
し
給
に
に
け
な
か
ら
す
心
ふ
か
う
お
も
ひ
あ
か
り
た
る
け
し
き
も
み
て
は
や
ま
し
と
お
ほ
す
物
か
ら
よ
し
き
よ
か
ら
う
し
て
い
ひ
し
け
し
き
も
め
さ
ま
し
う
と
し
こ
ろ
心
つ
け
て
あ
ら
ん
を
め
の
ま
へ
に
お
も
ひ
た
か
へ
ん
○も
い
と
お
し
う
お
ほ
し
め
く
ら
24
ウ
さ
れ
て
人
す
ゝ
み
ま
い
ら
は
さ
る
か
た
に
て
も
ま
き
ら
は
し
て
ん
と
お
ほ
せ
と
女
は
た
た
中


や
ん
事
な
き
ゝ
は
の
人
よ
り
も
い
た
う
思
あ
か
り
て
ね
た
け
に
も
て
な
し
き
こ
え
た
れ
は
心
く
ら
へ
に
て
そ
す
す
き
け
る
・
京
の
事
を
か
く
をせ
き
へ
た
ゝ
り
て
は
い
よ


お
ほ
つ
か
な
く
お
も
ひ
き
こ
え
給
て
い
か
に
せ
ま
し
た
は
ふ
れ
に
く
ゝ
も
あ
る
か
な
し
の
ひ
て
や
む
か
へ
た
て
ま
つ
り
て
ま
し
と
お
ほ
し
よ
は
る
お
り


あ
れ
と
さ
り
と
も
か
く
て
や
は
と
し
を
か
さ
ね
ん
い
ま
74
さ
ら
に
人
わ
ろ
き
こ
と
を
は
と
お
ほ
し
し
つ
め
た
り
・
そ
25
オ
の
と
し
お
ほ
や
け
に
も
の
ゝ
さ
と
し
し
き
り
て
物
さ
は
か
し
き
事
お
ほ
か
り
三
月
十
三
日
か
み
な
り
ひ
ら
め
き
雨
風
さ
は
か
し
き
夜
み
か
と
の
御
夢
に
院
の
御
門
お
ま
へ
の
み
は
し
の
も
と
に
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
て
御
け
し
き
い
と
あ
し
う
て
に
しら
み
き
こ
え
さ
せ
給
を
か
し
こ
ま
り
て
お
は
し
ま
す
き
こ
え
さ
せ
給
事
と
も
お
ほ
か
り
源
氏
の
御
事
な
り
け
ん
か
し
い
と
(
)
お
そ
ろ
し
う
いイ
と
お
し
と
お
ほ
し
て
き
さ
き
に
き
こ
え
さ
せ
給
け
れ
は
あ
め
な
と
ふ
り
空
み
た
れ
た
る
夜
は
思
な
し
な
る
事
は
さ
そ
侍
か
ろ
○
し
き
や
う
に
お
ほ
25
ウ
し
お
と
ろ
く
ま
し
き
事
と
き
こ
え
給
に
ら
み
給
し
に
見
あ
は
せ
給
と
み
し
け
に
や
御
め
に
わ
つ
ら
ひ
給
て
た
へ
か
た
う
な
や
み
給
御
つ
ゝ
し
み
内
に
も
宮
に
も
か
き
り
な
く
せ
さ
せ
給
お
ほ
き
お
と
ゝ
う
せ
給
ぬ
こ
と
は
り
の
御
よ
は
ひ
な
れ
と
つ
き


に
を
の
つ
か
ら
さ
は
か
し
き
事
あ
る
に
大
宮
も
そ
こ
は
か
と
な
う
わ
つ
ら
ひ
給
て
ほ
と
ふ
れ
は
よ
は
り
給
や
う
な
る
う
ち
に
お
ほ
し
な
け
く
事
さ
ま


な
り
猶
こ
の
源
氏
の
君
ま
こ
と
に
を
か
し
な
き
に
て
か
く
し
つ
む
な
ら
は
か
な
ら
す
こ
の
む
く
ひ
あ
り
な
ん
と
な
ん
お
ほ
え
侍
い
ま
は
26
オ
な
を
も
と
の
く
ら
ゐ
を
も
給
ひ
て
ん
と
た
ひ


お
ほ
し
○の
給
を
世
の
も
と
き
か
ろ


し
き
や
う
な
○る
へ
し
つ
み
に
お
ち
て
宮
こ
を
さ
り
し
人
を
三
年
を
た
に
す
く
さ
す
ゆ
る
さ
れ
ん
事
は
よ
の
ひ
と
も
い
か
ゝ
い
ひ
つ
た
へ
侍
ら
ん
な
と
き
さ
き
か
た
く
い
さ
め
給
に
お
ほ
し
は
ゝ
か
る
ほ
と
に
月
日
か
さ
な
り
て
御
な
や
み
と
も
さ
ま


に
お
も
り
ま
さ
ら
せ
給
・
あ
か
し
に
は
れ
い
の
あ
き
は
は
ま
風
の
こ
と
な
る
に
ひ
と
り
ね
も
ま
め
や
か
に
物
わ
ひ
し
う
て
入
道
に
も
お
り


か
た
ら
は
せ
給
と
か
く
ま
き
ら
は
し
て
こ
ち
ま
い
ら
せ
よ
と
の
給
て
わ
た
り
給
は
ん
事
を
は
あ
かる
ま
し
う
お
ほ
26
ウ
し
た
る
を
さ
う
し
み
は
た
さ
ら
に
お
も
ひ
た
つ
た
つ
へ
く
75
も
あ
ら
す
い
と
く
ち
お
し
き
ゝ
は
の
ゐ
中
人
こ
そ
か
り
に
く
た
り
た
る
人
の
う
ち
とつイ
け
事
に
つ
き
て
さ
や
う
に
か
る
ら
か
に
か
た
ら
ふ
わ
さ
を
も
す
な
れ
人
か
す
に
も
お
ほ
さ
れ
さ
ら
ん
物
ゆ
へ
わ
れ
は
い
み
し
き
も
の
お
も
ひ
を
や
そ
へ
ん
か
く
を
よ
ひ
な
き
心
を
お
も
へ
る
お
や
た
ち
も
よ
こ
も
り
て
す
く
す
と
し
月
こ
そ
あ
い
な
た
の
み
に
ゆ
く
す
ゑ
○心
に
く
ゝ
お
も
ふ
ら
め
中


な
る
こ
ゝ
ろ
を
や
つ
く
さ
む
と
思
て
た
ゝ
こ
の
う
ら
に
を
は
せ
ん
ほ
と
か
ゝ
る
御
ふ
み
は
か
り
を
き
こ
え
か
は
さ
む
こ
そ
27
オ
を
ろ
か
な
ら
ね
と
し
こ
ろ
を
と
に
の
み
き
ゝ
て
い
つ
れか
は
さ
る
人
の
御
あ
り
さ
ま
を
ほ
の
か
に
も
み
た
て
ま
つ
ら
ん
な
と
は
る
か
に
思
き
こ
え
し
を
か
く
思
ひ
か
け
さ
り
し
御
す
ま
ひ
に
て
ま
ほ
な
ら
ね
と
ほ
の
か
に
も
み
た
て
ま
つ
り
よ
に
な
き
物
と
き
ゝ
つ
た
へ
し
御
こ
と
の
ね
を
も
か
せ
に
つ
け
て
き
ゝ
あ
け
く
れ
の
御
あ
り
さ
ま
お
ほ
つ
か
な
か
ら
て
か
く
ま
て
よ
に
あ
る
物
と
お
ほ
し
た
つ
ぬ
る
な
と
こ
そ
か
ゝ
る
あ
ま
の
な
か
に
朽
ぬ
る
身
に
あ
ま
る
事
な
れ
な
と
お
も
ふ
に
い
よ


は
つ
か
し
う
て
つ
ゆ
も
け
ち
か
き
事
は
お
も
ひ
よ
ら
す
お
や
た
ち
は
こ
ゝ
ら
の
と
し
こ
ろ
の
い
の
り
27
ウ
の
か
な
ふ
へ
き
き
(
マ
マ)
を
思
な
か
ら
ゆ
く
り
か
に
見
せ
た
て
ま
つ
り
て
お
ほ
し
か
す
ま
へ
さ
ら
ん
と
き
い
か
な
る
な
け
き
を
か
せ
ん
と
お
も
ひ
や
る
に
ゆ
ゝ
し
く
て
め
て
た
き
人
と
き
こ
ゆ
と
も
つ
ら
う
い
み
し
う
も
あ
る
へ
き
か
な
め
に
見
え
ぬ
仏
神
を
た
の
み
た
て
ま
つ
り
○て
人
の
御
心
を
も
す
く
せ
を
も
し
ら
て
な
と
う
ち
か
へ
し
お
も
ひ
み
た
れ
た
り
・
君
は
こ
の
こ
ろ
ののイ
な
み
の
お
と
に
か
の
物
の
ね
を
き
か
は
や
さ
ら
す
は
か
ひ
な
く
こ
そ
な
と
つ
ね
は
の
た
ま
ふ
し
の
ひ
て
よ
ろ
し
き
日
み
て
は
ゝ
君
の
と
か
く
お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
を
き
ゝ
い
れ
す
弟
子
と
も
な
と
○にイ
28
オ
た
に
し
ら
せ
す
心
ひ
と
つ
に
た
ち
ゐ
か
ゝ
や
く
は
か
り
し
つ
ら
ひ
て
十
二
○二イ
三
日
の
月
の
は
な
や
か
に
さ
し
い
て
た
る
に
た
ゝ
あ
た
ら
夜
の
と
き
こ
え
た
り
君
は
す
き
の
さ
ま
や
と
お
ほ
せ
と
御
な
を
し
た
て
ま
つ
り
ひ
き
つ
76
く
ろ
ひ
て
夜
ふ
か
し
て
い
て
給
御
く
る
ま
は
に
な
く
つ
く
り
た
れ
と
所
せ
し
と
て
御
馬
に
て
い
て
給
こ
れ
み
つ
な
と
は
か
り
を
さ
ふ
ら
は
せ
給
や
ゝ
と
を
く
い
る
所
な
り
け
り
み
ち
の
ほ
と
も
よ
も
の
う
ら


み
わ
た
し
給
て
思
と
ち
見
ま
ほ
し
き
い
り
え
の
月
か
け
に
も
ま
つ
恋
し
き
人
の
御
事
を
思
い
て
き
こ
え
給
に
や
か
て
馬
ひ
き
す
28
ウ
き
て
を
も
む
き
ぬ
へ
く
お
ほ
す
秋
の
夜
の
つ
き
け
の
こ
ま
よ
我
こ
ふ
る
雲
井
を
か
け
れ
時
の
ま
も
み
ん
と
う
ち
ひ
と
○り
こ
た
れ
給
ふ
つ
く
れ
る
さ
ま
こ
ふ
か
く
い
た
き
所
ま
さ
り
て
見
と
こ
ろ
あ
る
す
ま
ゐ
な
り
海
の
つ
ら
は
い
か
め
し
う
お
も
し
ろ
く
こ
れ
は
心
ほ
そ
く
す
み
た
る
さ
ま
こ
ゝ
に
ゐ
て
思
の
こ
す
事
は
あ
ら
し
と
す
む
ら
ん
と
お
ほ
し
や
ら
る
ゝ
に
物
あ
は
れ
な
り
三
昧
堂
ち
か
く
て
か
ね
の
こ
ゑ
松
の
風
に
ひ
ゝ
き
あ
ひ
て
物
か
な
し
う
岩
に
お
ひ
た
る
松
の
ね
さ
し
も
心
は
え
あ
る
さ
ま
な
り
前
栽
と
も
に
む
し
の
こ
ゑ
を
29
オ
つ
く
し
た
り
こ
ゝ
か
し
こ
の
あ
り
○さま
な
と
御
覧
す
む
す
め
す
ま
せ
た
る
か
た
は
こ
ゝ
ろ
こ
と
に
み
か
き
て
月
い
れ
た
る
ま
き
の
戸
く
ち
け
し
き
こ
と
に
を
し
あ
け
た
り
う
ち
や
す
ら
ひ
な
に
か
と
の
た
ま
ふ
に
も
か
う
ま
て
は
み
え
た
て
ま
つ
ら
し
と
ふ
か
う
お
も
ふ
に
物
な
け
か
し
う
て
う
ち
と
け
ぬ
心
さ
ま
を
こ
よ
な
う
も
人
め
き
た
る
か
な
さ
し
も
あ
る
ま
し
き
ゝ
は
の
人
た
に
か
は
か
り
い
ひ
よ
り
ぬ
れ
は
心
つ
よ
う
し
も
あ
ら
す
な
ら
ひ
た
り
し
を
い
と
か
く
や
つ
れ
た
る
に
あ
な
つ
ら
は
し
き
に
や
と
ね
た
う
さ
ま


に
お
ほ
し
な
や
め
り
な
さ
け
な
29
ウ
う
を
し
た
ゝ
ん
も
こ
と
の
さ
ま
に
た
か
へ
り
心
く
ら
へ
に
ま
け
ん
こ
そ
人
わ
る
け
れ
な
と
み
た
れ
う
ら
み
給
さ
ま
け
に
物
お
も
ひ
し
ら
ん
人
に
こ
そ
み
せ
ま
ほ
し
け
れ
ち
か
き
木
帳
の
ひ
も
に
さ
う
の
琴
の
ひ
き
な
ら
さ
れ
た
る
も
け
は
ひ
し
と
け
な
く
う
ち
と
け
な
か
ら
か
き
ま
さ
く
り
け
る
ほ
と
み
え
て
お
か
し
け
れ
は
こ
の
き
ゝ
な
ら
し
た
る
事こと
を
さ
へ
や
な
と
よ
ろ
つ
に
の
た
ま
ふ
77
む
つ
こ
と
を
か
た
り
あ
は
せ
ん
人
も
か
な
う
き
世
の
夢
も
な
か
は
さ
む
や
と
あ
け
ぬ
夜
に
や
か
て
ま
と
へ
る
心
に
は
い
つ
れ
を
ゆ
め
と
30
オ
わ
き
て
か
た
ら
む
ほ
の
か
な
る
け
は
ひ
伊
勢
の
宮
す
所
に
い
と
よ
う
お
ほ
え
た
り
な
に
こ
ゝ
ろ
も
な
く
う
ち
と
け
て
ゐ
た
り
け
る
を
か
う
物
お
ほ
え
ぬ
に
い
と
わ
り
な
く
て
け
ち
か
か
り
け
る
さ
う
し
の
う
ち
に
い
り
て
い
か
て
か
た
め
け
る
に
か
い
と
つ
よ
き
を
し
ゐ
て
も
を
し
た
ち
給
は
ぬ
さ
ま
な
り
さ
れ
と
さ
の
み
も
い
か
て
か
あ
ら
ん
人
さ
ま
い
と
あ
て
に
そ
ひ
え
て
心
は
つ
か
し
き
け
は
ひ
そ
し
た
る
か
う
あ
な
か
ち
な
り
け
る
ち
き
り
を
お
ほ
す
に
も
あ
さ
か
ら
す
あ
は
れ
な
り
御
心
さ
し
の
ち
か
ま
さ
り
す
る
な
る
へ
し
つ
ね
は
い
と
は
し
き
よ
の
な
か
さ
も
と
30
ウ
く
あ
け
ぬ
る
心
ち
す
れ
は
人
に
し
ら
れ
し
と
お
ほ
す
も
心
あ
は
た
ゝ
し
う
て
こ
ま
か
に
か
た
ら
ひ
を
き
て
い
て
給
ぬ
御
ふ
み
い
と
し
の
ひ
て
そ
け
ふ
は
あ
る
あ
い
な
き
御
心
の
お
に
な
り
や
こ
ゝ
に
も
か
ゝ
る
事
い
か
て
も
ら
さ
し
と
つ
ゝ
み
て
御
つ
か
ひ
こ
と


し
う
も
も
て
な
さ
ぬ
を
お
も
へ
り
か
く
て
後
は
し
の
ひ
つ
ゝ
と
き


お
は
す
ほ
と
も
す
こ
し
は
な
れ
た
る
に
を
の
つ
か
ら
物
い
ひ
さ
か
な
き
あ
ま
の
こ
も
や
た
ち
ま
し
ら
ん
と
お
ほ
し
は
ゝ
か
る
ほ
と
を
さ
れ
は
よ
と
お
も
ひ
な
け
き
た
る
を
け
に
い
か
な
ら
ん
と
入
道
も
極
楽
の
ね
か
ひ
を
は
わ
す
れ
て
た
ゝ
31
オ
こ
の
御
け
し
き
を
ま
つ
こ
と
に
は
す
い
ま
さ
ら
に
心
を
み
た
る
も
い
と


お
し
け
な
り
・
二
条
の
君
の
か
せ
の
つ
て
に
て
も
も
り
き
ゝ
給
は
ん
事
は
た
は
ふ
れ
に
て
も
こ
ゝ
ろ
の
へ
た
て
あ
り
け
る
と
お
も
ひ
う
と
ま
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
は
心
く
る
し
う
は
つ
か
し
う
お
ほ
さ
る
ゝ
も
あ
な
か
ち
な
る
御
心
さ
し
の
ほ
と
な
り
か
し
か
ゝ
る
か
た
の
事
を
は
さ
す
か
に
心
と
ゝ
め
て
う
ら
み
給
へ
り
し
お
り


な
と
て
あ
や
な
き
す
さ
ひ
こ
と
に
つ
け
て
も
さ
思
は
れ
た
て
ま
つ
り
け
む
な
と
ゝ
り
か
へ
さ
ま
ほ
し
う
人
の
あ
り
様
を
み
給
に
つ
け
て
も
こ
ひ
し
さ
の
78
31
ウ
な
く
さ
む
か
た
な
け
れ
は
れ
い
よ
り
も
御
ふ
み
こ
ま
や
か
に
か
き
給
て
お
く
に
・
ま
こ
と
や
我
な
か
ら
心
よ
り
ほ
か
な
る
な
を
さ
り
事
に
て
う
と
ま
れ
た
て
ま
つ
り
し
ふ
し


を
思
い
つ
る
さ
へ
む
ね
い
た
き
に
又
あ
や
し
う
物
は
か
な
き
ゆ
め
を
こ
そ
み
侍
し
か
か
う
き
こ
ゆ
る
と
は
す
か
た
り
に
へ
た
て
な
き
心
の
ほ
と
は
お
ほ
し
あ
は
せ
よ
ち
か
ひ
し
事
も
な
と
か
き
て
な
に
事
に
つ
け
て
も
し
ほ


と
ま
つ
そ
な
か
る
ゝ
か
り
そ
め
の
み
る
め
は
あ
ま
の
す
さ
ひ
な
れ
と
も
と
あ
る
御
返
な
に
心
な
く
ら
う
た
け
に
か
き
て
は
て
に
し
の
ひ
か
ね
た
る
御
ゆ
め
か
た
り
32
オ
に
つ
け
て
も
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
る
ゝ
事
お
ほ
か
る
を
う
ら
な
く
も
お
も
ひ
け
る
か
な
ち
き
り
し
を
ま
つ
よ
り
な
み
は
こ
え
し
物
そ
と
お
ひ
ら
か
な
る
物
か
ら
た
ゝ
な
ら
す
か
す
め
た
ま
へ
る
を
い
と
あ
は
れ
に
う
ち
を
き
か
た
く
見
給
て
な
こ
り
ひ
さ
し
う
し
の
ひ
の
旅
ね
も
し
給
は
す
・
女
お
も
ひ
し
も
し
る
き
に
い
ま
そ
ま
こ
と
に
身
も
な
け
つ
へ
き
心
ち
す
る
ゆ
く
す
ゑ
み
し
か
け
な
る
お
や
は
か
り
を
た
の
も
し
き
物
に
て
い
つ
の
世
に
人
な
み


に
な
る
へ
き
身
と
は
お
も
は
さ
り
し
か
と
た
ゝ
そ
こ
は
か
と
な
く
て
す
く
し
つ
る
年
月
は
な
に
事
を
か
32
ウ
心
を
も
な
や
ま
し
け
む
か
う
い
み
し
う
物
お
も
は
し
き
よ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
と
か
ね
て
を
し
は
か
り
お
も
ひ
し
よ
り
も
よ
ろ
つ
に
か
な
し
け
れ
と
な
た
ら
か
に
も
て
な
し
て
に
く
か
ら
ぬ
さ
ま
に
み
え
た
て
ま
つ
る
あ
は
れ
と
は
月
日
に
そ
へ
て
お
ほ
し
ま
せ
と
や
ん
こ
と
な
き
か
た
の
お
ほ
つ
か
な
く
て
年
月
を
す
く
し
給
か
た
ゝ
な
ら
す
う
ち
お
も
ひ
を
こ
せ
給
ら
ん
か
い
と
心
く
る
し
け
れ
は
ひ
と
り
ふ
し
か
ち
に
て
す
く
し
給
・
ゑえ
を
さ
ま


か
き
あ
つ
め
て
お
も
ふ
事
と
も
を
か
き
つ
け
か
へ
り
事
き
く
へ
き
さ
ま
に
し
な
し
給
へ
り
み
む
人
の
心
に
し
み
ぬ
へ
き
物
の
さ
33
オ
ま
な
り
い
か
て
か
空
に
か
よ
ふ
御
心
な
ら
ん
二
条
の
君
も
物
あ
は
れ
に
な
く
さ
む
か
た
な
く
お
ほ
え
給
お
り


お
79
な
し
や
う
に
ゑえ
を
か
き
あ
つ
め
給
つ
ゝ
や
か
て
わ
か
御
あ
記
り
さ
ま
日
紀記
の
や
う
に
か
き
給
へ
り
い
か
な
る
へ
き
御
さ
ま
と
も
に
か
あ
ら
ん
・
と
し
か
は
り
ぬ
う
ち
に
御
く
す
り
の
事
あ
り
て
世
の
中
さ
ま


に
の
ゝ
し
る
た
う
た
い
の
み
こ
は
右
大
臣
の
御
む
す
め
承
香
殿
の
女
御
の
御
は
しら
に
お
と
こ
み
こ
む
ま
れ
給
へ
る
二
に
な
り
給
へ
は
い
と
い
は
け
な
し
春
宮
に
こ
そ
は
ゆ
つ
行り
き
こ
え
給
は
め
お
ほ
や
け
の
御
う
し
ろ
み
を
し
世
を
ま
つ
り
こ
つ
33
ウ
へ
き
人
を
お
ほ
し
め
く
ら
す
に
こ
の
源
氏
の
か
く
し
つ
み
給
事
い
と
あ
た
ら
し
う
あ
る
ま
し
き
事
な
れ
は
つ
い
に
き
さ
き
の
御
い
さ
め
を
も
そ
む
き
て
ゆ
る
さ
れ
給
ふ
へ
き
さ
た
め
い
て
き
ぬ
・
こ
そ
よ
り
き
さ
き
も
御
も
の
ゝ
け
に
な
や
み
給
ひ
さ
ま


の
も
の
の
さ
と
し
し
き
り
さ
は
か
し
き
を
い
み
し
き
御
つ
ゝ
し
み
と
も
を
し
た
ま
ふ
し
る
し
に
や
よ
ろ
し
う
お
は
し
ま
し
け
る
御
め
の
な
や
み
さ
へ
こ
の
こ
ろ
を
も
く
な
ら
せ
給
て
物
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
○おほ
さ
れ
け
れ
は
七
月
廿
よ
日
の
ほ
と
に
ま
た
か
さ
ね
て
京
へ
か
へ
ら
せ
給
へ
き
宣
旨
く
た
る
つ
い
の
34
オ
事
と
お
も
ひ
し
か
と
よ
の
つ
ね
な
き
に
つ
け
て
も
い
か
に
な
り
は
つ
へ
き
に
か
と
な
け
き
給
を
か
う
に
は
か
な
れ
は
う
れ
し
き
に
そ
へ
て
も
ま
た
こ
の
う
ら
を
い
ま
は
と
お
も
ひ
は
な
れ
ん
こ
と
を
お
ほ
し
な
け
く
に
入
道
さ
る
へ
き
事
と
お
も
ひ
な
か
ら
う
ち
き
く
よ
り
む
ね
ふ
た
か
り
て
お
ほ
ゆ
れ
と
思
ひ
の
事こと
さ
るか
え
給
は
ゝ
こ
そ
は
わ
か
お
も
ひ
の
か
な
ふ
に
は
あ
ら
め
な
と
お
も
ひ
な
を
す
・
そ
の
こ
ろ
は
夜
か
れ
な
く
か
た
ら
ひ
た
ま
ふ
六
月
は
か
り
よ
り
心
く
る
し
き
け
し
き
あ
り
て
な
や
み
け
り
か
く
わ
か
れ
給
へ
き
ほ
と
な
れ
は
あ
や
34
ウ
に
く
な
る
に
や
あ
り
け
む
あ
り
し
よ
り
も
あ
は
れ
に
お
ほ
し
て
あ
や
し
う
物
思
ふ
へ
き
身
に
も
あ
り
け
る
か
な
と
お
ほ
し
み
た
る
女
は
さ
ら
に
も
い
は
す
思
し
つ
み
た
り
い
と
こ
と
は
り
や
お
も
ひ
の
ほ
か
に
か
な
し
き
道
に
い
て
た
ち
給
し
か
と
つ
い
に
は
ゆ
き
め
く
り
き
な
ん
と
80
か
つ
は
お
ほ
し
な
く
さ
め
き
こ
の
た
ひ
は
う
れ
し
き
か
た
の
御
い
て
た
ち
の
又
や
は
か
へ
り
み
る
へ
き
と
お
ほ
す
に
あ
は
れ
な
り
・
さ
ふ
ら
ふ
人
々
○も
ほ
と


に
つ
け
て
は
よ
ろ
こ
ひ
思
ひ
京
よ
り
も
御
む
か
へ
に
人
々
ま
い
り
心
ち
よ
け
な
る
を
あ
る
し
の
入
道
な
み
た
に
く
れ
て
35
オ
月
も
た
ち
ぬ
ほ
と
さ
へ
あ
は
れ
な
る
空
の
け
し
き
に
な
そ
や
心
つ
か
ら
い
ま
も
む
か
し
も
す
ゝ
ろ
な
る
こ
と
に
て
身
を
は
ふ
しら
か
す
ら
む
と
さ
ま


に
お
ほ
し
み
た
れ
た
る
を
心
し
れ
る
人
々
は
あ
な
に
く
れ
い
の
御
く
せ
そ
と
み
た
て
ま
つ
り
む
つ
か
る
め
り
月
こ
ろ
は
つ
ゆ
人
に
け
し
き
み
せ
す
時
々
は
ひ
ま
き
れ
な
と
し
給
つ
る
つ
れ
な
さ
を
こ
の
こ
ろ
あ
や
に
く
に
な
か


の
人
の
心
つ
く
し
に
と
つ
き
し
ろ
ふ
・
少
約
言
の
し
る
へ
し
て
き
こ
え
い
て
し
は
し
め
の
事
な
と
さ
ゝ
め
き
あ
へ
る
を
た
ゝ
な
ら
す
お
も
へ
り
・
あ
さ
て
斗
に
な
り
て
れ
い
の
や
う
に
35
ウ
い
た
う
も
ふ
か
さ
て
わ
た
り
給
へ
り
さ
や
か
に
も
ま
た
み
た
は
(
マ
マ)
ぬ
か
た
ち
な
と
い
と
よ
し


う
う
た
け
た
か
き
さ
ま
し
て
め
さ
ま
し
う
も
あ
り
け
る
か
な
と
み
す
て
か
た
く
く
ち
お
し
う
お
ほ
さ
る
さ
る
へ
き
さ
ま
に
て
む
か
へ
む
と
お
ほ
し
た
り
ぬ
さ
や
う
に
そ
か
た
ら
ひ
な
く
さ
め
た
ま
ふ
お
と
こ
の
御
か
た
ち
あ
り
さ
ま
は
た
さ
ら
に
も
い
は
す
と
し
こ
ろ
の
御
を
こ
な
ひ
に
い
た
く
お
も
や
せ
給
へ
る
し
も
い
ふ
か
た
な
く
め
て
た
き
御
あ
り
さ
ま
に
て
心
く
る
し
け
な
る
け
し
き
に
う
ち
な
み
た
く
み
つ
ゝ
あ
は
れ
ふ
か
く
ち
き
り
給
へ
る
は
た
ゝ
か
は
り
を
さ
36
オ
い
は
ひ
に
て
も
な
と
か
や
ま
さ
ら
ん
と
ま
て
そ
見
ゆ
め
れ
と
め
て
た
き
に
し
も
わ
か
身
の
ほ
と
を
お
も
ふ
に
も
つ
き
せ
す
・
な
み
の
こ
ゑ
秋
の
風
に
は
な
を
ひ
ゝ
き
こ
と
な
り
し
ほ
や
く
け
ふ
り
か
す
か
に
た
な
ひ
き
て
と
り
あ
つ
め
た
る
所
の
さ
ま
な
り
こ
の
た
ひ
は
た
ち
わ
か
る
と
も
も
し
ほ
や
く
煙
は
お
な
し
か空
た
に
な
ひ
か
ん
と
の
た
ま
へ
は
か
き
つ
め
て
あ
ま
の
た
く
も
の
お
も
ひ
に
も
今
は
か
ひ
81
な
き
う
ら
み
た
に
せ
し
あ
は
れ
に
う
ち
な
き
て
事こと
す
く
な
ゝ
る
物
か
ら
さ
る
へ
き
ふ
し
の
御
い
ら
へ
な
と
あ
さ
36
ウ
か
ら
す
き
こ
ゆ
・
こ
の
つ
ね
に
ゆ
か
し
か
り
給
も
の
ゝ
ね
な
と
さ
ら
に
き
か
せ
た
て
ま
つ
ら
さ
り
つ
る
を
い
み
し
う
う
ら
み
給
ふ
さ
ら
は
か
た
み
に
も
し
の
ふ
は
か
り
の
ひ
と
こ
と
を
た
に
と
の
給
て
京
よ
り
も
て
お
は
し
ま
し
た
り
し
琴キン
の
御
こ
と
と
り
に
つ
か
は
し
て
心
こ
と
な
る
し
ら
へ
を
ほ
の
か
に
か
き
な
ら
し
給
へ
る
ふ
か
き
夜
の
す
め
る
に
は
た
と
へ
ん
か
た
な
し
入
道
え
た
へ
て
し
や
う
の
こ
と
と
り
て
さ
し
い
れ
た
り
み
つ
か
ら
も
い
と
ゝ
な
み
た
さ
へ
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
と
ゝ
む
へ
き
か
た
な
き
に
さ
そ
は
る
ゝ
な
る
へ
し
し
の
ひ
や
か
に
し
ら
へ
た
る
ほ
と
い
と
上
手
37
オ
め
き
た
り
入
道
の
宮
の
御
こ
と
の
ね
を
た
ゝ
い
ま
の
ま
た
な
き
物
に
お
も
ひ
き
こ
え
た
る
は
い
ま
め
か
し
う
あ
な
め
て
た
と
き
く
人
の
心
ゆ
き
て
か
た
ち
さ
へ
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ
事
は
け
に
い
と
か
き
り
な
き
御
こ
と
の
ね
な
り
こ
れ
は
あ
く
ま
て
ひ
き
す
ま
し
心
に
く
ゝ
ね
た
き
ね
そ
ま
れ
(
マ
マ)
る
こ
の
御
心
に
た
に
は
し
め
て
あ
は
れ
に
な
つ
か
し
ふ
ま
た
み
ゝ
な
れ
給
は
ぬ
て
な
と
心
や
ま
し
き
ほ
と
に
ひ
き
さ
し
つ
ゝ
あ
か
す
お
ほ
さ
る
ゝ
に
も
月
こ
ろ
な
と
し
ゐ
て
も
き
ゝ
な
ら
さ
ゝ
り
つ
ら
ん
と
く
や
し
う
お
ほ
さ
る
心
の
か
き
り
ゆ
く
さ
き
の
ち
き
り
を
の
み
し
た
ま
ふ
琴キン
は
37
ウ
ま
た
か
き
あ
は
す
る
ま
て
の
か
た
み
に
と
の
た
ま
ふ
女
な
を
さ
り
に
た
の
め
ををき
け
る(
)
く
め
る
ひ
イ
と
こ
と
を
つ
き
せ
ぬ
ね
に
や
か
け
て
し
の
は
む
い
ふ
と
も
な
き
く
ち
す
さ
ひ
を
う
ら
み
た
ま
ひ
て
逢
ま
て
の
か
た
み
に
ち
き
る
中
の
を
の
し
ら
へ
は
こ
と
に
か
は
ら
さ
ら
○な
ん
こ
の
ね
た
か
は
ぬ
さ
き
に
か
な
ら
す
あ
ひ
み
ん
と
た
の
め
給
め
り
さ
れ
と
た
ゝ
わ
か
れ
む
ほ
と
の
わ
り
な
さ
を
思
む
せ
た
る
も
い
と
こ
と
は
り
な
り
・
た
ち
た
ま
ふ
あ
か
つ
き
は
夜
ふ
か
く
い
て
給
て
御
む
か
へ
の
人
々
も
さ
は
か
し
け
れ
は
心
も
空
な
れ
と
人
○間
を
は
か
ら
ひ
て
38
オ
82
う
ち
す
て
ゝ
た
つ
も
か
な
し
き
う
ら
な
み
の
名
残
い
か
に
と
お
も
ひ
や
る
か
な
御
返
り
年
へ
つ
る
と
ま
や
も
あ
れ
て
う
き
な
み
の
か
へ
る
か
た
に
や
身
を
た
く
へ
ま
し
と
う
ち
思
け
る
ま
ゝ
な
る
を
見
給
に
し
の
ひ
給
へ
と
ほ
ろ


と
こ
ほ
れ
ぬ
心
し
ら
ぬ
ひ
と


は
な
を
か
ゝ
る
御
す
ま
ゐ
な
れ
と
年
こ
ろ
と
い
ふ
は
か
り
な
れ
た
ま
へ
る
を
い
ま
は
と
お
ほ
す
は
さ
も
あ
る
事
そ
か
し
な
と
見
た
て
ま
つ
る
よ
し
き
よ
な
と
は
を
ろ
か
な
ら
す
お
ほ
す
な
め
り
か
し
と
に
く
ゝ
そ
お
も
ふ
・
う
れ
し
き
に
も
け
に
け
ふ
を
か
き
り
に
こ
の
な
き
さ
を
38
ウ
わ
か
る
ゝ
事
な
と
あ
は
れ
か
り
て
く
ち


し
ほ
た
れ
い
ひ
あ
へ
る
事
と
も
あ
め
り
さ
れ
と
な
に
か
は
と
て
な
む
入
道
け
ふ
の
御
ま
う
け
い
と
い
か
め
し
う
つ
か
う
ま
つ
れ
り
人
々
し
も
の
し
な
ま
て
た
ひ
の
装
束
め
つ
ら
し
き
さ
ま
な
り
い
つ
の
ま
に
か
し
あ
へ
け
む
と
見
え
た
り
御
よ
そ
ひ
は
い
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
み
そ
ひ
つ
あ
ま
た
か
け
さ
ふ
しら
は
す
ま
こ
と
の
宮
こ
の
つ
と
に
し
つ
へ
き
御
を
く
り
物
と
も
ゆ
へ
つ
き
て
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
く
ま
な
し
け
ふ
た
て
ま
つ
る
へ
き
か
り
の
御
装
束
に
よ
る
な
み
に
た
ち
か
さ
ね
た
る
旅
こ
ろ
も
し
ほ
と
け
39
オ
し
と
や
人
の
い
と
は
む
と
あ
る
を
御
ら
ん
し
つ
け
て
さ
は
か
し
け
れ
はと
か
た
み
に
そ
か
ふ
へ
か
り
け
る
逢
こ
と
の
日
か
す
へ
た
て
ん
な
か
の
衣
を
と
て
心
さ
し
あ
る
を
と
て
た
て
ま
つ
り
か
ふ
御
身
に
な
れ
た
る
と
も
を
つ
か
は
す
け
に
い
ま
ひ
と
へ
し
の
は
れ
給
へ
き
事
を
そ
ふ
る
か
た
み
な
め
り
え
な
ら
ぬ
御
そ
に
ゝ
ほ
ひ
の
う
つ
り
た
る
を
い
か
ゝ
人
の
心
に
も
し
め
さ
ら
ん
・
入
道
い
ま
は
と
世
を
は
な
れ
侍
に
し
身
な
れ
と
も
け
ふ
の
御
を
く
り
に
つ
か
ふ
ま
つ
ら
ぬ
こ
と
な
と
申
て
か
ひ
を
つ
く
る
も
い
と
お
し
な
か
ら
わ
か
39
ウ
き
人
は
わ
ら
ひ
ぬ
へ
し
よ
を
う
み
に
こ
ゝ
ら
し
ほ
し
む
身
と
な
り
て
な
を
こ
の
き
し
を
え
こ
そ
は
な
れ
ね
心
の
や
み
は
い
と
ゝ
ま
と
83
ひ
ぬ
へ
く
侍
れ
は
さ
か
ひ
ま
て
た
に
と
き
こ
え
て
す
き


し
き
さ
ま
な
れ
と
お
ほ
し
い
て
さ
せ
給
お
り
侍
○ら
は
な
と
御
け
し
き
給
は
る
・
い
み
し
う
物
を
あ
は
れ
と
お
ほ
し
て
と
こ
ろ


う
ち
あ
か
み
給
へ
る
御
ま
み
の
わ
た
り
な
と
い
は
む
か
た
な
く
み
え
給
思
す
て
か
た
き
す
ち
も
あ
め
れ
は
い
ま
い
と
ゝと
く
み
な
を
し
給
て
ん
た
ゝ
こ
の
す
み
か
こ
そ
み
す
て
か
た
け
れ
い
か
ゝ
す
へ
き
と
て
40
オ
宮
こ
い
て
し
春
の
な
け
き
に
お
と
ら
め
や
年
ふ
る
う
ら
を
わ
か
れ
ぬ
る
秋
と
て
を
し
の
こ
ひ
給
へ
る
に
い
と
ゝ
物
お
ほ
え
す
し
ほ
た
れ
ま
さ
る
た
ち
ゐ
も
あ
さ
ま
し
う
よ
ろ
ほ
ふ
・
さ
う
し
み
の
心
ち
た
と
ふ
へ
き
か
た
な
く
て
か
う
し
も
人
に
見
え
し
と
思
し
つ
む
れ
と
身
の
う
き
を
も
と
に
て
わ
り
な
き
事
な
れ
と
う
ち
す
て
給
へ
る
う
ら
み
の
や
る
か
た
な
き
に
お
も
影
そ
ひ
て
わ
す
れ
か
た
き
に
た
け
き
事
と
は
た
ゝ
な
み
た
に
し
つ
め
り
・
は
ゝ
君
も
な
く
さ
め
わ
ひ
て
な
に
ゝ
か
く
心
つ
く
し
な
る
事
を
思
そ
め
け
む
す
へ
て
ひ
か


し
き
人
40
ウ
に
し
た
か
ひ
け
る
心
の
お
こ
た
り
そ
と
い
ふ
・
あ
な
か
ま
や
お
ほ
し
す
つ
ま
し
き
事
も
物
し
た
ま
ふ
め
れ
は
さ
り
と
も
お
ほ
す
と
こ
ろ
あ
ら
ん
お
も
ひ
な
く
さ
め
て
御
ゆ
な
と
を
た
に
ま
い
れ
あ
な
ゆ
ゝ
し
や
と
て
か
た
す
み
に
よ
り
ゐ
た
り
め
の
と
は
ゝ
君
な
と
ひ
か
め
る
こ
ゝ
ろ
を
い
ひ
あ
は
せ
つ
ゝ
い
つ
し
か
い
か
て
お
も
ふ
さ
ま
に
て
み
た
て
ま
つ
ら
ん
と
年
月
を
た
の
み
す
く
し
い
ま
や
お
も
ひ
か
な
ふ
と
ここそ
ろ
た
の
み
き
こ
え
つ
れ
心
く
る
し
き
事
を
も
物
の
は
し
め
に
み
る
か
な
と
な
け
く
を
見
る
に
も
い
と
お
し
け
れ
は
い
と
ゝ
ほ
け
ら
れ
て
ひ
る
は
日
ひ
と
ひ
い
を
の
み
ね
く
ら
し
よ
る
は
す
く
41
オ
よ
か
に
お
き
ゐ
て
す
ゝ
の
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
な
り
に
け
り
と
て
ゝ
を
し
す
り
て
あ
ふ
き
ゐ
た
り
弟
子
と
も
に
あ
は
め
ら
れ
て
月
夜
に
い
て
ゝ
行
道
す
る
物
は
や
り
水
に
た
う
れ
い
り
に
け
り
よ
し
あ
る
岩
の
か
た
そ
は
に
こ
し
も
つ
き
そ
こ
な
ひ
て
や
み
ふ
し
た
る
ほ
と
に
な
ん
す
こ
し
物
ま
き
れ
け
る
・
君
は
な
に
は
の
か
た
に
渡
り
て
御
は
しら
84
へ
し
給
て
住
吉
に
も
た
い
ら
か
に
て
色


の
願
は
た
し
ま
う
す
へ
き
よ
し
御
つ
か
ひ
し
て
申
さ
せ
給
に
は
か
に
所
せ
う
て
み
つ
か
ら
は
こ
の
た
ひ
え
ま
う
て
給
は
す
こ
と
な
る
御
せ
う
え
う
な
と
な
く
て
い
そ
き
い
り
給
ぬ
・
二
条
41
ウ
院
に
お
は
し
ま
し
つ
き
て
宮
こ
の
人
も
御
と
も
の
人
も
ゆ
め
の
心
ち
し
て
ゆ
き
あ
ひ
よ
ろ
こ
ひ
な
き
も
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
た
ち
さ
は
き
た
り
女
君
も
か
ひ
な
き
物
に
お
ほ
し
す
て
つ
る
い
の
ち
う
れ
し
う
お
ほ
さ
る
ら
ん
か
し
い
と
う
つ
く
し
け
に
ね
ひ
と
ゝ
の
ほ
り
て
御
物
お
も
ひ
の
こほ
と
に
と
こ
ろ
をせ
か
り
し
御
く
し
の
す
こ
し
へ
か
れ
た
る
し
も
い
み
し
う
め
て
た
き
を
い
ま
は
か
く
て
見
る
へ
き
そ
か
し
と
御
心
お
ち
ゐ
る
に
つ
け
て
は
ま
た
か
の
あ
か
す
わ
か
れ
し
人
の
お
も
へ
り
し
さ
ま
心
く
る
し
う
お
ほ
し
や
ら
る
な
を
よ
と
ゝ
も
に
か
ゝ
る
か
た
に
て
御
心
の
い
と
ま
そ
な
き
や
・
42
オ
そ
の
人
の
事
と
も
な
と
き
こ
え
い
て
た
ま
へ
り
お
ほ
し
い
て
た
る
御
け
し
き
あ
さ
か
ら
す
見
ゆ
る
を
た
ゝ
な
ら
す
や
見
た
て
ま
つ
り
給
ふ
ら
ん
わ
さ
と
な
ら
す
身
を
は
お
も
は
す
な
と
ほ
の
め
か
し
給
そ
を
か
し
う
ら
う
た
く
お
も
ひ
き
こ
え
給
か
つ
み
る
○に
た
に
あ
か
ぬ
御
さ
ま
を
い
か
て
か
へ
た
て
つ
る
年
月
そ
と
あ
さ
ま
し
き
ま
て
お
も
ほ
す
に
と
り
か
へ
し
世
中
も
い
と
う
ら
め
し
う
な
ん
・
ほ
と
も
な
く
も
と
の
御
く
ら
ゐ
あ
ら
た
ま
り
て
か
す
よ
り
ほ
か
の
権
大
納
言
に
な
り
給
つ
き


の
人
も
さ
る
へ
き
か
き
り
は
も
と
の
つ
か
さ
○か
へ
し
給
よ
に
ゆ
る
さ
る
ゝ
ほ
と
42
ウ
か
れ
た
り
し
木
の
春
に
あ
へ
る
こ
ゝ
ち
し
て
い
と
め
て
た
け
な
り
・
め
し
あ
り
て
う
ち
に
ま
い
り
給
お御
ま
へ
○に
さ
ふ
ら
ひ
給
に
ね
ひ
ま
さ
り
て
い
か
て
さ
る
物
む
つ
か
し
き
す
ま
ゐ
に
年
へ
た
ま
ひ
つ
ら
ん
と
見
た
て
ま
つ
る
女
房
な
と
の
院
の
御
時
よ
り
さ
ふ
ら
ひ
て
お
い
し
ら
へ
る
と
も
は
か
な
し
く
て
い
ま
さ
ら
○に
な
き
さ
は
き
め
て
き
こ
ゆ
う
へ
も
は
つ
か
し
う
さ
へ
お
ほ
し
め
さ
れ
て
御
よ
そ
ひ
な
と
こ
と
に
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
い
て
お
は
し
ま
す
御
こ
ゝ
ち
れ
い
な
ら
て
日
こ
ろ
へ
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
は
い
た
う
お
と
ろ
へ
さ
せ
給
へ
る
85
を
き
の
ふ
け
ふ
そ
す
こ
し
よ
ろ
し
う
お
ほ
さ
れ
け
る
御
物
43
オ
か
た
り
し
め
や
か
に
あ
り
て
夜
に
い
り
ぬ
十
五
夜
の
月
お
も
し
ろ
う
し
つ
か
な
る
に
む
か
し
の
事
か
き
く
つ
し
お
ほ
し
い
て
ら
れ
て
し
ほ
た
れ
さ
せ
給
ふ
も
の
心
ほ
そ
く
お
ほ
さ
る
ゝ
な
る
へ
し
あ
そ
ひ
な
と
も
せ
す
む
か
し
き
ゝ
し
も
の
ゝ
ね
な
と
も
き
か
て
ひ
さ
し
う
な
り
に
け
る
か
な
と
の
給
は
す
る
に
わ
た
つ
う
み
に
し
つ
み
う
ら
ふ
れ
ひ
る
の
こ
の
あ
し
た
ゝ
さ
り
し
年
は
へ
に
け
り
と
き
こ
え
た
ま
へ
は
い
と
あ
は
れ
に
こ
ゝ
ろ
は
つ
か
し
う
お
ほ
さ
れ
て
宮
は
し
ら
め
く
り
あ
ひ
け
る
時
し
あ
れ
は
わ
か
れ
し
は
る
の
う
ら
み
の
うこ
す
な
と
い
と
な
ま
め
か
し
き
御
あ
り
43
ウ
さ
ま
な
り
・
院
の
御
た
め
に
は
八
講
お
こ
な
は
る
へ
き
事
ま
つ
い
そ
か
せ
給
春
宮
を
見
た
て
ま
つ
り
給
に
こ
よ
な
く
お
よ
す
け
さ
せ
給
て
め
つ
ら
し
う
お
ほ
し
よ
ろ
こ
ひ
た
る
を
か
き
り
な
く
あ
は
れ
と
見
た
て
ま
つ
り
給
ふ
御
さ
え
も
こ
よ
な
く
さま
さ
ら
せ
給
て
よ
を
た
も
た
せ
給
は
ん
に
は
ゝ
か
り
あ
る
ま
し
く
か
し
こ
く
み
え
さ
せ
た
ま
ふ
・
入
道
○の
宮
に
も
御
心
す
こ
し
し
つ
め
て
御
た
い
め
ん
の
ほ
と
に
も
あ
は
れ
な
る
事
と
も
あ
ら
ん
か
し
・
ま
こ
と
や
か
の
あ
か
し
に
は
か
へ
る
浪
に
つ
け
て
御
ふ
み
つ
か
は
す
ひ
き
か
く
し
て
こ
ま
や
か
に
か
き
給
め
り
な
み
の
よ
る


い
か
に
44
オ
な
け
き
つ
ゝ
あ
か
し
の
う
ら
に
朝
霧
の
た
つ
や
と
人
を
お
も
ひ
や
る
か
な
・
か
の
帥
の
む
す
め
の
五
節
あ
ひ
な
く
人
し
れ
ぬ
物
お
も
ひ
さ
め
ぬ
る
心
ち
し
て
ま
く
な
き
つ
く
ら
せ
て
さ
し
を
か
せ
け
り
す
ま
の
浦
に
こ
ゝ
ろ
を
よ
せ
し
舟
人
の
や
か
て
く
た
せ
る
袖
を
見
せ
は
や
て
な
と
こ
よ
な
く
ま
さ
り
に
け
り
と
見
お
ほ
せ
給
て
つ
か
は
す
か
へ
り
て
は
か
こ
と
や
せ
ま
し
よ
せ
た
り
し
な
こ
り
に
そ
て
の
ひ
か
た
か
り
し
を
あ
か
す
を
か
し
と
お
ほ
し
し
名
残
な
れ
は
お
と
ろ
か
さ
れ
給
て
い
と
ゝ
お
ほ
し
い
つ
れ
と
44
ウ
こ
の
こ
ろ
は
さ
や
う
の
御
ふ
る
ま
ひ
さ
ら
に
つ
ゝ
み
給
86
ふ
め
り
花
ち
る
さ
と
な
と
に
も
た
ゝ
御
せ
う
そ
こ
は
か
り
○なと
に
て
お
ほ
つ
か
な
く
・
な
か


う
ら
め
し
け
な
り
45
オ
87
(
み
を
つ
く
し)
さ
や
か
に
見
え
給
し
夢
の
ゝ
ち
は
院
の
み
か
と
の
御
事
を
心
に
か
け
き
こ
え
給
て
い
か
て
か
の
し
つ
み
給
ら
ん
つ
み
す
く
ひ
た
て
ま
つ
る
事
を
せ
ん
と
お
ほ
し
な
け
き
け
る
を
か
く
か
へ
り
給
ひ
て
は
そ
の
御
い
そ
き
し
給
神
な
月
に
御
八
講
し
給
世
の
人
な
ひ
き
つ
か
う
ま
つ
る
事
む
か
し
の
や
う
な
り
・
お
ほ
き
さ
き
な
を
御
な
や
み
を
も
く
お
は
し
ま
す
う
ち
に
も
つ
ゐ
に
こ
の
人
を
え
け
た
す
な
り
ぬ
る
事
と
心
や
○まし
く
イみ
お
ほ
し
け
れ
と
み
か
と
は
院
の
御
ゆ
い
こ
ん
を
お
も
ひ
き
こ
え
給
も
の
１
オ
の
む
く
ひ
あ
り
ぬ
へ
く
お
ほ
し
け
る
を
な
を
し
た
て
給
ひ
て
御
心
ち
す
ゝ
し
く
な
ん
お
ほ
し
け
る
時


お
こ
り
な
や
ま
せ
給
し
御
め
も
さ
は
や
き
給
ぬ
れ
と
お
ほ
か
た
よ
に
え
な
か
く
あ
る
ま
し
う
心
ほ
そ
き
事
と
の
み
ひ
さ
し
か
ら
ぬ
事
を
お
ほ
し
つ
ゝ
つ
ね
に
め
し
あ
り
て
源
氏
の
君
は
ま
い
り
給
世
中
の
事
な
と
も
へ
た
て
な
く
の
給
は
せ
な
と
し
つ
ゝ
御
ほ
い
の
や
う
な
れ
は
お
ほ
か
た
の
よ
の
人
も
あ
い
な
く
う
れ
し
き
こ
と
に
よ
ろ
こ
ひ
き
こ
え
け
る
・
お
り
ゐ
な
ん
の
御
心
つ
か
ひ
ち
か
く
１
ウ
な
り
ぬ
る
に
も
な
い
し
の
か
み
○の
心
ほ
そ
け
に
世
を
お
も
ひ
な
け
き
給
へ
る
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
れ
け
り
お
と
ゝ
う
せ
給
ふ
大
宮
も
た
の
も
し
け
な
く
の
み
あ
つ
い
給
へ
る
に
我
よ
の
こ
り
す
く
な
き
心
ち
す
る
に
な
ん
い
と


お
し
う
な
こ
り
な
き
さ
ま
に
て
と
ま
り
給
は
ん
と
す
ら
ん
む
か
し
よ
り
人
に
は
お
も
ひ
お
と
し
給
へ
れ
と
み
つ
か
ら
の
心
さ
し
の
又
な
き
な
ら
ひ
に
た
ゝ
御
事
の
み
な
む
あ
は
れ
に
お
ほ
え
け
る
た
ち
ま
さ
る
人
○又
ほ
い
あ
り
て
見
給
ふ へイ
と
(
)
も
を
ろ
か
な
ら
ぬ
心
さ
し
は
し
も
な
す
ら
２
オ
88
は
さ
ら
ん
と
思
さ
へ
こ
そ
く
る
し
け
れ
と
て
う
ち
な
き
給
ぬ
・
女
君
か
ほ
は
い
と
あ
さ
や
か
に
に
ほ
ひ
て
こ
ほ
る
は
か
り
の
あ
ひ
き
や
う
に
て
な
み
た
も
こ
ほ
れ
ぬ
る
を
よ
ろ
つ
の
つ
み
忘
て
あ
は
れ
に
ら
う
た
し
さと
御
ら
ん
せ
ら
る
な
と
か
み
こ
を
た
に
も
た
ま
へ
る
ま
し
き
く
ち
お
し
く
も
あ
る
か
な
ち
き
り
ふ
か
き
人
の
た
め
に
は
い
ま
見
い
て
給
て
ん
と
お
も
ふ
も
く
ち
お
し
く
や
か
き
り
あ
れ
は
た
ゝ
人
に
て
そ
み
給
は
ん
か
し
な
と
行
末
の
事
を
さ
へ
の
給
は
す
る
に
い
と
は
つ
か
し
う
も
か
な
し
う
も
お
ほ
え
給
御
か
た
ち
２
ウ
な
と
な
ま
め
か
し
う
き
よ
ら
に
て
か
き
り
な
き
御
心
さ
し
の
年
月
に
そ
ふ
や
う
に
も
て
な
さ
せ
給
に
め
て
た
き
人
な
れ
と
さ
し
も
お
も
ひ
へ
ら
さ
り
し
け
し
き
心
は
へ
な
と
物
お
も
ひ
し
ら
れ
給
ま
ゝ
に
な
と
て
我
こ
ゝ
ろ
の
わ
か
く
い
は
け
な
き
に
ま
か
せ
て
さ
る
さ
は
き
を
さ
へ
ひ
き
い
て
ゝ
わ
か
名
を
は
さ
ら
に
も
い
は
す
人
の
さ
た
め
さ
へ
な
と
お
ほ
し
い
つ
る
に
い
と
う
き
御
身
な
り
・
あ
く
る
年
の
き
さ
ら
き
に
春
宮
の
御
元
服
の
事
あ
り
十
一
に
成
給
へ
と
ほ
と
よ
り
お
ほ
き
に
お
と
な
し
３
オ
う
き
よ
ら
に
て
た
ゝ
源
氏
の
大
納
言
の
御
か
ほ
を
ふ
た
つ
に
う
つ
し
た
ら
む
や
う
に
み
え
給
い
と
ま
は
ゆ
き
ま
て
ひ
か
り
あ
ひ
給
へ
る
を
世
人
め
て
た
き
も
の
に
き
こ
ゆ
れ
と
は
ゝ
宮
は
い
み
し
う
か
た
は
ら
い
た
き
事
に
あ
い
な
く
御
心
を
つ
く
し
給
う
ち
に
も
め
て
た
し
と
み
た
て
ま
つ
り
給
て
世
中
ゆ
つ
り
き
こ
え
○給へ
き
こ
と
な
と
な
つ
か
し
う
き
こ
え
し
ら
せ
給
・
お
な
し
月
の
廿
よ
日
御
く
に
ゆ
つ
り
の
事
に
は
か
な
れ
は
お
ほ
き
さ
き
お
ほ
し
あ
は
て
た
り
か
ひ
な
き
さ
ま
な
か
ら
も
の
と
か
に
御
ら
ん
せ
ら
る
へ
き
事
を
３
ウ
思
ふ
な
り
と
そ
き
こ
え
な
く
さ
め
給
け
る
・
は
う
に
は
承
香
殿
の
み
こ
ゐ
給
ぬ
世
中
あ
ら
た
ま
り
て
ひ
き
か
へ
い
ま
め
か
し
き
事
と
も
お
ほ
か
り
89
源
氏
の
大
納
言
内
大
臣
に
な
り
給
ぬ
か
す
さ
た
ま
り
て
く
つ
ろ
く
所
も
な
か
り
け
れ
は
く
は
ゝ
り
給
な
り
け
り
や
か
て
世
の
ま
つ
り
こ
と
を
し
給
へ
き
な
れ
と
さ
や
う
の
事
し
け
き
そ
く
に
は
た
へ
す
な
ん
と
て
ち
し
の
お
と
ゝ
せ
つ
し
や
う
し
給
へ
き
よ
し
ゆ
つ
り
き
こ
え
給
や
ま
ひ
に
よ
り
て
く
ら
ゐ
も
か
へ
し
た
て
ま
つ
り
○て
し
を
い
よ


お
４
オ
い
の
つ
も
り
・
そ
ひ
て
さ
か
し
き
事
侍
ら
し
と
う
け
ひ
き
申
給
は
す
人
の
国
に
も
こ
と
う
つ
り
世
中
さ
た
ま
ら
ぬ
お
り
は
深
き
山
に
あ
と
を
た
え
た
る
人
た
に
も
お
さ
ま
れ
る
世
に
は
ししろ
か
み
も
イ
ろ
か
み
も
は
ち
す
い
て
つ
か
へ
け
る
を
こ
そ
ま
こ
と
の
ひ
し
り
に
は
し
け
れ
や
ま
ひ
に
し
つ
み
て
か
へ
し
申
給
け
る
く
ら
ゐ
を
世
中
か
は
り
て
又
あ
ら
た
め
給
は
ん
に
さ
ら
に
と
か
あ
る
ま
し
う
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
さ
た
め
ら
る
さ
る
た
め
し
も
あ
り
け
れ
は
す
ま
ひ
は
て
給
には
て
太
政
大
臣
に
な
り
給
御
年
も
六
十
三
に
そ
な
り
４
ウ
給
世
中
す
さ
ま
し
き
に
よ
り
か
つ
は
こ
も
り
ゐ
給
し
を
と
り
か
へ
し
は
な
や
き
給
へ
は
御
こ
と
も
な
と
し
つ
む
や
う
に
も
の
し
給
へ
る
を
み
な
う
か
ひ
給
取
わ
き
て
宰
相
中
将
権
中
納
言
に
な
り
給
か
の
四
君
の
御
は
ら
の
ひ
め
君
十
二
に
な
り
給
を
内
に
ま
い
ら
せ
ん
と
か
し
つ
き
給
か
の
た
か
さ
こ
う
た
ひ
し
君
も
か
う
ふ
り
せ
さ
せ
て
い
と
お
も
ふ
さ
ま
な
り
は
ら


に
御
こ
と
も
い
と
あ
ま
た
つ
き


に
お
い
ゝ
て
つ
ゝ
に
き
は
ゝ
し
け
な
る
を
源
氏
の
お
と
ゝ
は
う
ら
や
み
給
・
大
殿
は
ら
の
わ
か
君
人
よ
り
こ
と
に
う
つ
５
オ
く
し
う
て
内
う
ち
イ
東
宮
の
殿
上
し
給
こ
ひ
め
君
の
う
せ
給
し
な
け
き
を
宮
お
と
ゝ
又
さ
ら
に
あ
ら
た
め
て
お
ほ
し
な
け
く
さ
れ
と
お
は
せ
ぬ
な
こ
り
も
た
ゝ
こ
の
お
と
ゝ
の
御
ひ
か
り
に
よ
ろ
つ
も
て
な
さ
れ
給
て
年
こ
ろ
お
ほ
し
し
つ
み
つ
る
な
こ
り
な
き
ま
て
さ
か
へ
た
ま
ふ
な
を
む
か
し
に
御
心
は
へ
か
は
ら
す
お
り
ふ
し
こ
90
と
に
わ
た
り
給
な
と
し
つ
ゝ
わ
か
君
の
御
め
の
と
た
ち
さ
ら
ぬ
人
々
も
と
し
こ
ろ
の
ほ
と
ま
か
て
ち
ら
さ
り
け
る
は
み
な
さ
る
へ
き
事
に
ふ
れ
つ
ゝ
よ
す
か
つ
け
ん
事
を
お
ほ
し
せを
き
つ
る
に
○さ
い
は
ひ
人
お
ほ
く
５
ウ
な
り
○侍
ぬ
へ
し
・
二
条
院
に
も
お
な
し
こ
と
ま
ち
き
こ
え
け
る
人
を
あ
は
れ
な
る
物
に
お
ほ
し
て
と
し
こ
ろ
の
む
ね
あ
く
は
か
り
と
お
ほ
せ
は
中
将
中
務
や
う
の
人
々
に
は
ほ
と


に
つ
け
つ
ゝ
な
さ
け
を
見
え
給
に
御
い
と
ま
な
く
て
ほ
か
あ
り
き
も
し
給
は
す
・
二
条
院
の
ひ
ん
か
し
な
る
宮
院
の
御
せ
う
ふ
ん
な
り
し
を
に
な
く
あ
ら
た
め
つ
く
ら
せ
給
花
ち
る
さ
と
な
と
や
う
の
心
く
る
し
き
人
々
す
ま
せ
ん
な
と
お
ほ
し
あ
て
ゝ
つ
く
ろ
は
せ
給
ふ
・
ま
こ
と
や
か
の
あ
か
し
に
心
く
る
し
け
な
り
し
事
い
か
に
と
お
ほ
し
忘
る
ゝ
６
オ
と
き
な
け
れ
と
お
ほ
や
け
わわた
く
し
イ
た
く
し
い
そ
か
し
き
ま
き
れ
に
ええ
お
ほ
す
ま
ゝ
に
も
と
ふ
ら
ひ
給
は
さ
り
け
る
を
三
月
つ
い
た
ち
の
ほ
と
こ
の
こ
ろ
や
と
お
ほ
し
や
る
に
人
し
れ
す
あ
は
れ
に
て
御
つ
か
ひ
あ
り
と
く
か
へ
り
ま
い
り
て
十
六
日
に
な
ん
女
に
て
た
い
ら
か
に
も
の
し
給
と
つ
け
き
こ
ゆ
め
つ
ら
し
き
さ
ま
に
て
さ
へ
あ
な
る
を
お
ほ
す
に
を
ろ
か
な
ら
す
な
と
て
京
に
む
か
へ
て
か
ゝ
る
事
を
も
せ
さ
せ
さ
り
け
ん
と
く
ち
お
し
う
お
ほ
さ
る
す
く
え
う
に
御
こ
三
人
み
か
と
き
さ
き
か
な
ら
す
な
ら
ひ
て
む
ま
れ
６
ウ
給
へ
し
中
の
お
と
り
は
太
政
大
臣
に
て
く
ら
ゐ
を
き
は
む
へ
し
と
か
ん
か
へ
申
た
り
し
中
の
お
と
り
は
ら
に
女
は
い
て
き
た
ま
ふ
へ
し
と
あ
り
し
事
さ
し
て
か
な
ふ
な
め
り
お
ほ
か
た
か
み
な
き
く
ら
ゐ
に
の
ほ
り
世
を
ま
つ
り
こ
ち
給
へ
き
事
さ
は
か
り
か
し
こ
か
り
し
あ
ま
た
の
さ
う
人
と
も
の
き
こ
え
あ
つ
め
た
る
を
と
し
比
は
世
の
わ
つ
ら
は
し
さ
に
み
な
お
ほ
し
け
ち
つ
る
を
た
う
た
い
の
か
く
く
ら
ゐ
に
か
な
ひ
給
ぬ
る
事
を
思
ひ
の
こ
と
う
れ
し
と
お
ほ
す
身
つ
91
か
ら
は
も
て
は
な
れ
給
へ
る
す
ち
は
さ
ら
に
あ
る
ま
し
７
オ
き
事
と
お
ほ
す
あ
ま
た
の
み
こ
た
ち
の
中
に
す
く
れ
て
ら
う
た
き
物
に
お
ほ
し
た
り
し
か
と
た
ゝ
人
に
お
ほ
し
を
き
て
け
る
御
心
を
お
も
ふ
に
す
く
せ
と
を
か
り
け
り
う
ち
の
か
く
て
お
は
し
ま
す
を
あ
ら
は
に
人
の
し
る
事
な
ら
ね
と
さ
う
人
の
事
む
な
し
か
ら
す
と
御
心
の
中
に
お
ほ
し
け
り
・
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
の
あ
ら
ま
し
事
を
お
ほ
す
に
住
吉
の
神
の
し
る
へ
ま
こ
と
に
か
の
人
も
よ
に
な
へ
て
な
ら
ぬ
す
く
せ
に
て
ひ
か


し
き
お
や
も
を
よ
ひ
な
き
心
を
つ
か
ふ
に
や
あ
り
け
ん
さ
る
に
て
は
か
し
こ
き
す
７
ウ
ち
に
も
な
る
へ
き
人
の
あ
や
し
き
せ
か
い
に
て
む
ま
れ
た
ら
ん
は
い
と
お
し
う
か
た
し
け
な
く
も
あ
る
へ
き
か
な
こ
の
ほ
と
す
く
し
て
む
か
へ
て
ん
と
お
ほ
し
て
ひ
ん
か
し
の
院
い
そ
き
つ
く
ら
す
へ
き
よ
し
お
ほ
せ
給
さ
る
所
に
は
るか


し
き
人
し
も
あ
り
か
た
か
ら
ん
を
お
ほ
し
て
こ
院
に
さ
ふ
ら
ひ
し
せ
ん
し
の
む
す
め
宮
内

の
宰
相
に
て
な
く
な
り
に
し
人
の
こ
な
り
し
を
は
ゝ
な
と
も
う
せ
て
か
す
か
な
る
世
に
へ
け
る
か
は
か
な
き
さ
ま
に
て
こ
う
み
た
り
と
き
こ
し
め
し
つ
け
た
る
を
し
る
た
よ
り
あ
り
て
事
８
オ
の
つ
い
て
に
ま
ね
ひ
き
こ
え
け
る
人
め
し
て
さ
る
へ
き
さ
ま
に
の
給
ち
き
る
ま
た
わ
か
く
な
に
心
も
な
き
人
に
て
あ
け
く
れ
人
し
れ
ぬ
あ
は
ら
や
に
な
か
む
る
心
ほ
そ
さ
な
れ
は
ふ
か
う
も
お
も
ひ
た
と
ら
す
こ
の
御
あ
た
り
の
事
を
ひ
と
へ
に
め
て
た
う
お
も
ひ
き
こ
え
て
ま
い
る
へ
き
よ
し
申
さ
せ
た
り
い
と
あ
は
れ
に
か
つ
は
お
ほ
し
て
い
た
し
た
て
給
も
の
ゝ
つ
い
て
に
い
み
し
う
○し
の
ひ
ま
き
れ
て
お
は
し
ま
い
た
り
さ
は
き
こ
え
な
か
ら
い
か
に
せ
ま
し
と
お
も
ひ
み
た
れ
け
る
を
い
と
か
た
し
け
な
き
に
８
ウ
よ
ろ
つ
お
も
ひ
な
く
さ
め
て
た
ゝ
の
給
は
せ
ん
ま
ゝ
92
に
と
き
こ
ゆ
よ
ろ
し
き
日
な
り
け
れ
は
い
そ
か
し
た
て
給
て
あ
や
し
う
思
ひ
や
り
な
き
や
う
な
れ
と
お
も
ふ
さ
ま
こ
と
な
る
事
に
て
な
ん
み
つ
か
ら
も
お
ほ
え
ぬ
す
ま
ゐ
に
む
す
ほ
ゝ
れ
た
り
し
た
め
し
を
思
ひ
よ
そ
へ
て
し
は
し
ね
ん
し
給
へ
な
と
事
の
あ
り
や
う
く
は
し
く
か
た
ら
ひ
給
ふ
・
う
へ
の
宮
つ
か
へ
時


せ
し
か
は
見
給
お
り
も
あ
り
し
を
い
た
う
お
と
ろ
へ
に
け
り
家
の
さ
ま
も
い
ひ
し
ら
す
あ
れ
ま
と
ひ
て
さ
す
か
に
お
ほ
き
な
る
所
９
オ
の
こ
た
ち
な
と
な
と
う
と
ま
し
け
に
い
か
て
す
く
し
つ
ら
ん
と
見
ゆ
人
○さま
わ
か
や
か
に
お
か
し
け
れ
は
御
ら
ん
し
は
な
た
れ
す
と
か
く
た
は
ふ
れ
の
給
て
と
り
返
し
つ
へ
き
心
ち
こ
そ
す
れ
い
か
に
と
の
給
に
つ
け
て
も
け
に
お
な
し
う
は
御
身
ち
か
く
も
つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
は
う
き
身
も
な
く
さ
み
な
ま
し
と
見
た
て
ま
つ
る
か
ね
て
よ
り
へ
た
て
ぬ
中
と
な
ら
は
ね
と
わ
か
れ
は
お
し
き
物
に
そ
あ
り
け
る
し
た
ひ
や
せ
ま
し
と
の
給
へ
は
ゝ
ち
ら
ひ
て
９
ウ
う
ち
つ
け
の
わ
か
れ
を
お
し
む
か
こ
と
に
て
思
は
ん
か
た
に
し
た
ひ
や
は
せ
ぬ
な
れ
て
き
こ
ゆ
る
を
い
た
し
と
お
ほ
す
・
く
る
ま
に
て
そ
京
の
ほ
と
は
行
は
な
れ
け
る
い
と
し
た
し
き
人
さ
し
そ
へ
給
て
ゆ
め
に
も
も
ら
す
ま
し
う
く
ち
か
た
め
給
て
つ
か
は
す
御
は
か
し
さ
る
へ
き
物
な
と
所
せ
き
ま
て
お
ほ
し
や
ら
ぬ
く
ま
な
し
め
の
と
に
も
あ
り
か
た
う
こ
ま
や
か
な
る
御
い
た
は
り
の
ほ
と
あ
さ
か
ら
す
・
入
道
の
思
か
し
つ
き
お
も
ふ
ら
ん
あ
り
さ
ま
思
ひ
や
る
も
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
給
事
お
ほ
く
又
あ
は
れ
に
心
く
る
し
う
も
た
ゝ
こ
の
事
の
10
オ
御
心
に
か
ゝ
る
も
あ
さ
か
ら
ぬ
に
こ
そ
は
御
ふ
み
に
も
を
ろ
か
に
も
て
な
し
お
も
ふ
ま
し
と
返


い
ま
し
め
給
へ
り
い
つ
し
か
も
袖
う
ち
か
け
ん
を
と
め
こ
か
よ
を
へ
て
93
な
て
ん
い
は
の
お
ひ
さ
き
さ
き
津
の
国
ま
て
は
舟
に
て
そ
れ
よ
り
あ
な
た
は
む
ま
に
て
い
そ
き
つ
き
ぬ
・
入
道
ま
ち
と
り
よ
ろ
こ
ひ
か
し
こ
ま
り
き
こ
ゆ
る
事
か
き
り
な
し
そ
な
た
に
む
き
て
お
か
み
き
こ
え
て
あ
り
か
た
き
御
心
は
へ
を
お
も
ふ
に
い
よ


い
た
は
し
う
お
そ
ろ
し
き
ま
て
お
も
ふ
ち
こ
の
い
と
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
10
ウ
お
も
ふ
ち
こ
の
い
と
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
う
つ
く
し
う
お
は
す
る
事
た
く
ひ
な
し
け
に
か
し
こ
き
御
心
に
か
し
つ
き
き
こ
え
ん
と
お
ほ
し
た
る
は
む
へ
な
り
け
り
とと
見
た
て
ま
つ
る
に
あ
や
し
き
道
に
い
て
た
ち
て
夢
の
心
ち
し
つ
る
な
け
き
も
さ
め
に
け
り
・
い
と
う
つ
く
し
う
ら
う
た
く
お
ほ
え
て
あ
つ
か
ひ
き
こ
こ
(
マ
マ)
ゆ
こ
も
ち
の
君
も
月
こ
ろ
も
の
を
の
み
お
も
ひ
し
つ
み
て
い
と
ゝ
よ
は
れ
る
心
ち
に
い
き
た
ら
ん
と
も
お
ほ
え
さ
り
つ
る
を
こ
の
御
を
き
て
の
す
こ
し
物
お
も
ひ
な
く
さ
め
ら
る
ゝ
に
そ
か
し
ら
も
た
け
11
オ
て
御
つ
か
ひ
に
も
に
な
く
心
さ
し
を
つ
く
す
と
く
ま
い
り
な
む
と
い
そ
き
く
る
し
か
れ
は
お
も
ふ
事
と
も
す
こ
し
き
こ
え
つ
ゝ
け
て
ひ
と
り
し
て
な
つ
る
は
袖
の
ほ
と
な
き
に
お
ほ
ふ
は
か
り
の
か
け
を
し
そ
ま
つ
と
き
こ
え
た
り
あ
や
し
き
ま
て
御
心
に
か
ゝ
り
ゆ
か
し
う
お
ほ
さ
る
・
女
君
に
は
こ
と
に
あ
ら
は
し
て
お
さ


き
こ
え
給
は
ぬ
を
き
き
あ
は
せ
給
事
も
こ
そ
と
お
ほ
し
て
さ
こ
そ
あ
ん
な
れ
あ
や
し
う
ね
ち
け
た
る
わ
さ
な
り
や
さ
も
お
は
せ
な
ん
と
思
あ
た
り
に
は
心
も
と
な
く
て
お
も
11
ウ
ひ
の
ほ
か
に
く
ち
お
し
く
な
ん
女
に
て
あ
な
れ
は
い
と
こ
そ
物
し
け
れ
尋
し
ら
て
も
あ
り
ぬ
へ
き
こ
と
な
れ
と
さ
は
え
お
も
ひ
す
つ
ま
し
き
わ
さ
な
り
け
り
よ
ひ
に
や
り
て
み
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
に
く
み
給
な
よ
と
き
こ
え
給
へ
は
お
も
て
う
ち
あ
か
み
て
あ
や
し
う
つ
ね
に
か
や
う
な
る
す
ち
の
給
つ
く
る
心
の
ほ
と
こ
そ
我
な
か
ら
う
と
ま
し
け
れ
物
に
く
み
は
い
つ
な
ら
94
ふ
へ
き
に
か
と
え
む
し
給
へ
は
い
と
よ
く
う
ち
ゑ
み
て
そ
よ
た
か
な
ら
は
し
に
か
あ
ら
ん
お
も
は
す
に
○そ
み
え
給
ふ
や
人
の
心
よ
り
ほ
か
な
る
お
も
ひ
や
り
12
オ
こ
と
し
て
も
の
ゑえ
ん
し
な
と
し
給
よ
お
も
へ
は
か
な
し
と
て
は
て


は
な
み
た
く
み
給
と
し
比
あ
か
す
恋
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
し
御
心
の
中
と
も
お
り


の
御
ふ
み
の
か
よ
ひ
な
と
お
ほ
し
い
つ
る
に
は
よ
ろ
つ
の
事
す
さ
ひ
に
こ
そ
あ
れ
と
お
も
ひ
け
た
れ
給
・
こ
の
人
を
か
う
ま
て
思
や
り
事
と
ふ
は
な
を
お
も
ふ
や
う
の
あ
る
そ
ま
た
き
に
き
こ
え
は
又
ひ
か
心
え
給
へ
け
れ
は
と
の
給
さ
し
て
人
か
ら
の
お
か
し
か
り
し
も
所
か
ら
の
め
つ
ら
し
う
お
ほ
え
き
か
し
な
と
か
た
り
き
こ
え
給
あ
は
れ
な
り
し
夕
の
け
ふ
り
い
ひ
し
事
な
と
12
ウ
ま
ほ
な
ら
ね
と
そ
の
夜
の
か
た
ち
ほ
の
み
し
こ
と
の
ね
の
な
ま
め
き
た
り
し
も
す
へ
て
心
と
ま
れ
る
さ
ま
に
の
給
い
つ
る
に
も
わ
れ
は
又
な
く
こ
そ
か
な
し
と
思
ひ
な
け
き
し
か
す
さ
ひ
に
て
も
心
わ
け
給
け
ん
よ
と
た
ゝ
な
ら
す
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
我
は
わ
れ
と
う
ち
そ
む
き
な
か
め
て
あ
は
れ
な
り
し
よ
の
あ
り
さ
ま
か
な
と
ひ
と
り
こ
と
の
や
う
に
う
ち
な
か
め
き
て
お
も
ふ
と
ち
な
ひ
く
か
た
に
は
あ
ら
す
と
も
我
そ
煙
に
さ
き
た
ち
な
ま
し
な
に
と
か
や
心
う
や
13
オ
誰
に
よ
り
世
を
う
み
山
に
行
め
く
り
た
え
ぬ
るな
み
た
に
う
き
し
つ
む
身
そ
い
て
や
い
か
て
見
え
た
て
ま
つ
ら
ん
い
の
ち
こ
そ
か
な
ひ
か
た
か
へ
き
も
の
な
め
れ
は
か
な
き
事
に
て
人
に
心
を
か
れ
し
と
思
も
た
ゝ
ひ
と
つ
ゆ
へ
にそ
や
と
て
さ
う
の
御
こ
と
ひ
き
よ
せ
て
か
き
あ
は
せ
す
さ
ひ
給
て
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
え
給
へ
と
か
の
す
く
れ
た
り
け
ん
も
ね
た
き
に
や
て
も
ふ
れ
給
は
す
い
と
お
ほ
と
か
に
う
つ
く
し
う
た
を
や
き
給
へ
る
物
か
ら
さ
す
か
に
し
う
ね
き
心
つ
き
て
物
ゑえ
し
し
給
へ
る
か
中


あ
い
行
つ
き
て
は
ら
た
ち
95
な
し
給
を
お
か
し
う
見
と
こ
ろ
あ
り
と
お
ほ
す
・
五
13
ウ
月
五
日
そ
い
か
に
は
あ
た
る
ら
ん
と
人
し
れ
す
か
す
へ
給
ひ
て
ゆ
か
し
う
あ
は
れ
に
お
ほ
し
や
る
な
に
事
も
い
か
に
か
ひ
あ
る
さ
ま
に
も
て
な
し
う
れ
し
か
ら
ま
し
く
ち
お
し
の
わ
さ
や
さ
る
所
に
し
も
心
く
る
し
き
さ
ま
に
て
い
て
き
た
る
よ
と
お
ほ
す
お
と
こ
君
な
ら
ま
し
か
は
か
う
し
も
御
心
に
か
け
給
ま
し
き
を
か
た
し
け
な
う
い
と
お
し
う
我
御
す
く
せ
も
こ
の
御
事
に
つ
け
て
そ
か
た
ほ
な
り
け
り
と
お
ほ
さ
る
ゝ
・
御
つ
か
ひ
い
た
し
た
て
ら
る
か
な
ら
す
14
オ
そ
の
日
た
か
へ
す
ま
か
り
つ
け
と
の
給
へ
は
五
日
に
い
き
つ
き
ぬ
お
ほ
し
や
る
事
も
あ
り
か
た
く
め
て
た
き
さ
ま
に
て
ま
め


し
き
御
と
ふ
ら
ひ
も
あ
り
う
み
松
や
時
そ
と
も
な
き
か
け
に
ゐ
て
な
に
の
あ
や
め
も
い
か
に
わ
く
ら
ん
心
の
あ
く
か
る
ゝ
ま
て
な
ん
猶
か
く
て
は
え
す
く
す
ま
し
き
を
思
ひ
た
ち
給
ひ
ね
さ
り
と
も
う
し
ろ
め
た
き
事
は
よ
も
と
か
い
給
へ
り
入
道
れ
い
の
よ
ろ
こ
ひ
な
き
し
て
ゐ
た
り
か
ゝ
る
お
り
は
い
け
る
か
ひ
も
つ
く
り
い
て
た
る
こ
と
は
り
な
り
14
ウ
と
見
ゆ
こ
ゝ
に
も
よ
ろ
つ
所
せ
き
ま
て
お
も
ひ
ま
う
け
た
り
け
れ
はとイ
こ
の
御
つ
か
ひ
な
く
は
や
み
の
よ
に
て
こ
そ
く
れ
ぬ
へ
か
り
け
れ
・
め
の
と
も
こ
の
女
君
の
あ
は
れ
に
お
も
ふ
や
う
な
る
を
か
た
ら
ひ
人
に
て
よ
の
な
く
さ
め
に
し
け
り
お
さ


お
と
ら
ぬ
人
も
る
い
に
ふ
れ
て
む
か
へ
と
り
て
あ
ら
す
れ
と
こ
よ
な
く
お
と
ろ
へ
た
る
宮
つ
か
へ
人
な
と
の
い
は
ほ
の
な
か
た
つ
ぬ
る
か
お
ち
と
ま
れ
る
な
と
こ
そ
あ
れ
こ
れ
は
こ
よ
な
う
こ
め
き
思
あ
か
れ
り
き
き
所
あ
る
世
の
物
か
た
り
な
と
し
て
お
と
ゝ
の
君
の
15
オ
御
あ
り
さ
ま
よ
に
か
し
つ
か
れ
給
へ
る
御
お
ほ
え
の
ほ
と
も
女
心
ち
に
ま
か
せ
て
か
き
り
な
く
か
た
り
96
つ
く
せ
は
け
に
か
く
お
ほ
し
い
つ
は
か
り
の
な
こ
り
と
ゝ
め
た
る
身
も
い
と
た
け
く
や
う


思
ひ
な
り
け
り
御
文
も
ろ
と
も
に
見
て
心
の
う
ち
に
あ
は
れ
か
う
こ
そ
思
の
ほ
か
に
め
て
た
き
す
く
せ
は
あ
り
け
れ
う
き
も
の
は
我
身
に
こ
そ
あ
り
け
れ
と
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
る
れ
と
め
の
と
の
こ
と
は
い
か
に
な
と
こ
ま
か
に
と
ふ
ら
は
せ
給
へ
る
も
か
た
し
け
な
く
何
事
も
な
く
さ
め
け
り
御
返
し
に
は
15
ウ
か
す
な
ら
ぬ
み
し
ま
か
く
れ
に
な
く
た
つ
を
け
ふ
も
い
か
に
と
ゝ
ふ
人
そ
な
き
よ
ろ
つ
に
お
も
ひ
給
へ
む
す
ほ
る
ゝ
あ
り
さ
ま
を
か
く
た
ま
さ
か
の
御
な
く
さ
め
に
か
け
は
へ
る
い
の
ち
の
ほ
と
も
は
か
な
く
な
ん
け
に
う
し
ろ
や
す
く
思
給
ふ
へ
を
く
わ
さ
も
か
な
と
ま
め
や
か
に
き
こ
え
た
り
・
う
ち
返
し
見
給
つ
ゝ
あ
は
れ
と
な
か
や
か
に
ひ
と
り
こ
ち
給
ふ
を
女
君
し
り
め
に
見
を
こ
せ
て
う
ら
よ
り
を
ち
に
こ
く
舟
の
と
し
の
ひ
や
か
に
ひ
と
り
こ
ち
な
か
め
給
ふ
を
ま
こ
と
は
か
く
ま
て
と
り
な
し
給
よ
こ
は
た
ゝ
か
は
か
り
の
あ
16
オ
は
れ
そ
や
所
の
さ
ま
な
と
う
ち
お
も
ひ
や
る
時


き
し
か
た
の
事
忘
れ
か
た
き
ひ
と
り
こ
と
を
よ
う
こ
そ
き
ゝ
す
く
い
給
は
ね
な
と
う
ら
み
き
こ
え
給
て
う
は
つ
ゝ
み
は
か
り
を
見
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
給
手
な
と
の
い
と
ゆ
へ
つ
き
て
や
む
こ
と
な
き
人
く
る
し
け
な
る
をを
か
ゝ
れ
は
な
め
り
と
お
ほ
す
か
く
こ
の
御
心
と
り
給
ほ
と
に
花
ち
る
里
を
か
れ
は
て
給
ぬ
る
こ
そ
い
と
お
し
け
れ
お
ほ
や
け
事
と
も
し
け
く
所
せ
き
御
身
に
お
ほ
し
は
ゝ
か
る
に
そ
へ
て
も
め
つ
ら
し
く
御
め
お
と
ろ
く
事
の
な
き
ほ
と
お
16
ウ
も
ひ
し
つ
め
給
な
め
り
・
五
月
雨
つ
れ


な
る
比
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
物
し
つ
か
な
る
に
お
ほ
し
お
こ
し
て
わ
た
り
給
へ
り
よ
そ
な
か
ら
も
あ
け
く
れ
に
つ
け
て
よ
ろ
つ
に
お
ほ
し
や
り
と
ふ
ら
ひ
給
を
た
の
み
て
す
く
い
給
と
こ
ろ
な
れ
は
い
ま
め
か
し
う
心
に
く
い
さ
ま
97
に
そ
は
み
き
こ
え
給
へ
き
な
ら
ね
は
心
や
す
け
な
り
年
比
に
い
よ


あ
れ
ま
さ
り
す
こ
け
に
て
お
は
す
・
女
御
の
君
に
御
も
の
か
た
り
き
こ
え
給
て
に
し
の
つ
ま
と
に
は
夜
ふ
か
し
て
た
ち
よ
り
給
へ
り
月
お
ほ
ろ
に
さ
し
入
て
い
と
ゝ
え
ん
な
る
御
ふ
る
ま
ひ
つ
き
17
オ
も
せ
す
見
え
給
い
と
ゝ
つ
ゝ
ま
し
け
れ
と
は
し
ち
か
う
う
ち
な
か
め
給
け
る
さ
ま
な
か
ら
の
と
や
か
に
て
も
の
し
給
け
は
ひ
い
と
め
や
す
し
く
ゐ
な
の
い
と
ち
か
う
鳴
た
る
を
く
ゐ
な
た
に
お
と
ろ
か
さ
す
は
い
か
て
か
は
あ
れ
た
る
宿
に
月
を
い
れ
ま
し
い
と
な
つ
か
し
う
い
ひ
け
ち
給
へ
る
にそ
と
り


に
す
て
か
た
き
よ
か
な
か
ゝ
る
こ
そ
中


身
も
く
る
し
け
れ
と
お
ほ
す
を
し
な
へ
て
た
ゝ
く
く
ゐ
な
に
お
と
ろ
か
は
う
は
の
そ
ら
な
る
月
も
こ
そ
い
れ
う
し
ろ
め
た
う
と
は
猶
こ
17
ウ
と
に
き
こ
え
給
へ
と
あ
た


し
き
す
ち
な
と
う
た
か
は
し
き
御
心
は
へ
に
は
あ
ら
す
と
し
こ
ろ
ま
ち
す
く
し
き
こ
え
給
へ
る
も
さ
ら
に
を
ろ
か
に
は
お
ほ
さ
れ
さ
り
け
り
そ
ら
な
な
か
め
そ
と
た
の
め
き
こ
え
給
ひ
し
お
り
の
事
も
の
給
い
て
ゝ
な
と
て
た
く
ひ
あ
ら
し
と
い
み
し
う
も
の
を
思
ひ
し
つ
み
け
ん
う
き
身
か
ら
は
お
な
し
な
け
か
し
さ
に
こ
そ
と
の
給
へ
る
も
お
い
ら
か
に
ら
う
た
け
な
り
れ
い
の
い
つ
こ
の
御
こ
と
の
は
に
か
あ
ら
む
つ
き
せ
す
そ
か
た
ら
ひ
な
く
さ
め
き
こ
え
給
・
か
や
う
の
つ
い
て
に
も
か
の
五
せ
ち
を
お
ほ
し
わ
す
れ
18
オ
す
又
見
て
し
か
な
と
心
に
か
け
給
へ
れ
と
い
と
か
た
き
事
に
て
え
ま
き
れ
給
は
す
女
も
の
思
た
え
ぬ
を
お
や
は
よ
ろ
つ
に
思
ひ
い
ふ
事
も
あ
れ
と
よ
に
へ
ん
事
を
思
た
え
た
り
・
心
や
す
き
と
の
つ
く
り
し
て
は
か
や
う
の
人
つ
と
へ
て
も
ししイ
お
も
ふ
さ
ま
に
か
し
つ
き
給
へ
き
人
も
い
て
も
の
し
給
は
ゝ
さ
る
人
の
う
し
ろ
み
に
も
と
お
ほ
す
・
か
の
院
の
つ
く
り
さ
ま
中


見
所
お
ほ
く
い
ま
め
い
た
り
よ
し
あ
る
す
ら
う
な
と
98
を
え
り
て
あ
て


に
も
よ
ほ
し
給
ふ
・
な
い
し
の
か
ん
の
君
な
を
え
お
も
ひ
は
な
ち
き
こ
え
給
は
す
こ
り
18
ウ
す
ま
に
た
ち
か
へ
る
御
心
は
へ
も
あ
れ
と
女
は
う
き
に
こ
り
給
て
む
か
し
の
や
う
に
も
あ
ひ
し
ら
へ
き
こ
え
給
は
す
中


所
せ
う
さ
う


し
く
世
中
お
ほ
さ
る
・
院
は
の
と
や
か
に
お
ほ
し
な
り
て
と
き
と
き
に
つ
け
て
お
か
し
き
御
あ
そ
ひ
な
と
こ
の
ま
し
け
に
て
お
は
し
ま
す
女
御
か
う
い
み
な
れ
いい
の
こ
と
さ
ふ
ら
ひ
給
へ
と
春
宮
の
御
は
ゝ
女
御
の
み
そ
と
り
た
て
ゝ
と
き
め
き
給
事
も
な
く
か
ん
の
君
の
御
お
ほ
え
に
を
し
け
た
れ
給
へ
り
し
を
か
く
ひ
き
た
か
へ
め
て
た
き
御
さ
い
は
ひ
に
て
は
な
れ
い
て
ゝ
19
オ
宮
に
そ
ひ
た
て
ま
つ
り
給
へ
る
・
こ
の
お
と
ゝ
の
御
と
の
ゐ
所
は
昔
の
し
け
い
さ
な
り
な
し
つ
ほ
に
春
宮
は
お
は
し
ま
せ
は
ち
か
と
な
り
の
御
心
よ
せ
に
な
に
事
を
も
き
こ
え
か
よ
ひ
て
宮
を
も
う
し
ろ
み
た
て
ま
つ
り
給
・
入
道
き
さ
い
の
宮
御
く
ら
ゐ
を
又
あ
ら
た
め
給
へ
き
な
ら
ね
は
太
上
天
皇
に
な
す
ら
へ
て
み
ふ
給
は
ゝ
り
院
司
と
も
な
り
て
さ
ま
こ
と
に
い
つ
く
し
う
御
お
こ
な
ひ
く
と
く
の
事
を
つ
ね
の
い
と
な
み
に
て
お
は
し
ま
す
年
こ
ろ
よ
に
は
ゝ
か
り
て
出
い
り
も
か
た
く
見
た
て
ま
つ
り
給
は
ぬ
19
ウ
を
い
ふ
せ
く
お
ほ
し
け
る
に
お
ほ
す
さ
ま
に
て
ま
い
り
ま
か
て
給
も
い
と
め
て
た
け
れ
は
お
ほ
き
さ
い
は
う
き
物
は
世
な
り
け
り
と
お
ほ
し
な
け
く
お
と
ゝ
は
こ
と
に
ふ
れ
て
い
と
は
つ
か
し
け
に
つ
か
ま
つ
り
心
よ
せ
き
こ
え
給
も
中


い
と
を
し
け
な
る
を
人
も
や
す
か
ら
す
き
こ
え
け
り
・
兵
部

の
み
こ
と
し
比
の
御
心
は
へ
の
つ
ら
く
お
も
は
す
に
て
た
ゝ
よ
の
き
こ
え
を
の
み
お
ほ
し
は
ゝ
か
り
給
し
事
を
お
と
ゝ
は
う
き
物
に
お
ほ
し
を
き
て
む
か
し
の
や
う
に
も
む
つ
ひ
き
こ
え
給
は
す
な
へ
て
の
20
オ
99
よ
に
は
あ
ま
ね
く
め
て
た
き
御
心
な
れ
と
こ
の
御
あ
た
り
は
中


な
きさ
け
な
き
ふ
し
も
う
ち
ま
せ
給
を
入
道
の
宮
は
い
と
お
し
う
ほ
い
な
き
こ
と
に
見
た
て
ま
つ
り
給
ふ
・
世
中
の
事
た
ゝ
な
か
は
を
わ
け
て
お
ほ
き
お
と
ゝ
こ
の
お
と
ゝ
の
御
ま
ゝ
な
り
・
権
中
納
言
の
御
む
す
め
そ
の
と
し
の
八
月
に
ま
い
ら
せ
給
お
ほ
ち
お
と
と
ゐ
た
ち
て
き
し
き
な
と
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
兵
部

の
宮
の
中
の
君
も
さ
や
う
に
心
さ
し
て
か
し
つ
き
給
な
た
か
き
を
お
と
ゝ
は
人
よ
り
ま
いさ
り
給
へ
と
し
も
・
お
ほ
さ
す
な
ん
あ
り
20
ウ
け
る
い
か
ゝ
し
給
は
ん
と
す
ら
む
・
そ
の
秋
す
み
よ
し
に
ま
う
て
給
願
と
も
は
た
し
給
へ
け
れ
は
い
か
め
し
き
御
あ
り
き
に
て
世
中
ゆ
す
り
て
か
ん
た
ち
め
殿
上
人
わ
れ
も


と
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
お
り
し
も
か
の
あ
か
し
の
人
年
こ
と
の
れ
い
の
事
に
て
○つか
イま
つ
る
を
こ
と
し
さ
は
る
事
あ
り
て
お
こ
た
り
け
る
か
し
こ
ま
り
と
り
か
さ
ね
て
お
も
ひ
た
ち
け
り
舟
に
て
ま
う
て
た
り
き
し
に
さ
し
つ
く
る
ほ
と
見
なれ
は
の
ゝ
し
り
て
ま
う
て
給
ふ
人
の
け
は
ひ
な
き
さ
に
み
ち
て
い
つ
く
し
き
か
ん
た
か
ら
を
も
21
オ
て
つ
ゝ
け
た
り
か
く
人
と
を
つ
ら
な
と
しさう
や
う
そ
く
を
と
ゝ
の
へ
か
た
ち
を
え
ら
ひ
た
り
た
か
ま
う
て
給
へ
る
そ
と
ゝ
ふ
め
れ
は
内
大
臣
と
の
御
願
は
た
し
に
ま
う
て
給
を
し
ら
ぬ
人
も
あ
り
け
り
と
て
は
か
な
き
ほ
と
の
け
す
た
に
心
ち
よ
け
に
う
ち
わ
ら
ふ
け
に
あ
さ
ま
し
う
月
日
も
こ
そ
あ
れ
中


こ
の
御
あ
り
さ
ま
を
は
る
か
に
み
る
に
身
の
ほ
と
く
ち
お
し
う
お
ほ
ゆ
さ
す
か
に
か
け
は
な
れ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
す
く
せ
な
か
ら
か
く
く
ち
お
し
き
き
は
の
も
の
た
に
物
思
ひ
な
け
に
て
つ
か
う
ま
つ
る
を
色
ふ
し
に
21
ウ
思
ひ
た
る
に
な
に
の
つ
み
ふ
か
き
身
に
て
心
そ
か
け
て
お
ほ
つ
か
な
う
思
き
こ
え
つ
ゝ
か
ゝ
り
け
る
御
ひ
ゝ
き
を
も
し
ら
て
た
ち
出
つ
ら
ん
な
と
100
思
つ
ゝ
く
る
に
い
と
か
な
し
う
て
人
し
れ
す
し
ほ
た
れ
け
り
・
松
原
の
ふ
か
み
と
り
な
る
中
に
花
紅
葉
を
こ
き
ち
ら
し
た
る
と
見
ゆ
る
う
へ
の
き
ぬ
の
こ
き
う
す
き
か
す
し
ら
す
六
位
の
中
に
も
く
ら
人
は
あ
を
い
ろ
し
る
く
見
え
て
か
の
賀
茂
の
み
つ
か
き
う
ら
み
し
右
近
の
せ
う
も
ゆ
け
い
に
な
り
て
こ
と


し
け
な
る
す
い
し
ん
く
し
た
る
蔵
人
な
り
22
オ
よ
し
き
よ
も
お
な
し
す
け
に
て
人
よ
り
こ
と
に
物
お
も
ひ
な
き
け
し
き
に
て
お
と
ろ


し
き
あ
か
き
ぬ
す
か
た
い
と
き
よ
け
な
り
す
へ
て
み
し
人
々
ひ
き
か
へ
は
な
や
か
に
な
に
事
お
も
ふ
ら
ん
と
見
え
て
う
ち
ち
り
た
る
に
わ
か
や
か
な
る
か
ん
た
ち
め
殿
上
人
の
わ
れ
も


と
思
ひ
い
と
み
馬
く
ら
な
と
ま
て
か
さ
り
を
と
ゝ
の
へ
み
か
き
給
へ
る
は
い
み
し
き
み
も
の
に
ゐ
中
人
も
お
も
へ
り
御
車
を
は
る
か
に
見
や
れ
は
中


心
や
ま
し
く
て
恋
し
き
御
お
も
か
け
を
も
え
見
た
て
ま
つ
ら
す
か
は
ら
の
お
と
ゝ
22
ウ
の
御
れ
い
を
ま
ね
ひ
て
わ
ら
は
す
い
し
ん
を
給
は
り
た
ま
ひ
け
れ
い
と
お
か
し
け
に
さ
う
そ
き
み
つ
ら
ゆ
ひ
て
む
ら
さ
き
す
そ
こ
の
も
と
ゆ
ひ
な
ま
め
か
し
う
た
け
す
か
た
と
ゝ
の
ひ
う
つ
く
し
け
に
て
十
人
さ
ま
こ
と
に
い
ま
め
か
し
う
み
ゆ
お
ほ
と
の
は
ら
の
わ
か
君
か
き
り
な
く
か
し
つ
き
た
て
ゝ
馬
そ
ひ
わ
ら
は
の
ほ
と
み
な
つ
く
り
あ
は
せ
て
や
う
を
か
へ
て
さ
う
そ
き
分
た
り
雲
ゐ
は
る
か
に
め
て
た
く
見
ゆ
る
に
つ
け
て
も
わ
か
君
の
か
す
な
ら
ぬ
さ
ま
に
て
も
の
し
給
を
い
み
し
と
思
23
オ
い
よ


み
や
し
ろ
の
か
た
を
お
か
み
き
こ
ゆ
く
に
の
か
み
ま
い
り
て
御
ま
う
け
れ
い
の
大
臣
な
と
の
ま
い
り
給
よ
り
は
こ
と
に
よ
に
な
く
つ
か
う
ま
つ
れ
り
け
ん
か
し
い
と
は
し
た
な
け
れ
は
た
ち
ま
し
り
か
す
な
ら
ぬ
身
の
い
さ
ゝ
か
の
事
せ
ん
に
神
も
見
い
れ
か
す
ま
へ
給
へ
き
に
あ
ら
す
か
へ
ら
ん
に
も
101
な
か
そ
ら
な
り
け
ふ
は
な
に
は
に
舟
さ
し
と
め
て
は
ら
へ
を
た
に
せ
ん
と
て
こ
き
わ
た
り
ぬ
君
は
夢
に
も
し
り
給
は
す
よ
ひ
と
よ
色


の
事
を
せ
さ
せ
給
ま
こ
と
に
神
の
よ
ろ
こ
ひ
給
へ
き
事
を
し
23
ウ
つ
く
し
て
き
し
か
た
の
御
願
もに
も
う
ち
そ
へ
あ
り
か
た
き
ま
て
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
り
あ
か
し
給
こ
れ
み
つ
や
う
の
人
は
心
の
う
ち
に
神
の
御
と
く
を
あ
は
れ
に
め
て
た
し
と
思ふ
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
ち
い
て
給
へ
き
に
さ
ふ
ら
ひ
て
き
こ
え
い
て
た
り
す
み
よ
し
の
ま
つ
こ
そ
物
は
か
な
し
け
れ
神
よ
の
事
を
か
け
て
お
も
へ
は
け
に
と
お
ほ
し
い
て
ゝ
あ
ら
か
り
し
浪
の
ま
よ
ひ
に
住
よ
し
の
神
を
は
か
け
て
わ
す
れ
や
は
す
る
し
る
し
あ
り
な
と
の
給
も
い
と
○めて
た
し
か
の
あ
か
し
の
舟
こ
の
ひ
ゝ
き
に
を
24
オ
さ
れ
て
過
ぬ
る
事
も
き
こ
ゆ
れ
は
し
ら
さ
り
け
る
よ
と
あ
は
れ
に
お
ほ
す
神
の
御
し
る
へ
お
ほ
し
い
つ
る
も
を
ろ
か
な
ら
ね
は
い
さ
ゝ
か
な
る
せ
う
そ
こ
を
た
に
し
て
心
な
く
さ
め
は
や
中


に
お
も
ふ
ら
む
か
し
と
お
ほ
す
や
し
ろ
た
ち
給
て
と
こ
ろ


に
せ
う
え
う
を
つ
く
し
給
な
に
は
の
御
は
ら
へ
な
と
こ
と
に
よ
そ
を
し
う
つ
か
ま
つ
る
ほ
り
え
の
わ
た
り
を
御
ら
ん
し
て
い
ま
は
た
お
な
し
な
に
は
な
る
と
御
心
に
も
あ
ら
て
う
ち
す
ん
し
給
へ
る
を
御
車
の
も
と
ち
か
き
こ
れ
み
つ
う
け
給
や
し
つ
ら
ん
さ
る
24
ウ
め
し
も
や
と
れ
い
に
な
ら
ひ
て
ふ
と
こ
ろ
に
ま
う
け
た
る
つ
か
み
し
か
き
ふ
て
な
と
御
車
と
ゝ
む
る
所
に
て
た
て
ま
つ
れ
り
お
か
し
と
お
ほ
し
て
た
ゝ
う
か
み
にみ
を
つ
く
し
こ
ふ
る
し
る
し
に
こ
ゝ
ま
て
も
め
く
り
あ
ひ
け
る
え
に
は
ふ
○か
し
な
と
て
給
つへ
れ
は
か
し
こ
の
心
し
れ
る
し
も
人
し
て
や
り
け
り
こ
ま
な
へ
て
う
ち
す
き
給
に
も
心
の
み
う
こ
く
に
露
は
か
り
な
れ
てと
い
と
あ
は
れ
に
か
た
し
け
な
く
お
ほ
え
て
102
う
ち
な
き
ぬ
25
オ
か
す
な
ら
て
な
に
は
の
事
も
か
ひ
な
き
に
な
と
み
を
つ
く
し
お
も
ひ
そ
め
け
ん
た
み
の
ゝ
島
に
み
そ
き
つ
か
う
ま
つ
る
は
ら
へ
ののイ
も
の
に
つ
け
て
た
て
ま
つ
る
日
く
れ
か
た
に
な
り
行
夕
し
ほ
み
ち
き
て
入
江
の
た
つ
も
こ
ゑ
お
し
ま
ぬ
ほ
と
の
あ
は
れ
な
る
お
り
か
ら
な
れ
は
に
や
人
め
も
つ
ゝ
ま
す
あ
ひ
見
ま
ほ
し
く
さ
へ
お
ほ
さ
る
露
け
さ
の
む
か
し
に
ゝ
た
る
た
ひ
衣
た
み
の
の
し
ま
の
名
に
は
か
く
れ
す
み
ち
の
ま
ゝ
に
か
ひ
あ
る
せ
う
え
う
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
り
給
へ
と
御
心
に
25
ウ
は
猶
か
ゝ
り
て
お
ほ
し
や
る
あ
そ
ひ
と
も
の
つ
と
ひ
ま
い
れ
る
も
上
達
部
と
き
こ
ゆ
れ
と
わ
か
や
か
に
こ
と
こ
の
ま
し
け
な
る
は
み
な
め
と
ゝ
め
給
へ
るか
め
り
さ
れ
と
い
て
や
お
か
し
き
こ
と
も
物
の
あ
は
れ
も
人
か
ら
こ
そ
あ
へ
け
れ
な
の
め
な
る
事
を
た
に
す
こ
し
あ
は
き
か
た
に
よ
り
ぬ
る
は
心
と
ゝ
む
る
た
よ
り
も
な
き
も
の
を
と
お
ほ
す
に
を
の
か
心
を
や
り
て
よ
し
め
き
あ
へ
る
も
う
と
ま
し
う
お
ほ
し
け
り
・
か
の
人
は
す
く
し
き
こ
え
て
ま
た
の
日
そ
よ
ろ
し
か
り
け
れ
は
み
て
26
オ
く
ら
た
て
ま
つ
りる
ほ
と
に
つ
け
た
る
願
と
も
な
と
か
つ


は
た
し
け
る
又
な
か


も
の
お
も
ひ
そ
は
り
て
あ
け
暮
く
ち
お
し
き
身
を
思
ひ
な
け
く
い
ま
や
京
に
お
は
し
つ
く
ら
ん
と
お
も
ふ
日
か
す
も
へ
す
御
つ
か
ひ
あ
り
こ
の
こ
ろ
の
ほ
と
に
む
か
へ
む
事
を
そ
の
給
へ
る
い
と
た
の
も
し
け
に
か
す
ま
へ
の
給
め
れ
と
い
さ
や
又
し
ま
こ
き
は
な
れ
中
空
に
心
ほ
そ
き
事
や
あ
ら
ん
と
思
ひ
わ
つ
ら
ふ
入
道
も
さ
て
い
た
し
は
な
た
む
は
い
と
う
し
ろ
め
た
う
さ
り
と
て
か
く
う
つ
も
れ
て
す
く
26
ウ
さ
ん
を
お
も
は
ん
も
中


き
し
か
た
の
と
し
比
103
よ
り
も
心
つ
く
し
な
り
よ
ろ
つ
に
つ
ゝ
ま
し
う
お
も
ひ
た
ち
か
た
き
事
を
き
こ
ゆ
・
ま
こ
と
や
か
の
斎
宮
も
か
は
り
給
に
し
か
は
み
や
す
ん
所
の
ほ
り
給
て
の
ち
か
は
ら
ぬ
さ
ま
に
何
事
も
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
こ
と
は
あ
り
か
た
き
ま
て
な
さ
け
を
つ
く
し
給
へ
と
む
か
し
た
に
つ
れ
な
か
り
し
御
心
は
へ
の
中


な
ら
ん
な
こ
り
は
い
み
し
と
思
は
な
ち
給
へ
れ
は
わ
た
り
給
な
と
す
る
事
は
こ
と
に
な
し
あ
な
か
ち
に
う
こ
か
し
き
こ
え
給
て
も
我
心
な
か
ら
27
オ
し
り
か
た
く
と
か
く
か
ゝ
つ
ら
は
ん
御
あ
り
き
な
と
も
所
せ
う
お
ほ
し
な
り
に
た
れ
は
し
ゐ
た
る
さ
ま
に
も
お
は
せ
す
斎
宮
を
そ
い
か
に
ね
ひ
な
り
給
ぬ
ら
ん
と
ゆ
か
し
う
思
き
こ
え
給
・
な
を
か
の
六
条
の
ふ
る
宮
を
い
と
よ
く
す
り
し
つ
く
ろ
ひ
た
り
け
れ
は
み
や
ひ
か
に
て
す
み
給
け
り
よ
し
つ
き
給
へ
る
事
ふ
り
か
た
く
て
よ
き
女
は
う
な
と
お
ほ
く
す
い
た
る
人
の
つ
と
ひ
所
に
て
も
の
さ
ひ
し
き
や
う
な
れ
と
心
や
れ
る
さ
ま
に
て
へ
給
ほ
と
に
に
は
か
に
お
も
く
わ
つ
ら
ひ
給
て
も
の
ゝ
い
と
27
ウ
心
ほ
そ
く
お
ほ
さ
れ
け
れ
は
つ
み
ふ
か
き
所
に
と
し
比
へ
つ
る
も
い
み
し
う
お
ほ
し
て
あ
ま
に
な
り
給
ぬ
お
と
ゝ
き
ゝ
給
て
か
け


し
き
す
ち
に
は
あ
ら
ね
と
な
を
さ
る
か
た
の
も
の
を
も
き
こ
え
あ
は
せ
人
に
お
も
ひ
き
こ
え
つ
る
を
か
く
お
ほ
し
な
り
に
け
る
か
く
ち
お
し
う
お
ほ
え
給
へ
は
お
と
ろ
き
な
か
ら
わ
た
り
給
へ
り
あ
か
す
あ
は
れ
な
る
御
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
ち
か
き
御
ま
く
ら
か
み
に
お
ま
し
よ
そ
ひ
て
け
う
そ
く
に
を
し
か
ゝ
り
て
御
返
な
と
き
こ
え
給
い
た
う
よ
は
り
給
28
オ
へ
る
け
は
ひ
な
れ
は
た
え
ぬ
心
さ
し
の
ほ
と
は
え
み
え
た
て
ま
つ
ら
て
や
と
く
ち
お
し
う
て
い
み
し
う
な
い
給
か
く
ま
て
も
お
ほ
し
と
ゝ
め
た
り
け
る
を
女
も
よ
ろ
つ
に
あ
は
れ
に
お
ほ
え
て
斎
104
宮
の
御
事
を
そ
き
こ
え
給
・
心
ほ
そ
く
て
と
ま
り
給
は
ん
を
か
な
ら
す
こ
と
に
ふ
れ
て
か
す
ま
へ
き
こ
え
給
へ
又
み
ゆ
つ
る
人
も
な
く
た
く
ひ
な
き
御
あ
り
さ
ま
に
な
ん
か
ひ
な
き
身
な
か
ら
も
今
し
は
し
世
中
を
思
ひ
の
と
む
る
程
は
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
も
の
を
お
ほ
し
た
る
ま
て
み
た
て
ま
つ
ら
ん
28
ウ
と
こ
そ
思ふ
給
へ
つ
れ
と
て
も
き
え
入
つ
ゝ
な
き
給
か
ゝ
る
御
事
な
く
て
た
に
思
は
な
ち
き
こ
え
さ
す
へ
き
に
も
あ
ら
ぬ
を
ま
し
て
心
の
を
よ
は
ん
に
し
た
か
ひ
て
は
な
に
事
も
う
し
ろ
み
き
こ
え
ん
と
な
む
お
も
ひふ
給
ふ
る
さ
ら
に
う
し
ろ
め
た
く
な
思
き
こ
え
給
そ
な
と
き
こ
え
給
へ
は
・
い
と
か
た
き
事
ま
こ
と
に
う
ち
た
の
む
へ
き
お
や
な
と
に
て
み
ゆ
つ
る
人
た
に
女
お
や
に
は
な
れ
ぬ
る
は
い
と
あ
は
れ
な
る
事
に
こ
そ
侍
め
れ
ま
し
て
お
も
ほ
し
人
め
か
さ
ん
に
つ
け
て
も
29
オ
あ
ち
き
な
き
か
た
や
う
ち
ま
し
り
人
に
心
も
を
か
れ
給
は
ん
う
た
て
あ
る
思
や
り
事
な
れ
と
か
け
て
さ
や
う
の
よ
つ
い
た
る
す
ち
に
お
ほ
し
よ
る
な
う
き
身
を
つ
み
侍
る
に
も
女
は
思
の
ほ
か
に
て
物
お
も
ひ
を
そ
ふ
る
物
に
な
ん
侍
け
れ
は
い
か
て
さ
る
か
た
を
も
て
は
な
れ
て
み
た
て
ま
つ
ら
ん
と
思
給
ふ
る
な
と
き
こ
え
給
へ
は
・
あ
ひ
な
く
も
の
給
か
な
と
お
ほ
せ
と
と
し
こ
ろ
よ
ろ
つ
思
ふ
給
へ
し
り
に
た
る
も
の
を
む
か
し
の
す
き
心
の
な
こ
り
あ
り
か
ほ
に
の
給
ひ
な
す
も
ほ
い
な
く
な
ん
よ
し
29
ウ
を
の
つ
か
ら
と
て
と
は
く
そら
う
な
り
う
ち
は
お
ほ
と
の
あ
ふ
ら
ほ
の
か
に
物
よ
り
と
を
り
て
み
ゆ
る
を
も
し
も
や
と
お
ほ
え
て
や
を
ら
み
き
丁
の
ほ
こ
ろ
ひ
よ
り
見
給
へ
は
心
も
と
な
き
ほ
と
の
ほ
か
け
に
御
く
し
い
と
お
か
し
け
に
花
や
か
に
そ
き
て
よ
り
ゐ
給
へ
る
ゑえ
に
か
き
た
ら
ん
さ
ま
し
て
い
み
し
う
あ
は
れ
な
り
丁
の
ひ
ん
か
し
お
105
も
て
に
そ
ひ
ふ
し
給
へ
る
そ
宮
な
ら
ん
か
し
み
き
丁
の
し
と
け
な
く
ひ
き
や
ら
れ
た
る
よ
り
御
め
と
と
め
て
見
と
を
し
給
へ
れ
は
つ
ら
杖
つ
き
て
い
30
オ
と
物
か
な
し
と
お
ほ
い
た
る
さ
ま
な
り
は
つ
か
な
れ
と
い
と
う
つ
く
し
け
な
ら
ん
と
見
ゆ
御
く
し
の
か
ゝ
り
た
る
ほ
と
か
し
ら
つ
き
け
は
ひ
あ
て
に
け
た
か
き
物
か
ら
ひ
そちゝ
イひ
か
に
あ
い
き
や
う
つ
き
給
へ
る
け
は
ひ
し
る
く
見
え
給
へ
は
心
も
と
な
く
ゆ
か
し
き
に
も
さ
は
か
り
の
給
物
を
と
お
ほ
し
返
す
・
い
と
く
る
し
さ
ま
さ
り
侍
か
た
し
け
な
き
を
は
や
わ
た
ら
せ
給
ぬね
と
て
人
に
か
き
ふ
せ
ら
れ
給
・
ち
か
く
ま
い
り
き
た
る
し
る
し
に
よ
ろ
し
う
お
ほ
さ
れ
は
う
れ
し
か
る
へ
き
を
心
く
る
し
き
わ
さ
か
な
い
か
に
お
ほ
さ
る
ゝ
30
ウ
そ
と
て
の
そ
き
給
け
し
き
な
れ
は
い
と
お
そ
ろ
し
け
に
侍
り
や
み
た
り
心
ち
の
い
と
か
く
限
な
る
お
り
し
も
わ
た
ら
せ
給
へ
る
○は
こ
と
に
あ
さ
か
ら
す
な
ん
思
侍
事
を
す
こ
し
も
き
こ
え
さ
せ
つ
れ
は
さ
り
と
も
と
た
の
も
し
く
な
○ん
と
き
こ
え
さ
せ
給
・
か
ゝ
る
御
ゆ
い
こ
ん
の
つ
ら
に
お
ほ
し
け
る
も
い
と
ゝ
あ
は
れ
に
な
ん
こ
院
の
み
こ
た
ち
あ
ま
た
も
の
し
給
へ
と
し
た
し
く
む
つ
ひ
お
ほ
す
も
お
さ


な
き
を
う
へ
の
お
な
し
み
こ
た
ち
の
う
ち
に
か
す
へ
き
こ
え
給
ひ
し
か
は
さ
こ
そ
は
た
の
み
き
こ
え
侍
ら
31
オ
め
す
こ
し
お
と
な
し
き
ほ
と
に
な
り
ぬ
る
よ
は
ひ
な
か
ら
あ
つ
か
ふ
人
も
な
け
れ
は
さ
う


し
き
を
な
と
き
こ
え
て
か
へ
り
給
ぬ
御
と
ふ
ら
ひ
今
す
こ
し
た
ち
ま
さ
り
て
し
は


き
こ
え
給
・
七
八
日
あ
り
て
う
せ
給
に
け
り
あ
えへ
な
う
お
ほ
さ
る
ゝ
に
よ
も
い
と
は
か
な
く
て
も
の
心
ほ
そ
う
お
ほ
さ
れ
て
内
へ
も
ま
い
り
給
は
す
と
か
く
の
御
事
な
と
を
き
て
さ
せ
給
又
ここ
の
も
し
き
人
も
こ
と
に
お
は
せ
さ
り
け
り
ふ
る
き
斎
宮
の
み
や
つ
か
さ
な
と
つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
た
る
そ
わ
つ
か
に
こ
と
ゝ
も
さ
た
め
け
106
31
ウ
る
・
御
み
つ
か
ら
も
わ
た
り
た
ま
へ
り
宮
に
御
せ
う
そ
く
き
こ
え
給
何
事
も
お
ほ
え
侍
ら
て
な
む
と
女
別
当
し
て
き
こ
え
給
へ
り
き
こ
え
さ
せ
の
給
を
き
し
事
も
は
へ
し
を
い
ま
は
へ
た
て
な
き
さ
ま
に
お
ほ
さ
れ
は
う
れ
し
く
な
と
き
こ
え
給
て
人


め
し
い
て
ゝ
あ
る
へ
き
事
と
も
お
ほ
せ
給
ふ
い
と
た
の
も
し
け
に
年
こ
ろ
の
御
心
は
へ
と
り
返
し
つ
へ
う
み
ゆ
い
と
い
か
め
し
う
と
の
ゝ
人


か
す
も
な
ふう
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
・
あ
は
れ
に
う
ち
な
か
め
つ
ゝ
御
さ
う
し
に
て
み
す
32
オ
お
ろ
し
こ
め
て
お
こ
な
は
せ
給
宮
に
は
つ
ね
に
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
や
う


御
心
し
つ
ま
り
給
て
は
み
つ
か
ら
も
御
か
へ
り
な
と
き
こ
え
給
つ
ゝ
ま
し
う
お
ほ
し
た
れ
と
御
め
の
と
な
と
か
た
し
け
な
し
と
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
ゆ
る
な
り
け
り
・
雪
み
そ
れ
か
き
た
れ
あ
る
ゝ
日
い
か
に
宮
の
あ
り
さ
ま
か
す
か
に
な
か
め
給
ら
ん
と
お
も
ひ
や
り
き
こ
え
給
て
御
つ
か
ひ
た
て
ま
つ
れ
給
へ
り
た
ゝ
い
ま
の
空
を
い
か
に
御
ら
ん
す
ら
む
ふ
り
み
た
れ
ひ
ま
な
き
空
に
な
き
人
の
あ
32
ウ
ま
か
け
る
ら
ん
や
と
そ
か
な
し
き
空
色
の
か
み
の
く
も
ら
は
し
き
に
か
い
給
へ
り
わ
か
き
人
の
御
め
に
と
ま
る
は
か
り
と
心
し
て
つ
く
ろ
ひ
た
ま
へ
る
い
と
め
も
あ
や
な
り
宮
は
い
と
き
こ
え
に
く
ゝ
し
給
へ
と
こ
れ
か
れ
人
つ
て
に
は
い
と
ひ
ん
な
き
事
と
せ
め
き
こ
ゆ
れ
は
に
ひ
色
の
か
み
の
い
と
か
う
は
し
う
え
ん
な
る
に
す
み
つ
き
な
と
ま
き
ら
は
し
て
き
え
か
て
に
ふ
る
そ
か
な
し
き
か
き
く
ら
し
わ
か
身
そ
れ
と
も
お
も
ほ
え
ぬ
世
に
つ
ゝ
ま
し
け
な
33
オ
る
か
き
さ
ま
に
て
い
と
お
ほ
と
か
に
御
手
す
く
れ
て
は
あ
ら
ね
と
ら
う
た
け
に
あ
て
は
か
な
107
る
す
ち
に
み
ゆ
・
く
た
り
給
ひ


し
ほ
と
よ
り
猶
あ
ら
す
お
ほ
し
た
り
し
を
い
ま
は
心
に
か
け
て
と
も
か
く
も
き
こ
え
よ
り
ぬ
へ
き
そ
か
し
と
お
ほ
す
に
は
れ
い
の
ひ
き
返
し
い
と
を
し
く
こ
そ
こ
の
み
や
す
所
の
い
と
う
し
ろ
め
た
け
に
心
を
き
給
し
を
こ
と
は
り
な
れ
と
世
中
の
人
も
さ
や
う
に
お
も
ひ
よ
り
ぬ
へ
き
事
な
る
を
ひ
き
た
か
へ
心
き
よ
く
て
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
む
う
へ
の
い
ま
す
こ
し
33
ウ
物
お
ほ
し
し
る
よ
は
ひ
に
な
ら
せ
給
な
は
内
す
み
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
り
て
さ
う


し
き
に
か
し
つ
き
く
さ
に
こ
そ
と
お
ほ
し
な
る
・
い
と
ま
め
や
か
に
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給
て
さ
る
へ
き
お
り


は
わ
た
り
な
と
し
給
か
た
し
け
な
く
な
と
も
む
か
し
の
御
な
こ
り
に
お
ほ
し
な
す
ら
へ
て
け
と
を
か
ら
す
も
て
な
さ
せ
給
は
ゝ
な
ん
ほ
い
な
る
心
ち
す
へ
き
な
と
き
こ
え
給
へ
と
わ
り
な
く
も
の
は
ち
を
し
給
ふ
お
く
ま
り
た
る
人
さ
ま
に
て
ほ
の
か
に
も
御
こ
ゑ
な
と
き
か
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
は
34
オ
い
と
よ
に
な
く
め
つ
ら
か
な
る
事
と
お
ほ
し
た
れ
は
人


も
き
こ
え
わ
つ
ら
ひ
て
か
ゝ
る
御
心
さ
ま
を
う
れ
へ
き
こ
え
あ
へ
り
女
へ
た
う
内
侍
な
と
い
ふ
人


あ
る
は
は
な
れ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
わ
か
ん
と
を
り
な
と
に
て
心
は
せ
あ
る
人


お
ほ
か
る
へ
し
こ
の
人
し
れ
す
思
か
た
の
ま
し
ら
ひ
を
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
に
人
に
お
と
り
給
ま
し
か
め
り
い
か
て
さ
や
か
に
御
か
た
ち
を
見
て
し
か
な
と
お
ほ
す
も
う
ち
と
く
へ
き
御
お
や
心
に
は
あ
ら
す
や
あ
り
け
ん
我
御
心
も
さ
た
め
か
た
34
ウ
け
れ
は
か
く
思
と
い
ふ
事
も
人
に
も
ら
し
給
は
す
・
御
わ
さ
な
と
の
御
事
も
と
り
わ
き
せ
さ
せ
給
へ
は
あ
り
か
た
き
御
心
を
宮
人
も
よ
ろ
こ
ひ
あ
へ
り
・
は
か
な
く
過
る
月
日
に
そ
へ
て
い
と
ゝ
さ
ひ
し
く
心
ほ
そ
き
事
の
み
ま
さ
る
に
さ
ふ
ら
う
108
人
々
も
や
う


あ
か
れ
ゆ
き
な
と
し
て
し
も
つ
か
た
の
京
こ
く
わ
た
り
な
れ
は
人
け
と
を
く
山
寺
の
入
相
の
声


に
そ
へ
て
も
ね
な
き
か
ち
に
て
そ
す
く
し
給
ふ
・
お
な
し
き
御
お
や
と
き
こ
え
し
中
に
も
か
た
と
き
の
ま
も
た
ち
は
な
れ
35
オ
た
て
ま
つ
り
給
は
て
な
ら
は
し
た
て
ま
つ
り
給
て
斎
宮
に
も
お
や
そ
ひ
て
く
た
り
給
事
は
れ
い
な
き
事
な
る
を
あ
な
か
ち
に
い
さ
な
ひ
き
こ
え
給
し
御
心
に
か
き
り
あ
る
道
に
て
は
た
く
ひ
き
こ
え
給
は
す
な
り
に
し
を
ひ
る
ま
な
う
お
ほ
し
な
け
き
た
り
・
さ
ふ
ら
ふ
人
々
に
た
か
き
い
や
し
き
も
あ
ま
た
あ
り
さ
れ
と
お
と
ゝ
の
御
め
の
と
た
ち
に
心
に
ま
か
せ
た
る
こ
と
ひ
き
い
た
し
つ
か
う
ま
つ
る
な
ゝ
と
お
や
か
り
申
給
へ
は
い
と
は
つ
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
ひ
ん
な
き
事
き
こ
し
め
し
つ
け
35
ウ
ら
れ
し
と
い
ひ
思
つ
ゝ
は
か
な
き
こ
と
の
な
さ
け
も
さ
ら
に
つ
く
ら
す
・
院
に
も
か
の
く
た
り
給
し
日
大
こ
く
殿
の
い
つ
か
し
か
り
し
き
し
き
に
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
み
え
給
し
御
か
た
ち
を
わ
す
れ
か
た
う
お
ほ
し
を
き
け
れ
は
ま
い
り
給
て
斎
院
な
と
御
は
ら
か
ら
の
宮


お
は
し
ま
す
た
く
ひ
に
て
さ
ふ
ら
ひ
給
へ
と
み
や
す
所
に
も
き
こ
え
給
き
さ
れ
と
や
む
こ
と
な
き
人
々
さ
ふ
ら
ひ
給
に
か
す


な
る
御
う
し
ろ
み
も
な
く
て
や
と
お
ほ
し
つ
ゝ
み
て
う
へ
は
い
と
あ
つ
し
う
お
は
し
ま
す
も
お
そ
ろ
し
う
36
オ
又
物
思
や
く
は
へ
給
は
ん
と
は
ゝ
か
り
て
す
く
し
給
し
を
今
は
ま
し
て
誰
か
は
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
と
人
々
お
も
ひ
た
ゆ
る
を
ね
ん
こ
ろ
に
院
に
は
お
ほ
し
の
給
は
せ
け
り
・
お
と
ゝ
き
ゝ
給
て
院
よ
り
御
け
し
き
あ
ら
む
を
ひ
き
た
か
へ
よ
こ
と
り
給
は
ん
を
か
た
し
け
な
き
事
と
お
ほ
す
に
人
の
御
あ
り
さ
ま
の
い
と
ら
う
た
け
に
見
は
な
た
ん
は
ま
た
く
ち
お
し
う
て
入
道
の
み
や
に
そ
き
こ
え
給
け
る
・
か
う
109
か
う
の
事
を
な
ん
お
も
ふ
給
へ
わ
つ
ら
ふ
に
は
ゝ
宮
す
所
い
と
お
も


し
く
心
ふ
か
き
さ
ま
に
36
ウ
物
し
侍
し
を
あ
ち
き
な
き
す
き
心
に
ま
か
せ
て
さ
る
ま
し
き
な
を
も
な
か
し
う
き
物
に
お
も
ひ
を
か
れ
侍
に
し
を
な
ん
よ
に
い
と
を
し
うく
思
ふ
○給
る
こ
の
世
に
て
そ
の
う
ら
み
の
心
と
け
す
ゝ
き
侍
に
し
を
い
ま
は
と
な
り
て
の
き
は
に
こ
の
斎
宮
の
御
事
を
な
む
物
せ
ら
れ
し
か
は
さ
も
き
ゝ
を
き
心
に
も
の
こ
す
ま
し
う
こ
そ
は
さ
す
か
に
み
を
き
給
け
め
と
思
ふ
給
ふ
る
に
も
し
の
ひ
か
た
う
お
ほ
か
た
の
よ
に
つ
け
て
た
に
心
く
る
し
き
事
は
み
き
ゝ
す
く
さ
れ
ぬ
わ
さ
に
侍
を
37
オ
い
か
て
な
き
か
け
○にて
も
か
の
う
ら
み
わ
す
る
は
か
り
と
思
給
ふ
る
を
内
に
も
さ
こ
そ
お
と
な
ひ
さ
せ
給
ひ
た
れ
は
い
と
けき
な
き
御
よ
は
ひ
に
お
は
し
ま
す
を
す
こ
し
も
の
ゝ
心
し
れ
る
人
は
さ
ふ
ら
は
れ
て
も
よ
く
や
と
お
も
ひふ
給
ふ
る
を
御
さ
た
め
に
な
ん
と
き
こ
え
給
へ
は
・
い
と
よ
う
お
ほ
し
よ
り
け
る
を
院
に
も
お
ほ
さ
ん
事
は
け
に
か
た
し
け
な
う
い
と
を
し
か
る
へ
け
れ
と
か
の
御
ゆ
い
言
を
か
こ
ち
て
し
ら
す
か
ほ
に
ま
い
ら
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
か
し
今
は
た
さ
や
う
の
事
わ
さ
と
も
お
ほ
し
37
ウ
と
ゝ
め
す
御
を
こ
な
ひ
か
ち
に
な
り
給
て
か
う
き
こ
え
給
を
ふ
か
う
し
も
お
ほ
し
と
め
し
か
し
と
思
ひ
給
ふ
る
さ
ら
は
御
け
し
き
あ
り
て
か
す
ま
へ
さ
せ
給
は
ゝ
も
よ
ほ
し
は
か
り
の
事
を
そ
ふ
る
に
な
し
侍
ら
む
・
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
思
ふ
給
へ
の
こ
す
こ
と
な
き
に
か
く
ま
て
さ
は
か
り
の
心
か
ま
へ
も
ま
ね
ひ
侍
る
に
世
人
や
い
か
に
と
こ
そ
は
ゝ
か
り
侍
る
に
な
と
き
こ
え
給
ひ
て
の
ち
に
は
け
に
し
ら
ぬ
や
う
に
て
こ
ゝ
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
て
ん
と
お
ほ
す
女
君
に
も
し
か
な
ん
お
も
ふ
38
オ
110
か
た
ら
ひ
き
こ
え
て
す
く
い
給
は
ん
に
い
と
よ
き
ほ
と
な
る
あ
は
ひ
な
ら
ん
と
き
こ
え
し
ら
せ
給
へ
は
う
れ
し
き
事
に
お
ほ
し
て
御
わ
た
り
の
事
を
い
そ
き
給
ふ
・
入
道
の
宮
に
は
兵
部

の
宮
の
ひ
め
君
を
い
つ
し
か
と
か
し
つ
き
さ
は
き
給
め
る
を
お
と
ゝ
の
ひ
ま
あ
る
中
に
て
い
か
ゝ
も
て
な
し
給
は
ん
と
心
く
る
し
う
お
ほ
す
・
権
中
納
言
の
御
む
す
め
は
こ
き
殿
の
女
御
と
き
こ
ゆ
お
ほ
と
の
ゝ
御
こ
に
て
い
と
よ
そ
を
し
う
も
て
か
し
つ
き
給
う
へ
も
よ
き
御
あ
そ
ひ
か
た
き
に
お
ほ
い
た
り
宮
38
ウ
の
中
の
君
も
お
な
し
ほ
と
に
お
は
す
れ
は
う
た
て
ひ
ゐ
な
あ
そ
ひ
の
心
ち
す
へ
き
を
お
と
な
し
き
御
う
し
ろ
み
は
い
と
う
れ
し
か
へ
い
事
と
お
ほ
し
の
給
て
さ
る
御
け
し
き
ゝ
こ
え
給
つ
ゝ
お
と
ゝ
の
よ
ろ
つ
に
お
ほ
し
い
た
ら
ぬ
事
な
く
お
ほ
や
け
か
た
の
御
う
し
ろ
み
は
さ
ら
に
も
い
は
す
あ
け
く
れ
に
つ
け
て
こ
ま
か
な
る
御
心
は
え
の
い
と
あ
は
れ
に
み
え
給
を
た
の
も
し
き
物
に
思
ひ
き
こ
え
給
て
い
と
あ
つ
し
く
の
み
お
は
し
ま
せ
は
ま
い
り
な
と
し
給
て
も
心
や
す
く
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
事
も
39
オ
か
た
き
を
す
こ
し
お
と
な
ひ
て
そ
ひ
た
ま
は
ん
御
う
し
ろ
み
は
か
な
ら
す
あ
る
へ
き
こ
と
な
り
け
り
39
ウ
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空
蝉
岡
本
主
水
筆
夕
顔｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
十
月)
(
６)
注
５
に
同
じ
。
(
７)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
若
紫
石
井
了
倶
筆
末
摘
花
左
馬
助
筆
花
宴｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
三
月)
(
８)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
東
寺
観
智
院
筆
葵
岡
本
主
水
筆
賢
木
北
左
平
次
行
生
筆
花
散
里｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
十
月)
(
９)
注
７
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
十
月)
(
)
注
７
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
)
益
軒
会
編
『
益
軒
全
集』
巻
五
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実』
(
国
書
刊
行
会
昭
和
四
八
年
五
月)
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()
益
軒
会
編
『
益
軒
全
集』
巻
四
『
筑
前
国
続
風
土
記』
(
国
書
刊
行
会
昭
和
四
八
年
五
月)
｢
御
笠
郡
中
天
満
宮｣
に
は
、
此
御
社
の
祭
礼
、
は
じ
め
は
太
宰
帥
と
な
る
人
司
ど
れ
り
。
其
後
菅
原
氏
勅
を
う
け
て
、
か
は
る


御
社
の
別
当
と
な
り
、
六
年
を
以
て
任
と
し
て
祭
礼
を
つ
と
む
。
後
堀
川
院
御
時
、
菅
公
九
世
の
孫
菅
原
善
昇
と
云
し
人
、
お
ほ
や
け
の
み
こ
と
の
り
に
て
西
府
に
下
り
、
社
職
を
つ
と
め
、
祭
礼
を
司
ど
れ
り
。
後
に
祝
髪
し
て
信
貞
と
号
す
。
其
嫡
子
を
信
昇
と
い
ふ
。
是
よ
り
大
鳥
居
小
鳥
居
な
ど
の
家
わ
か
れ
て
、
其
子
孫
相
続
で
、
今
に
至
り
て
社
務
職
た
り
。
今
の
社
司
は
、
大
鳥
居
、
小
鳥
居
、
御
供
屋
、
執
行
坊
、
浦
の
坊
、
此
五
家
は
と
も
に
菅
姓
に
て
、
別
当
職
と
称
す
。
中
に
就
て
、
大
鳥
居
は
い
に
し
へ
よ
り
別
当
留
守
職
と
し
て
、
今
も
其
巨
擘
た
り
。
小
鳥
居
も
そ
の
か
み
相
並
ん
で
神
事
を
執
行
ひ
、
か
は
る
が
は
る
別
当
留
守
職
を
つ
と
め
し
と
か
や
。
大
鳥
居
の
向
に
宅
あ
る
故
、
其
家
を
大
鳥
居
と
云
。
小
鳥
居
の
方
に
宅
あ
る
故
、
其
家
の
名
を
も
小
鳥
居
と
い
ふ
。
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
(
)
川
添
昭
二
氏
他
編
著
『
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
資
料
と
研
究
Ⅰ』
(
財
団
法
人
太
宰
府
顕
彰
会
昭
和
五
五
年
三
月)
棚
町
知
彌
氏
｢
近
世
宰
府
連
歌
壇
史
藁
草
上｣
に
翻
刻
が
あ
る
。
(
)
注

の
『
筑
前
国
続
風
土
記』
の
中
に
、
筑
後
国
下
妻
郡
水
田
邑
千
石
の
地
を
、
将
軍
家
よ
り
寄
附
し
ま
い
ら
せ
ら
る
。
其
実
は
其
半
に
も
不
足
と
い
へ
り
。
大
鳥
居
是
を
領
す
。
又
久
留
米
の
城
主
有
馬
氏
よ
り
、
水
田
の
内
に
て
二
百
五
十
石
、
元
和
八
年
よ
り
寄
附
せ
ら
る
。
柳
川
の
城
主
立
花
飛
騨
守
親
成
宗
茂
の
事
な
り
。
よ
り
も
五
十
石
寄
附
有
て
、
今
に
し
か
り
。
と
い
う
記
載
も
あ
る
。
棚
町
知
彌
氏
｢
黒
田
如
水
の
連
歌｣
『
近
世
文
芸
資
料
と
考
証』
Ｖ
(
七
人
社
昭
和
四
一
年
二
月)
も
参
考
。
(
)
棚
町
知
彌
氏
｢
大
鳥
居
信
岩
伝
・
信
助
伝
稿
附
上
座
坊
実
右
に
つ
い
て
―
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
・
そ
の
五
―｣
(『
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要』
三
昭
和
四
二
年
一
二
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
	)
注
｢
黒
田
如
水
の
連
歌｣
、
注

の
論
文
、
棚
町
知
彌
氏
｢
福
城
松
連
歌
―
近
世
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
・
序
説
―｣
『
近
世
文
芸
資
料
と
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考
証』
Ⅳ
(
七
人
社
昭
和
四
〇
年
二
月)
(
)
注
｢
福
城
松
連
歌
―
近
世
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
・
序
説
―｣
の
中
に
翻
刻
が
あ
る
。
(
)
注
｢
黒
田
如
水
の
連
歌｣
(
)
注
｢
黒
田
如
水
の
連
歌｣
の
巻
末
｢
註
一
四｣
に
｢
昌
林
と
推
定｣
と
あ
る
。
(
)
奥
付
に
｢
元
禄
十
四
辛
巳
年
二
月
吉
辰｣
と
あ
る
。
(
)
金
子
金
治
郎
氏
『
菟
玖
波
集
の
研
究』
(
風
間
書
房
昭
和
四
〇
年
一
二
月)
｢
北
野
信
仰
と
集
の
成
立｣
(
)
伊
地
知
鐵
男
氏
『
伊
地
知
鐵
男
著
作
集』
Ⅱ
｢
連
歌
・
連
歌
史｣
(
汲
古
書
院
平
成
八
年
一
一
月)
｢
北
野
信
仰
と
連
歌｣
(
	)
島
津
忠
夫
氏
『
島
津
忠
夫
著
作
集｣
第
六
巻
｢
天
満
宮
連
歌
史
付
、
法
楽
連
歌
ほ
か｣
(
和
泉
書
院
平
成
一
七
年
一
月)
｢
大
阪
天
満
宮
と
連
歌
―
西
山
宗
因
の
宗
匠
就
任
ま
で
―｣
(

)
金
子
金
治
郎
氏
『
新

菟
玖
波
集
の
研
究』
(
風
間
書
房
昭
和
四
四
年
四
月)
｢
九
州
に
お
け
る
文
学
活
動｣
(
)
注
	
と
同
書
｢
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史｣
(
)
注

の
｢
史
料
｣
に
翻
刻
が
あ
る
。
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
(
)
川
添
昭
二
氏
他
編
著
『
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
資
料
と
研
究
Ⅱ』
(
財
団
法
人
太
宰
府
顕
彰
会
昭
和
五
六
年
三
月)
川
添
昭
二
氏
他
編
著
『
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
資
料
と
研
究
Ⅲ』
(
財
団
法
人
太
宰
府
顕
彰
会
昭
和
六
一
年
三
月)
川
添
昭
二
氏
他
編
著
『
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
資
料
と
研
究
Ⅳ』
(
財
団
法
人
太
宰
府
顕
彰
会
昭
和
六
二
年
三
月)
大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
太
宰
府
天
満
宮』
下
巻
(
昭
和
五
十
年
三
月
吉
川
弘
文
館)
棚
町
知
彌
氏
｢
寛
永
期
黒
田
忠
之
を
め
ぐ
る
連
歌
壇
と
宰
府
・
ノ
ー
ト｣
も
参
考
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
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()
信
助
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
、
元
和
八
年
(
一
六
二
二)
三
月
十
九
日
｢
何
船｣
の
連
歌
会
を
例
と
し
て
掲
げ
る
。
発
句
花
に
な
し
て
春
は
色
あ
る
心
か
な
昌
琢
十
三
・
禅
高
十
一
・
禅
昌
八
・
昌
俔
九
・
玄
陳
九
・
玄
的
八
・
慶
純
八
・
信
助
五
・
宗
順
十
・
了
倶
八
・
行
生
五
・
仙
閑
一
・
無
記
四
(
)
｢
玄
仍
筆
『
源
氏
物
語
註』
上
冊｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
四
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
二
年
三
月)
(
)
注
５
に
同
じ
。
(
)
注
７
に
同
じ
。
(
)
益
軒
会
編
『
益
軒
全
集』
巻
五
『
黒
田
家
譜』
(
国
書
刊
行
会
昭
和
四
八
年
五
月)
。
注

の
『
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
資
料
と
研
究
Ⅳ』
棚
町
知
彌
氏
｢
近
世
宰
府
連
歌
壇
史
藁
草
・
続
(
下)｣
に
も
短
冊
の
翻
刻
が
あ
る
。
(
)
安
藤
英
男
氏
編
『
黒
田
官
兵
衛
の
す
べ
て』
(
中
経
出
版
平
成
二
五
年
九
月)
諏
訪
勝
則
氏
｢
文
化
人
と
し
て
の
官
兵
衛｣
、
諏
訪
勝
則
氏
『
黒
田
官
兵
衛
｢
天
下
を
狙
っ
た
軍
師｣
の
実
像』
(
中
公
新
書
平
成
二
五
年
一
一
月)
｢
第
五
章
天
下
統
一
か
ら
海
外
遠
征
へ｣
に
、
如
水
の
連
歌
に
関
す
る
年
表
が
あ
る
。
(
)
注

と
同
書
、
小
和
田
哲
男
氏
『
黒
田
官
兵
衛
智
謀
の
戦
国
軍
師』
(
平
凡
社
新
書
平
成
二
五
年
一
一
月)
等
を
参
考
。
(
	)
小
和
田
哲
男
氏
監
修
『
黒
田
官
兵
衛』
(
宮
帯
出
版
社
平
成
二
六
年
二
月)
松
岡
博
和
氏
｢
黒
田
官
兵
衛
の
茶
の
湯｣
、
注

・

と
同
書
等
を
参
考
。
(

)
如
水
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
『
中
村
幸
彦
著
述
集』
第
一
二
巻
(
中
央
公
論
社
昭
和
五
八
年
二
月)
｢
細
川
幽
斎
の
文
学
生
活｣
、
吉
永
正
春
氏
『
太
宰
府
戦
国
史』
(
太
宰
府
天
満
宮
昭
和
六
三
年
一
二
月)
｢
如
水
と
天
満
宮｣
、
注

と
同
書
、
注
	
と
同
書
の
綿
抜
豊
昭
氏
｢
黒
田
官
兵
衛
の
連
歌｣
、
同
氏
『
戦
国
武
将
と
連
歌
師
乱
世
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス』
(
平
凡
社
新
書
平
成
二
六
年
一
一
月)
第
七
章
｢
軍
師
の
連
歌｣
等
を
参
考
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
注

の
『
黒
田
家
譜』
の
巻
一
四
に
は
、
115
○
如
水
は
福
岡
の
城
い
ま
だ
成
就
せ
ざ
り
し
間
、
博
多
よ
り
太
宰
府
に
移
り
、
鳥
居
の
東
に
い
さ
ゝ
か
な
る
宅
を
新
に
い
と
な
み
て
住
給
ふ
。
其
後
一
両
年
過
て
、
福
岡
の
城
成
就
せ
し
時
、
城
内
の
西
北
三
の
九
の
小
高
き
岡
に
宅
を
か
ま
へ
て
居
住
し
た
ま
ふ
。
宰
府
の
故
宅
は
、
社
僧
大
鳥
居
に
与
へ
ら
る
。
と
あ
る
。
(
)
注
｢
福
城
松
連
歌
―
近
世
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
・
序
説
―｣
(
)
注
｢
黒
田
如
水
の
連
歌｣
(
)
注

と
同
書
｢
関
ヶ
原
合
戦
と
官
兵
衛
の
晩
年｣
(
)
朱
合
点
と
は
異
な
る
合
点
あ
り
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
	)
注

に
同
じ
。
(

)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
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② 須磨 １オ
① 須磨 表紙
118
④ 明石 表紙
③ 須磨終丁
119
⑥ 明石 終丁
⑤ 明石 １オ
120
⑧ 澪標 １オ
⑦ 澪標 表紙
121
⑨ 澪標 終丁
